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　笹ささ原はら望のぞみは二十一代目である。

　何の？　と問われれば、老舗しにせ温泉旅館支配人一族の、である。

　人間の寿じゆ命みようが長いこの時代のことだから、旅館『笹原』の創業は約二千年前になる。

　それは大したものだと感心したくなるが、この旅館、その歴史のほとんどの期間において経営が傾かたむいているのだから、褒ほめるべきかけなすべきか微び妙みようなところだ。

　創業直後は景気が良かったが、すぐに食中毒を出だしたのがケチのつきはじめ。それ以来、十年とおかずに事件が起きる。テロリストが女将おかみを人ひと質じちに立てこもって『笹原旅館事件』として大おお騒そう動どうになったこともある。ボイラーの爆ばく発はつが旅館の半分を吹ふき飛とばしたこともある。温泉のお湯が尽つきたので、ただのお湯に『温泉の素もと』を入れて誤ご魔ま化かしているのを全国放送にすっぱ抜ぬかれて叩たたかれたこともある。自殺者がわざわざこの旅館を選んで首を吊つるのは日にち常じよう茶さ飯はん事じ。あまりのことに祟たたられているのかと祈き祷とう師しを呼んだら、門をくぐる前に逃にげ出したという伝説まである。

　そんな状態でありながら、何な故ぜ、経営を続けているのか？

「それは、一族の誇ほこりだから」

　と望の母は答える。望がまだ幼い頃ころから何度聞いても母の答えは同じだった。

「私たちの一族は、皇こう帝ていの血を引いているの。だから、やめるわけにはいかないのよ」

　一族が皇帝の血を引いていることと、旅館の経営をやめないことに相関関係があるのかどうかは望にもわからなかった。いや、きっと母にもわかっていない。しかし、まぁ、当人がそう言うのだから、そういうことなのだろう。

　何しろ、この時代、魔ま術じゆつと人造人間が普ふ及きゆうしたことで、帝てい国こく市民である限りは最低限の収入と生活というのは保障されている。そんな社会にあって、仕事というのは二種類の意味しかない。つまり、「生いき甲が斐い」と「贅ぜい沢たくのための増収」。この『笹原』の場合、贅沢ができないどころか、収入はマイナスであるので、ある種の意地だけが旅館を続けさせているのだ。

　しかし、跡あと継つぎたる望は、そう言われても困ってしまう。やめた方が裕ゆう福ふくになるのだから、続けている理由などない。まして、皇帝の血を引いているのなら、国から公的に助けられてしかるべきではないのか。そもそも、そんな現状なので、当然ながら知り合いはおろか、世間の誰だれも笹原家が皇帝の血を引いていると信じてくれてはおらず、つまるところ誰からも笹原家は尊敬されていない。

　自然、望の日常は鬱うつ々うつとしたものになった。女将候補といえば聞こえはいいが、来ない客を待つだけの退たい屈くつな日々。このままでは十六歳さいの青春を完かん璧ぺきなまでに無む駄だに費やしてしまうことになる。

　とはいえ、望自身、背も高くなく、頭が良いわけでもなく、度胸もない。家を飛び出して何かをなす度量がないことは、当人も自覚していた。そうなると、望を支えるものは、本当かどうかすら怪あやしい「私たちの一族は、皇帝の血を引いているの」という言葉のみということになる。

　そんなわけで、ちんちくりんの身体いっぱいに、「皇帝の血を引いている」というプライドだけをため込んでいた望だったが、あるとき、ニュース放送を見ていて、そのプライドが間ま違ちがった方向にはじけ飛ぶことになってしまったのだった。

《新しい皇帝陛下の誕生です。皇帝陛下は庶しよ民みん派はでありながら、魔ま王おうをその支配下におくほどのお力を持っておられ……》

　ちゃぶ台で質素な食事をとっていた望は、箸はしでつまんでいたメザシを取り落とした。マナスクリーンにぐいと顔を近づけ、新しい皇帝陛下の姿に目をこらす。

　新皇帝は曽そ我がけーな、と言うらしい。輪りん郭かくから目鼻立ちまでどれも丸っこい。庶民派と言われるのも納なつ得とくの、高貴さはまるで感じられない顔立ちだ。

「まさか、皇帝って交こう替たいできるものだったってことなの？」

　望は思わず声をあげていた。

　けーなという凡ぼん人じん顔の、自分とさほど年ねん齢れいの変わらない娘むすめが、どういういきさつかはわからないが、皇こう帝てい加か寿ず子こ様の死によって、次の皇帝になったということらしい。その事実は、望の頭をぐちゃぐちゃにかき回してしまっていた。

　――庶しよ民みんでも血を引いていたらいいってことですか？

　――それならウチも皇帝になれるですか？

　――皇帝ってのは、マジで皇帝ってことですか？

《新皇帝けーな様は、これからも『コンスタン魔術学院』に通われることになります。歴代の皇帝と同じく、学問の神しん髄ずいを究きわめんとされる姿勢を市民の中での生活が長くとも守り抜かれておいででした……》

　けーなを紹しよう介かいするナレーションが続く。

　それを聞いていた望の目玉がぐるぐると回転をはじめる。彼かの女じよは、わずかのことでも混乱してしまう困った性質の持ち主なのだが、さらに迷めい惑わくなことには、混乱してしまうと大だい胆たんな行動に出てしまうという癖くせまで持っていた。

「やる！　やるですよ、父ちゃん母ちゃん！　ウチは学校に行って皇帝に直じか談だん判ぱんしてくるですよ！　やるですよ！」

　望は両親にそう宣言した。

　両親は呆あつ気けにとられ、続いて反対とも言い難がたい反対を口にしはじめた。

「ちょっと、そりゃ、お前、無む茶ちやってもんだよ」

「だいたい、あの学校は名門だから編入試験は難しいんだぞ。お前なんかではとてもとても」

　しかし、望は大脳皮質から脳幹に至るまで混乱しきっており、もはや曽我けーなに面会するという目標以外は考えられなくなっていた。

「問題ないですよ！　これがありますです！」

　望が両親の前に突つき出したのは、マナスクリーンに映し出した求人情報だった。

「用務員募ぼ集しゆう……？」

「ウチの旅館で培つちかったホスピタリティは学校だろうと駅のホームだろうと発揮できるはずですよ！　用務員など楽勝ですよ！」

　望は自信満々に言い放った。

　しかし、両親は、それなりに冷静に望の資質を見み極きわめていた。

「いや、ホスピタリティって、お前、まともに旅館の仕事をできたことあったかい？」

「そうだぞ。だいたい自分の部屋も片付けられていないじゃないか」

「お客さんがいないからですよ！」

　望は大きな声を出す。そう言われると両親が黙だまり込むことも知っていた。

　その通り両親は黙り込み、望は勝かち誇った笑えみを浮うかべた。

「父ちゃん母ちゃんは待っていればいいですよ。必ずや旅館を再興してみせるですよ！　今の三人プラス人造人間の使用人だけという状態から脱だつ却きやくしてやるです！　それもこれも皇帝と話ができればなんとかなるです！」

　そんな言葉を残して望は家を飛び出していった。

　さて、そんな紆う余よ曲きよく折せつあって望の向かった『コンスタン魔術学院』の用務員試験には、多数の者が列をなしていた。名門学校における用務員というのは学校運営に直接関係する役職であることもあり、将来、現在の司祭たちとの有力なコネを作ることのできるお得な職業なのだった。

　列の後方に加わった望も、さすがに不安になってきた。

　――これは、さすがにまずいかもしれないですよ。いくらプロのウチでも、総合力では劣おとるかもしれないですからね。

　どこにそんな妙みような自信を持つ根こん拠きよがあるのかわからないが、望は上から目線だ。

　試験は人工精せい霊れい『ヤタガラス』による面接と職業適正診しん断だんだった。あらゆる人間の行動記録が収録されているデータベースを参照して、その人物に適正な職業を割り出すこの方法は、一見すると占うらないのようだが、行動や思考の癖、身体能力から類推した結果を告げるものであるので、これまで外れたことがない。例外は、『看護師』と診断されていた曽我けーなが皇帝になったことだが、『皇帝』は職業ではないとも言えるわけで、『システムエンジニア』から『魔王』に至るまで、ほぼ完璧に的中させてきたと言い切っていいだろう。もちろん、実家の生業を継つぐなどの理由で診断に従わずに別の職業に就つく者もいるが、そうした場合、あまり良い結果になることはない。

　就職試験であれば、この適性診断による方法は、かなり公平であると言えた。学院側としては『執しつ事じ』や『教育者』と診断されるような者を選んでいれば間違いないわけだ。試験を受ける側も心得たもので、自身の適正を知りながら参加している者も多い。適正そのままの職業に就かなかった者が、近接の業務を希望するケースが多いのだ。

　ちなみに、望はこれまで適正診断を受けたことがない。どきどきしながら三本足のカラスの前に立つ。

　望の診断を終えた『ヤタガラス』は、甲かん高だかい独特の声でこう告げた。

「用務員！」

　驚おどろいたのは、試験を管理していた事務職員だった。

「ええっ！　一万人に一人いるかいないかですよ、そんな人！」

　確かに、用務員というのは学校の保守管理が仕事であり、専門職ではない。それが適職とされる者など、そうはいない。また、いないからこそ、こうして募集をかけられたわけだ。

「すごい……」

「そんな人がいるんだ……」

　他ほかの受験者たちも、望の診断結果を聞いてざわめきはじめた。その声には、羨せん望ぼうとも失望ともつかない微妙な色が混じっている。誰もが、大学教授や司祭などの適職でありながら、席が空かずに夢破れた者ばかりである。それがコネを求めてやってきてみれば、目の前に出現したのはナチュラル・ボーン・用務員。どんな声をあげればいいのかは、誰にもわからないだろう。

　しかし、望はそれを素す直なおに賛辞と受け取った。

　――いける！　いけるですよ！　ご先祖様、見ていますか？　ウチは今、最高に輝かがやいているですよ！

　望はキラキラと瞳ひとみを輝かせた。

　こうして新しい用務員がここに誕生したのだった。

　その名は笹原望。

　生まれながらの用務員である。







１　用務員の恐おそろしい罠わな！







　曽そ我がけーなは皇帝となってから、粛しゆく々しゆくと国事行こう為いをこなして……いるはずもなく、時折、いや、しょっちゅう逃げ出しては周囲を困らせていた。

「国事行為って言うけど、本当にお祈いのりをしたり、署名したりするだけなんだよ。本当に大変なんだからね、あんな退屈なことを繰くり返かえすのって」

　けーなは、阿あ九く斗とが寝ねていたベッドに座すわり込んで、一人でべらべらとしゃべり続けていた。阿九斗のふとんをひっぺがして身体に巻き付け、前に愛用の炊すい飯はん器きを置いて、そこからしゃもじで白米をひっきりなしに口に運んでいるという姿だ。

　阿九斗はベッドに身体を起こし、ひとしきりけーなの話を聞いた後、時計を確かく認にんした。

　今は、朝の五時半で、起きる時間までは三十分ほどある。

　つまり、頭頂部に何房ふさかまとまった赤毛が印象的な、丸っこい顔立ちの、白米ブラックホールともいえる胃い袋ぶくろの持ち主にして、時折謎なぞめいた一面を見せるこの少女皇帝は、夜明けと同時に寮りように忍しのび込んできて、白米をむさぼり食っているということだ。

「胃がもたれるんじゃあないのかい？」

　阿九斗は炊飯器を指さした。

「知ってる？　宮きゆう殿でんって、おかわりが二杯はいまでなんだよ？」

　けーなは答えになっているような、いないようなことを言った。

「だからって朝の五時に炊飯器のチャイムが鳴る男だん子し寮りようの部屋は他にないよ」

　阿九斗はぼやく。

「だって、最近、近衛騎き士しも慣れてきちゃって、姿を消そうと服を脱ぬぐの自体を邪じや魔ましてくるんだよ。早朝でないとうまく抜けられなくて」

　けーなは姿を消す魔ま法ほうが使えるという特とく殊しゆ体質の持ち主で、その能力を使っては逃げ出しているというわけだ。

「近衛騎士が正常な感覚の持ち主で良かったよ」

　阿九斗はベッドから出てあくびをした。

　けーなは口をとがらせる。

「あーちゃんが他人のことをまともな感覚とか言えないでしょ」

　それも事実と言えば事実である。紗さ伊い阿九斗は将来は魔王になると告げられた少年で、現在ではすでにそうなってしまっている。とても正常とは呼べない人間だ。

　しかしながら、内面は生き真ま面じ目めであるのも確かで、今もけーなが炊飯器を探して引っかき回した部屋の片付けを寝ね間ま着きのままではじめていた。

「騒そう動どうはもう沢たく山さんだよ。普ふ通つうに生きられないのは確かなんだから、僕ぼくはなるべく隠いん遁とんして生きていきたい。司祭になる夢もずいぶん遠くなったものだよ。いや、遠くなったんじゃない。不可能なんだ。だけど、真っ当に生きたいという気持ちが変わるわけはないじゃないか。そうなると、僕は君にも真っ当に皇帝を務めてもらわなくちゃ困るわけだ。真ま面じ目めにやっていれば、政治体制の内部からの改革だって可能になるかもしれないし」

　阿九斗は散らばった服を押おし入いれに戻もどしながら言った。

　生きた戦せん闘とう機械である魔王でありながら普通の学園生活に戻れたのは、皇帝によって魔王が制せい御ぎよ可能であることが判明したからだ。それは結果的にけーなの支配下に置かれたままこれから生きていくということである。阿九斗の人生はけーなにかかっているのだ。説教のひとつも言いたくなって当然である。

　けーなの心にも、その言葉はそれなりに重く響ひびいたらしい。

「そうだよね。しっかりした皇帝にならないといけないよね！」

　決心固かたくそう言うと、しゃもじの米こめ粒つぶを舐なめとってから炊飯器に戻し、けーなは、すっく、と立ち上がった。

「まず最初に学院の改革からはじめないと！　そう、もちろんお米の素す晴ばらしさをみんなにわかってもらうの！」

　けーなの表情は決然としていた。握にぎり拳こぶしも勇ましく、まるで革命に立ち上がった女め神がみであるかのようだった。

　ただし、彼女は全ぜん裸らだった。

　まとっていた布ふ団とんが落ちて、やや寸ずん胴どう気味の肢し体たいがあらわになっている。

「けーな！」

　それに気づいた阿九斗が目を伏ふせた。

「え？　何……？　って、ひゃあ！」

　自分の身体を見下ろし、ようやく事態に気づいたけーなが慌あわてて布団を拾い上げた。

「もう、あーちゃんのエッチ。姿を消した時のままだったんだよ」

「……それはそっちの勝手じゃないか。服を取ってこないと」

　阿九斗が部屋を出て行こうとすると、それを呼び止める声がした。

「それには及およびません」

　天てん井じよう近くの高い位置にあった棚たなの扉とびらが開き、そこから姿を現したのは、人形のような美しさを持った少女だった。棚の狭せまい扉から身体をくねらせながら器用に抜け出でてくると、大人の背せ丈たけよりも高い位置から頭から落ちたにもかかわらず、猫ねこのように身体を回転させて見事に部屋の中央に降おり立った。
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　人間ではありえない動きを見せたのも当然、彼女は人造人間である。阿九斗とけーなの監かん視し役やく、その名をころね。

「今は自分も皇帝の侍じ女じよのひとりですから。さぁ、ここに服が」

　ころねはさげていたポシェットに手を突っ込むと、そこから、ずるり、と制服一式を取り出した。小さいポシェットだが、内部が仮装異空間になっていて、大たい抵ていのものは納めることができるのだ。

「わーい、ありがとう」

　けーなは喜んで服を受け取る。すぐさまころねは阿九斗の背後に回り込んで、その目を両手でふさいだ。

「……別に着き替がえを見ようなんて思っちゃあいないよ」

「しかし、思春期の男性が女性の裸ら体たいに抱いだく欲求は、それはもう強いものがあります。隣となり町まちの自動販はん売ばい機きまで深夜に自転車をこぐこともいとわないほどです」

「いや、僕にはそんな気力はないんだけど……」

　阿九斗は反論するが、ころねは何も言わずに阿九斗の目をふさぎ続けた。

　そして制服を着込んだけーなは、改めてこう宣言する。

「あたしは、皇帝として、まず、この学院から改革をはじめます。それはお米の力による改革。忘れられたお米の魅み力りよくを復興する運動を通じて、生徒たちの意識を変えていきましょう！　これは名付けるならばコメ・ルネッサンス！　お米を愛していた古代帝国の精神を呼よび戻し、健全な青少年を育成するのです！　そして、やがては帝国全土を広大なライスフィールドへと変化させましょう！」

「んな無む茶ちや苦く茶ちやな」

　阿九斗は言ったが、ころねがそれをかき消すかのように拍はく手しゆをはじめる。

「すばらしいアイデアです！　皇帝陛下万ばん歳ざい！　万歳！」

「あのねぇ……」

　阿九斗は、ころねの顔を見るが、無表情のため、何を考えているのかわからない。それでもころねは焚たきつけるようなことを言い始める。

「このころね、及ばずながら皇帝陛下のために粉ふん骨こつ砕さい身しん尽じん力りよくいたします。必ずや皇帝陛下に栄光を！」

「いいえ、違ちがいます。お米にこそ栄光を！」

　けーなは、まるで聖人のような態度でそう言った。

「だから、あのねぇ……」

　阿九斗にはぼやくことしかできなかった。それほどけーなの言っていることは馬ば鹿からしかったし、それゆえに実行されることはないと思っていたからだ。

　しかし、けーなのコメ・ルネッサンスは、早さつ速そく、その日の昼に実行に移されたのだった。




○




　昼休みにはいつものことだが、食堂は混こみ合あっていた。ただし、その日だけは尋じん常じようでない混み具合である。

　生徒たちの列は食堂の外まであふれ、しかもいっこうに動く気配はない。その列の先頭、そこに問題があるのだった。

「スパゲッティ・ミートソースを」

　その時、列の先頭にいた江え藤とう不ふ二じ子こは、細い指をしなやかに使った優ゆう雅がな仕草でカウンターに食券を置いた。

　黒くろ髪かみの上品なお嬢じよう様さまという風ふ情ぜいの美少女である。女生徒たちの人気も高く「わたしたちのお姉様」として慕したわれている。もっとも、当人は表ひよう裏りを使い分けるずるい性格であり、本ほん性しようは根っからの悪人だ。魔王としての阿九斗のことは心底から慕っており、そのことだけは隠かくしてもいないが、周囲の女生徒たちには「お姉様は魔王に洗脳されている」と思われている。

「スパゲッティはありません」

　不二子は、注文に返ってきた声に驚いてカウンターの中を見返した。

　その声には聞き覚えがあった。

　学生食堂の受付をしているのは、ころねである。

「ころね、何をなさっているの？　それにスパゲッティは無いってどういうこと？」

「本日のみ、皇こう帝てい陛下のご命令により食堂を管理させていただいています。スパゲッティの方ですが、申し訳ないことに、無いものは無いんです。食券はそのままでかまいませんので、注文の変へん更こうをお願いします」

　ころねは無感情な声で言った。

「そうね、それなら仕方ありませんわ。おうどんとかいいわね。きつねうどんを」

　不二子が優やさしく微ほほ笑えんで告げる。

「ありません」

　ころねは即そく答とうした。

「は？　それもございませんの？」

　不二子は驚いて聞き返す。

「そうです。ご注文を」

　列が長い理由はわかったが、いろいろと解せない。不二子はいぶかしむ表情をしつつ、注文を変えた。

「天ぷらそばでよろしいですわ」

「ありません」

　またも即答だった。

「ラーメンを」

「ないです」

「焼きそばなら？」

「残念ながら」

「きしめんは？」

「あるわけないです」

「ええい、冷やし中華！」

「もちろんありません」

「わたくし、今日は麺めん類るいの気分ですのよ！　ええい、まさか麺めんがないなんてことはございませんわよね！」

　不二子は声を荒あららげる。

　ところが、ころねは平然とこう言った。

「麺ですか。ビーフンならあります」

「は？　ビーフン？」

「はい。これでも妥だ協きようさせていただきました。あれはお米でできていますので」

　そのころねの言葉で、不二子は何が起こっているのかを理解した。

「……そうでしたわ。皇帝と言えば、今は曽我けーなのことでしたわね」

「その通りです。お米の素晴らしさをお伝えしろとのことですので、思い切って米類のみのメニューを実じつ施し中です。おすすめはＫ定食です」

「Ｋ定食……」

　不二子は恐きよう怖ふとともにつぶやく。

　Ｋ定食。それは、けーな専用に作られた恐るべき定食である。揚あげ物もの、汁しる物ものにまでも米を使用した常人には食べられぬメニューだ。メインのおかずはライスコロッケである。

「それで、この惨さん状じようですのね……」

　不二子は周囲を見回した。列が長いのは不二子と同様にもめていたからだろう。食べ物をもらって着席している生徒もいるが、彼かれらも一様に絶望した表情で箸はしを握ったまま動きを止めている。よく見れば、彼らの前に置いてあるのはすべて食べかけのＫ定食だ。

「あなた、どうしてこんなことを？」

　低い声を不二子が出だした。他の生徒たちの前でできるギリギリの怖こわい表情だ。

　しかし、ころねは表情を変えない。

「お米を広めろとの命ですので」

「ええい、なんだかわかりませんが、我々はメニューを以前に戻すことを要求いたしますわ！」

　不二子は大声を出し、背後に並んでいる生徒たちの同意を求める。それまで黙っていた生徒たちも、不二子の扇せん動どうとあって、これに呼応して声をあげはじめた。

「そうだ、そうだ！」

「皇帝横暴！」

「我らにパンを！　麺を！」

　生徒たちが列を乱し、カウンターに詰つめ寄よりはじめた。

「麺がないならご飯を食べればいいじゃない」

　ころねは騒さわぎはじめた生徒たちの前に立ち、堂々と腕うでを組んで断言した。

　生徒たちはさらにヒートアップする。

「なんだと！」

「可愛かわいいからって、女じよ帝ていみたいなこと言いやがって！」

「いや、言ってるのはころねちゃんだけど、背後には本物の女帝がいるから」

「とにかくメニューが元に戻ればいいんだよ！」

　けっして狭いとは言えないが、普ふ段だんの昼休みでも食後すぐに席を立たないといけない程度の広さしかない食堂である。カウンター近くは押し寄せる生徒でぎゅうぎゅう詰めになりはじめた。

　そんな中でも、ころねは冷静、というか、あくまで無感情に対処をはじめた。

「仕方ないですね。交こう渉しようしましょう。カレーライスまでは認めます」

　そのころねの言葉に、一気に生徒たちの感情が爆ばく発はつした。

「ってか、カレーも駄だ目めだったのかよ！」

「そしたら、マジでメニューはＫ定食と白米しかないのか？」

「ふざけるな！　条件闘とう争そうなどあり得ない！　メニュー全面開放か、戦争かだ！」

「そうだ！　我らにまともな食料を！」

「これは、俺おれたちの米こめ騒そう動どうだ！」

　生徒たちの表情は凶きよう暴ぼうなものになっている。元々好戦的な生徒が多い学院ではあるが、容易に冷静さを失うような生徒は誰だれもいないはずだった。それが、今は完全に暴徒と化していた。食い物の恨うらみは恐ろしいというところだ。

「米騒動というのは、何か違うような気もしますが、ともかく皆みなさんのおっしゃっていることは、こちらに対して攻こう撃げきに出るという意味で解かい釈しやくいたしますが」

　ころねが言った。

　生徒たちの顔が緊きん張ちようしたものに変わり、ざわめきが波のように広がる。

　やるか、やられるか。そんな物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きが食堂に満ち始める。その場の誰もがころねの戦せん闘とう力りよくについては熟知している。しかし、空腹とその場の勢いで殺気だった群衆は、それでも戦闘態勢を解かない。

「要求は食料だ！　メニューを戻せ！」

「我々は戦闘を厭いとわないぞ！」

「そうですよね、江藤先せん輩ぱい？」

　カウンターのすぐ前にいた生徒たちが、事態のきっかけとなった不二子に同意を求める。

　しかし、列の先頭にいたはずの不二子はそこにはいなかった。

「あれ？」

　カウンター前の生徒たちは、自ら騒動を煽あおった不二子がいないことを疑問に思ったが、そのことを深く考えている間はなかった。

　次の瞬しゆん間かん、ころねの背後から、物騒な声が響いてきたからである。

「何の騒ぎなんだい？」

　なんのことはない言葉である。つまり、その言葉や声が物騒なのではない。ひょい、と姿を現したのが紗伊阿九斗だったのが、物騒なのだ。

　生徒たちが一いつ斉せいにカウンターから距きよ離りをとった。

「ひ、卑ひ怯きようだぞ！　そんな危険な存在を交渉に使うなんて！」

「俺たちを脅おどす気だな！」

「平和に行こう！　そうだ、和なごやかにお茶を飲んで話し合おう！」

　全員がおびえた声をあげはじめる。それも当然だろう。帝てい都とに大災害をもたらした大戦闘の張本人である。現在の皇帝の側についたことでおとがめなしとなっているが、名実ともに魔ま王おうであることは揺ゆるぎない。

「こ、ころね、ちゃん、その魔王はなんで……」

　先頭の生徒が震ふるえる声で聞いた。

「手伝ってもらっているのです」

　ころねは答えた。

　その言葉は嘘うそではなかった。阿九斗は、大きな釜かまでひたすら米を炊たいて、茶ちや碗わんに盛りつけるという重労働を行っていたのである。

　しかし、生徒たちはそんな単純な受け取り方はしなかった。

「て、手伝う……！」

「魔王が料理を手伝うはずがない……。やはり用心棒か！」

　その言葉を聞いた阿九斗の表情が硬かたくなる。

　――いや、料理は得意なんだけどなぁ……。

　内心では、そう思っていたが、阿九斗はそれを言葉に出さない。そして、そのことがさらに生徒たちに恐怖を与あたえる結果となった。

「お、怒おこった！」

「やる気だ！」

「ひぃいいい！　恐ろしい！」

　人ひと混ごみの中で、どさりと何かが倒たおれる音がした。どうやら気絶した生徒もいるらしい。

　――なんか前よりひどくなっていないか？

　阿九斗は内心で困こん惑わくしたが、それでもなんとなく事情を悟さとった。以前より表情を厳しくしてころねに言う。

「ころね。説明してもらおうか」

　が、ころねは頬ほおひとつ動かさず、こう答える。

「お米を食べさせようとしたら暴動が起こりました」

　簡潔な説明だった。

　阿九斗は額に手を当ててあきれる。

「あのねぇ……。それじゃあ、まさか、僕の言う通りにしなかった？　米を食べさせるにしても、やり方ってものがあるだろうに。この事態をどうするつもりなんだ？　明らかに君の失敗じゃないか」

　そうころねを叱しかる。

　ころねは表情を変えなかったが、生徒たちは、平然としてはいられなかった。

　つまり、彼らはこう解釈したのだ。

「〝僕の言うとおりにしなかった？〟そうか、これは魔王の指示か！」

「米だけを食べさせて俺たちをビタミン不足の脚かつ気けにする気だ！」

「なんて恐おそろしい計画なの！」

「しかも、皇帝の米好きを利用して！　皇帝のせいにしようとした！」

「そうだ！　けーなちゃんや、かわいいころねちゃんが自分からそんなことをするはずがないもんな！」

「手先にしておきながら、それに失敗したころねちゃんを叱しつ責せきするなんて！」

　――なんだかよくわからないけど、なんで、またこんなことに……。

　阿九斗は内心で絶望する。

　それでも、気を強く持って、生徒たちに顔を向けた。

「まぁ、細かい誤解の積み重なりはともかく……。ここはゆっくりと話し合おうじゃないですか。ねぇ？」

　阿九斗は笑え顔がおを作った。

　その笑顔の出来はともかく、元より美形ではあるが悪役顔の彼が微笑んで「話し合おう」と言うのは、正対した人間にとっては恐怖でしかなかった。

　悲鳴が食堂に満ち、出口に生徒たちが殺さつ到とうしはじめた。

　――あ……。

　阿九斗が自分の失敗に気づいた頃ころには、食堂には誰もいなくなっていた。

　がらんとした空間で、ただ落ちた食券を風が巻き上げているだけだ。

「なんにせよ問題は解決しましたね」

　ころねが平然として言い放った。

「……あのねぇ、もしかしなくても、君がメニューを米だけにしたのが原因じゃないか」

　メニューを確かく認にんし、ようやく事情を理解した阿九斗がぼやく。

「皇帝陛下の指示ですから」

「……それも、もっとお米を食べようって言ってただけじゃないの？」

「ですので、そこを強力に推おし進すすめました」

「強力に？」

　阿九斗が聞くと、ころねはうなずいた。

「とても強力に」

「……じゃあ、やっぱり、君が悪いんだよね？」

「そのような見方も可能ですね」

「君が勝手に騒そう動どうを起こしたんだよね？」

「見解によってはそうなるでしょう」

「というか、騒動を起こして面おも白しろがってる？」

「やや」

「…………え？」

「やや」

　もう一度、ころねは繰くり返かえした。

　阿九斗は、微び妙みような咳せき払ばらいをする。

「ごほ……。いや、そ……そうなんだ……」

「ご心配なく。やや、というのは、すべてがそうではないという意味です。悪意はなかったが、事後に面白くなってきてしまったという意味合いにとってもらってもかまいません」

　真顔でころねは言った。

「いや、説明しなくていいからさ……」

「そうですか。では、自分は事態収しゆう拾しゆうのために失礼します。皇帝陛下をお呼びして、米以外の食材の開放を宣言していただくようにいたします。幸い、生徒の皆みな様さまには魔王の暴走と誤解されておりますので」

　ころねは、ひょいと頭を下げて、まるでこうなることを計算していたかのように言った。

「もしかして、こうなることを最初からわかっていて？」

「そんなところです」

　ころねは振ふり返らずに言った。

　――まぁ、そうだよな。僕ぼくを使って皇帝になったけーなの株を上げるのが良いに決まってるもんなぁ。

　阿九斗はそう納なつ得とくすることにしたが、隠いん遁とんして本を読むだけの生活に入ろうという思いが、いや増してくるのを抑おさえることができなかった。




○




　さて、新米用務員の笹ささ原はら望のぞみは、『コンスタン魔ま術じゆつ学院』の校庭を歩いていた。用務員の服装は自由とのことだが、汚よごれてもいい服で、と言われていたので、実家の制服であるメイド服を着ている。貧びん乏ぼう故ゆえにそれしかないのだ。

　最初の仕事は、各校舎のセンサーの保守点検である。破損していた場合の修理自体は業者が行うものだが、日々のチェックは用務員の仕事となる。

　望は、その作業を実に手早く行っていた。実家がボロ屋であることが功を奏していたのか、ナチュラル・ボーン・用務員の面めん目もく躍やく如じよというべきか、彼かの女じよの仕事は常人の数倍の手て際ぎわの良さを誇ほこっており、今は最後のひとつのチェックに向かっているところである。

　そのとき、望の耳に大勢があげる声が飛び込んできた。

「皇帝陛下万歳！　万歳！」

　耳がぴくりと動き、むき出しにしたおでこがきらりと光る。

「皇帝陛下？」

　望は声の方向に走り出す。そこでは、けーなが生徒たちに囲まれ、喝かつ采さいを受けていた。望は事情を知らないが、食堂を再び元に戻もどしたことで生徒たちから歓かん迎げいされている最中である。

　――あれが……！

　望の目は、けーなに釘くぎ付づけとなった。放送の画面ではわからなかったのだが、けーなの顔は、庶しよ民みん的てきなだけでなく、かなり馬鹿っぽかった。

　――な、なんだろう……？　とても馬鹿っぽいですよ……？

　望の目がぐるぐると回転しはじめる。思考が混乱したのだ。

　――あんな馬鹿でも皇帝になれる？

　――やっぱり血筋だけでいいですか？

　――それならウチでも皇帝になれるに決まってるですよ！

　――でも、皇帝はすでにいるわけですよね……。

　そして、望は、間ま違ちがった答えを導き出した。

「そだ！　直接に話をして、皇帝の位を譲ゆずってもらおう！」

　そもそも無計画でやってきたのだから、無む鉄てつ砲ぽうな答えが出るのは当然なのだが、当の望は自分の考えを素す晴ばらしいものだと陶とう酔すいさえしながら、改めてけーなを見る。

　――さて、どうやって話をしたものですかね……。

　けーなは、生徒たちに囲まれており、近づくことは不可能だ。

　――ここは、しばらく待ってチャンスをうかがうですよ。

　望は、校舎裏にあった用具入れの陰かげに隠れる。

　やがて、けーなが開放した食堂に生徒たちが戻りはじめた。けーなところねだけが残され、やがて二人は何事かを話しながら歩きはじめた。

　――こ、こっちに来た！

　望は、けーなたちが近づいてくるにつれて、心臓の鼓こ動どうが速くなるのを感じていた。

　――き、緊張してるんじゃないですよ。ウチ。い、いやだなぁ……。

　そう自分に言い聞かせたが、確かに望は緊張していた。

　元来、気が弱いのである。

　――ひ、ひぃ！　き、来た！

　すぐそばまでけーなたちが来ている。

「新築の宮きゆう殿でんのお庭には田んぼを作ることにしたんだよ」

「そうなさると思っていました」

「え！　なんでわかるの？」

　そんな会話まで間近に聞こえてくる。

　――さぁ、行こう。

　――いや、もうちょっと近づいてから。

　――よし、行こう。

　――いや、それより通り過ぎてから後ろから行った方がいいのかも……。

　望は逡しゆん巡じゆんする。

　そして、当然のことだが、逡巡しているうち、けーなたちは目の前を通り過ぎていく。

　意を決して物もの陰かげから飛び出した頃には、けーなたちの姿はすでに見えなくなっていた。

　――な、なんで？　どうして？

　混乱した望は、再び、目玉をぐるぐるさせながら間違った思考を巡めぐらせはじめた。細かい経過は省くが、もちろん、最後には完全に間違った結論を出した。

　――こうなったら、罠わなを仕し掛かけて、足止めしてから話を聞いてもらうしかない！

　そして、望は、けーなの日常のスケジュールを探さぐるべく、用務員の特権を生かすことに決め、速そつ攻こうで仕事を終わらせると、用務員室にある共用端たん末まつで授業計画を調べはじめた。

「皇帝のクラスの予定は……っと。ここで教室移動があるですよ！」

　罠を仕掛ける場所は決まった。教室移動時の道ばたでいいだろう。

　――どんな罠にするですかね……？　やっぱり、とりもちが下に敷しいてあるとかそういうのですか。いや、でもとりもちは扱あつかいが難しいし、関係ない人が通りかかっても貼はりつくですね。でも、最後はとりもちが望ましいです。なら、とりもちは誰も通らないところに……そう、壁かべに横につけておけばいいですね。かなり高いところに。飛ひ翔しよう魔ま法ほうを使う人でも、そうそう飛んでいないような場所に。すると、そこに誘ゆう導どうするための仕掛けが必要になるですよ……。

　もはや間違っているとか、そういうことを指し摘てきするのも馬ば鹿からしくなるような思考回路をしている望である。

　結局、望の描えがいた計画は、このようなものになった。

　けーなの通り道にバナナの皮を置く。けーなが滑すべって転ぶと上を向く。上には「お米の特売セール」のチラシが貼ってある。その指し示す先に歩いて行くと、人気のないところに。そこに米の袋ふくろが置いてあり、それを取ると、上から金だらいが落ちてくる。頭に当たり、ふらふらしてよろけ、脇わきに置いてあるトランポリンに倒れ込む。トランポリンによって舞まい上あがり、壁の高いところに貼ってあるとりもちに絡からめ取とられてしまう。

　――そして、その横にある窓で待っていたウチが、さりげなく話しかける。完かん璧ぺき！　完璧ですよ！　自分の才能が怖いくらいですよ！

　これがうまくいくと考えるのもある種の才能であるには違ちがいない。ともあれ、望は、それを実行に移すことにした。計画通りに罠を配置し、けーなが来るのを待ち受ける。予定では、けーなはクラスメイトたちの移動後に、一人で移動するらしい。

　望は、けーなのクラスメイトたちがわいわいと声を立てて通り過ぎたのを見てから、渡わたり廊ろう下かの真ん中にバナナの皮を置いて、素す早ばやく柱の陰に隠かくれた。

「ふふふ……。これで、転ぶはずですよ」

　ほくそえむ望である。

　しかし、そこに現れたのはけーなではなかった。けーなに付き従っていた美しい人造人間だ。

　――もしかして、侍じ従じゆうだけが先に……。

　望は、はっとするが、それよりもショックを受けたのは、その人造人間――ころねが、すい、と前に出て、バナナの皮を、ぽい、とゴミ箱に放ほうり込んだことだ。

「ウチの完璧な計画が……」

　何が完璧だったのかわからないが、望は白い灰になった。

　そのままさらさらと崩くずれ去さろうとしていたとき、ふと、望を呼び止める声があった。

「もし」

「………………っえ？」

　望は意識を取り戻し、そちらを見る。驚おどろいたことに、そこには、ころねの顔があった。

「うひゃあ！」

　声をあげて望は逃にげようとするが、ころねは冷静に望の腕を捕つかまえる。

「待ちなさい」

「ひぃいい！　許して！　堪かん忍にんして！　出来心だったんですよ！」

「何を言っているんですか。あなたが呆ぼう然ぜんとしているから声をかけたまで」

「え？　それじゃあ、罠を仕掛けていたことを知らないんですか？」

「罠？　そんなものを仕掛けていたんですか？」

「しまった、ばれた！」

　望は声をあげた。そして、腕を捕まれていることをすっかり忘れて逃げだそうとするが、当然のようにそれは無理だった。腕を引かれてつんのめる。

「あなた、馬鹿ですか？」

　ころねが無表情で語りかける。

「うう……馬鹿と言われたくないですよ……。しかし、今のウチは大馬鹿者です……」

　望は、あっさりと観念し、膝ひざをついてさめざめと泣いた。

「泣いても仕方ありません。あなたの罪を告白するのです。罠とは何ですか？　何のために仕掛けたのです？」

　ころねは望を見下ろして、そう聞く。

　望は涙なみだを拭ふきながら、何をしたのかを正直に告白しはじめた。とりもちを仕掛けて皇こう帝ていを捕まえようとしたこと。そして、目的は話を聞いてもらうためだったこと。そして、自分が皇帝の血を引いているらしいことも。

「なるほど。それでこんなとんでもない罠を」

「そうなんです。しかし、傷つけるつもりはなかったんですよ？」

「こんな罠で皇帝を捕まえようなんて」

「だから、すいません。本当にすいません」

「そうですよ、こんな罠でなんとかなると思うなんて、甘あまいですね」

「へ？」

　望は顔をあげた。
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　ころねは無表情のままうなずく。

「だから、こんな罠では、あなたが皇帝に成り代わることはできません。もっと現実的に考えるべきです」

「へ？　へ？　へ？　何ですか？」

　戸と惑まどう望に、ころねはこう諭さとすように言った。

「ですから、考えてみてください。捕とらえて話をしたところで、あなたは皇帝にはなれません」

「そ、そうですね。捕まえて話をするなんて……」

「そうです。平和的に話し合ってなんとかなるはずはありません」

「へ？」

「交渉とは、相手になんとかして自分の条件を飲ませることです。つまり、相手が窮きゆう地ちにあるときに交渉を行えば、これは成立する可能性が高い」

　ころねは淡たん々たんと言った。

「ちょ、ちょっと、あのぅ……」

　異常に気づいた望は、おずおずと声をかけるが、ころねは真顔だった。というか、全く表情は変わらない。それでも、ころねが何を言わんとしているかは、望にもよくわかった。

「……それは、脅きよう迫はくというのでは？」

　そう聞かれたころねは、首を横に振る。

「まさか。交こう渉しようですよ。脅迫ととるかどうかは人によります」

「駄だ目めです！　それは駄目です！　駄目ですよ。駄目なんですってば。……だけど、参考までに、どうやったら脅は……交渉できるのか教えて欲ほしいですよ？」

　望は、ぎゅっと目をつぶりながらも、しっかりところねの手を握にぎり返して言った。

「まずは、罠を実害のないものにすべきです。しかし、交渉は成立させなければいけません。つまり、相手を精神的に追おい詰つめられるようなものであればよろしいのです」

　ころねは言った。

　望は、少しだけ考え込むような表情になったが、やがて、ふと手を叩たたく。

「それは、たとえば、罠にかかると人前で全ぜん裸らになってしまうような？」

「そういうやり方もあるでしょう」

　ころねはうなずいた。

「ああっ！　ありがとうございます！　親切な方！」

　望は泣きながら感謝する。が、ころねの手を放して罠をしかける実作業に移ろうとしたものの、どうしていいかわからずにその身を泳がせる。

「……あの？　罠ってどうすればいいんでしょう？」

「なるほど。それならばアドバイスをいたしましょう。あなたのような複雑なものはよくありません。単純なものこそ効果を発揮するのです。原則はふたつあります。マナを使用しない。そして、ワンプロセスで目的を達成する」

　ころねは淡々と説明をはじめた。

「マナを使用しないのは、魔術に長たけた生徒たちによる罠の発見を遅おくらせるためです。そして、ワンプロセスで目的を達成するのは、素早く辱はずかしめることで、魔術に必要な精神集中を妨さまたげ、辱める時間を長くすることが目的です」

「なるほど、勉強になります」

　望はメモをとりはじめる。

「そうすると有効な罠は数種類にしぼられます。設計図を見せましょう」

　ころねはマナスクリーンを展開して、罠の詳しよう細さいを表示した。

「どういう理由でそんなものを保存していたんですか……？」

　望の質問には、ころねは答えずスクリーンを指さす。

「キモになるのは、このロープです。基本的にロープを引っかけたら作動する程度のものが良いのです」

「ふむふむ……」

　望も納得させられてしまいうなずく。

「両足をロープで縛しばり上げて逆さづりにする罠は効果的ですが、危険なので避さけた方が良いでしょう。おすすめは特とく殊しゆな薬品を頭からかけるものです」

「薬品？」

「それは、これです」

　ころねは、いつも提さげているポシェットから薬瓶びんを取り出だして高く掲かかげた。

「フクトケール！」

「ふ、ふくとけ？」

「フクトケールです。洋服だけを溶とかす恐ろしい薬です」

「なんというか、そのまんまの名前ですよ？」

「それは名付け親に言ってください。バクテリアの働きで化学繊せん維いを溶かすのです」

「すると、あっという間に下着姿に……。いや、化か繊せんの下着なら全裸に……！」

「その通りです」

　ころねはうなずいた。

　そして、望の前に薬瓶を突つき出す。

「三十倍に薄うすめて使います。この瓶だけで、バケツ三倍分の薬ができます」

「い、いや……でも……」

　望は、逡巡した。

「これって、かなり恐ろしいことじゃないんですか？」

「そうでしょうか？　全裸になったところで交渉するだけです。何か問題が？」

　ころねは望の手に薬瓶を押おしつけようとする。

「も、問題はないですが……それでも……。ひ、ひぃいい……」

　望は怯おびえる。

　彼女は元来気が弱いわけで、ノリノリでそんな計画を語られてしまえば怯えるのも当然である。望の目には、ころねがメフィストフェレスのように映っていた。かなり無表情の悪あく魔まだが。

　震ふるえる指が薬瓶に伸のびる。

　と、その時だった。

「ころね、その人は？」

　不意に男の声が近くでした。

「ひやぁああああああ！」

　望は悲鳴をあげて駆かけ出す。

「ちょ……」

　声をかけた男――阿九斗は戸惑いの声をあげたが、望にはその声は聞こえなかった。わけもわからず走り回って、ようやくどこかの茂しげみの陰に落ち着いた。望は息を整え、その時、自らの手にしっかりと薬瓶が握られていたことに気づいた。

「こ、これは……」

　望は息をのむ。

　さらに……。

「ああっ、なぜかウチの端末のマナスクリーンに設計図のコピーが！」




○




「ころね、あれは誰だれ？」

　阿九斗は、走り去る望の後ろ姿を見て小首をかしげた。

「用務員です」

　ころねはこともなげに答えた。

「それなら、どうしてメイド服……？　いや、そうじゃなくて……。一体、何を？」

「何か妄もう想そうを抱いだいた可愛かわいそうな人のようですので、対話をしていたのです」

「は？」

　阿九斗は首をひねった。

「いえ、奇き妙みような罠を使って、皇帝陛下を捕らえようとしていました。こうしてバナナの皮を置いて……」

　ころねは一度は捨てたバナナの皮を元の場所に戻した。

「話がまったく見えないな」

「そうですか。それほど奇妙な状じよう況きようだったということでしょう。皇帝陛下は授業をおさぼりになっていたので安全でしたが、ともかく、その人物を見み極きわめ、場合によっては拘こう束そくできないかと思案していたところ、あなたが来たことで逃げ出してしまいました」

　ころねは、そう言い切った。

　阿九斗も、これには困る。

「……それは、僕が悪いってこと？」

「いえ、そうは言っていません」

「でも、君は彼女を拘束しようとしていたって……」

「いえ、拘束できるほどの犯罪は犯おかしていませんでしたので、正確にはそのための駆け引ひきをしていたわけです」

「……やっぱりわけがわからないな。まさかとは思うけど、なんでもいいから状況をややこしくして楽しもうとしていない？」

「やや」

「いや、駄目だろ、そんなことしちゃ……」

「大だい丈じよう夫ぶです。八割方真ま面じ目めにやっています」

「あのねぇ……」

　阿九斗はわけのわからない会話を切り上げ、逃げたメイド服の用務員を追いかけることにした。突っ立たっているころねをおいて、望が走り去った方へ小走りに駆けていく。

　――えーと、確かこっちに……。

　阿九斗は校舎の脇へと入っていく。そして、狭せまく細い道ではあるが、授業の教室移動で通るはずの場所で望を見つけた。

　メイド服の小こ柄がらな用務員――望は原始的な罠を仕掛けている最中だった。

　脇の茂みにしゃがみ込んでロープをごそごそとやっている。

「あの……」

　阿九斗は声をかけた。

　返ってきたのは悲鳴だった。

「ひぃいやぁああ！」

　そして、次の瞬しゆん間かんには、もう望は駆け出している。

「ちょっと待っ……」

　引き留めようとするが、望は、あっという間に校舎の角を曲がって消えてしまう。

　阿九斗は後を追って駆け出そうとしたが、望の仕掛けていた罠が足あし下もとに引っかかりそうになっていることに気づいて立ち止まる。

　――危ないな……。これがころねの言っていた罠か……。

　望が仕掛けていたところを見ているから気づけたが、足下に渡されている紐ひもは、細い釣つり糸いとで、普ふ通つうに歩いていれば、まず引っかかってしまうものだ。そして、その釣り糸を足にかけてしまうと、頭上にあるバケツから中の液体がこぼれてくるという仕組みだ。バケツは木の枝に巧こう妙みように隠されていて、これも言われなければ存在には気づけない。

「こっちを取り払はらうのが先だな」

　阿九斗は釣り糸をたどっていき、木の幹の裏に隠された仕掛けを探り当あて、どうすればバケツを落とさずに仕掛けを外すことができるか考えはじめた。

　――このロープを外すとバケツが落ちるから……。誰も来ないうちにバケツをこぼしちゃうことにするか……。

　そう考えて枝と石の錘おもりを組み合わせた仕掛けを外そうとしたときだった。

「何をしているんだ？　そんなところでこそこそと」

　声が聞こえてきた。

「うわ、ちょっと動かないで！」

　阿九斗は慌あわてて叫さけぶ。

　やってきたのは服はつ部とり絢じゆん子こだった。クラスの委員長であり、阿九斗とは浅からぬ因いん縁ねんのある少女だ。凛り々りしい雰ふん囲い気きと竹を割ったような性格で、仲間からの人望も厚いが、その実、かなりのうっかり者であることは阿九斗だけが知っている。

　そして、そんなうっかり者の絢子がその場にやってきたということは……。

「動かないで、とは何だ。貴様、こっそりと何をやっている！」

　絢子は大おお股またで歩きはじめた。

「だから、駄目だって！」

　阿九斗が止めるが、絢子はさらに歩ほ幅はばを広げた。

「怪あやしい態度だな！　何を隠して……っと……！」

　絢子が足に釣り糸をひっかけてつまずく。

「あっ……！」

　阿九斗は慌ててバケツを支えているロープを握ろうとする。

　しかし、絢子が足を引っかけたことで外れた石の錘の落下速度が思ったよりも速い。ロープは阿九斗の手をすり抜ぬける。

「うわっ！」

　絢子は転びそうになるが、バランスをとってその場に踏ふみとどまる。

　それがいけなかった。

　絢子の全身にバケツの中身がぶちまけられる。

「ぶっ……！　貴様！　何だ、これは……！」

　顔を起こし、濡ぬれた髪かみを振ふるって水分を飛ばした絢子が文句を言いながら阿九斗に歩み寄る。

「あ、だから……」

　阿九斗はブンブンと手を振った。

　絢子はそれが何を意味しているのかわからず、前を向いたまま歩いて行く。

「誤ご魔ま化かすな！　何を子供みたいないたずらを……」

　そう怒おこりながら阿九斗を指さす。と、その前に向けた腕うでの服の袖そでが、粉になったようにぽろぽろと剥はがれ落おちはじめた。

「な、なんだ……いったい……え、え、ええぇ！」

　絢子は驚きに目を見開く。制服がすべてぼろぼろになって身体から剥がれ落ちはじめたからだ。

「ひぃいい！」

　絢子は腕で身体を覆おおってしゃがみ込む。幸い、下着はさらしと下帯で、それは溶けてしまうことはなかった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　阿九斗は急いで絢子に駆け寄より、上着を脱ぬいで彼かの女じよにかぶせた。

　絢子は上着をしっかりと握って身体に寄せ、涙目になりながらも、眼がん光こう鋭するどく阿九斗を見上げた。

「き、貴様……子供っぽい仕掛けと思ったが、なんと悪あく辣らつな……。まさか私を脱がすためだけにこんな周しゆう到とうな……」

「いや、これは君を脱がそうってしているわけじゃなく……」

「そうか、私でなく通りかかった誰かを脱がすための罠か……。わ、私の裸はだかを見たいという理由なら、まだ許しもしたが……」

　絢子は唇くちびるをかみしめて立ち上がった。阿九斗の上着に袖を通して身体を隠すと、手にマナの光を宿らせる。

「ちょ、だから、それも違うって……」

「どこが違うと言うんだ。力を封ふうじられてふぬけた一いつ般ぱん生徒のごとくにいたずらをしたくなったというわけだろうが！」

「いや、そういうことでもない……んだけどな」

「幸い、今の貴様なら私でも仕置きできる。それに少々のことでは死なないこともわかっているしな……」

　絢子は凶きよう暴ぼうな顔で阿九斗に迫せまる。

　一般の生徒たちは事情をよくは知らないため誤解しているが、さすがに今の阿九斗には覚かく醒せい後のような無む茶ちやな力はない。身体だけは頑がん丈じようのようだが、マナの制せい御ぎよも不完全なままだ。つまり、殴なぐられれば痛い。

「いや、だからね……」

　阿九斗はじりじりと後ろに下がる。

「逃げるのが反省していない証しよう拠こ！　覚かく悟ごしろ！」
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　絢子はマナ球を撃うち込む。阿九斗はそれをかわして走り出す。

「うわっと！」

「ええい、そこに直れ！」

「止まったら殴るだろ！」

「当たり前だ！」

　怒ど鳴なりながら走り回る絢子と阿九斗である。

　と、その騒さわぎを聞きつけたのは、食堂での騒ぎのきっかけとなっておきながら、面めん倒どうになってくると真っ先に逃げ出した不二子であった。静かな校舎裏の庭で、学外で買ってきたパスタ弁当を食べていたところだ。

「あら？　何の騒ぎですの？」

　ベンチに座すわっていた不二子は顔をあげ、阿九斗が絢子に追い回されていることに気づくと、慌てて立ち上がった。

「ちょっと！　何をなさっているの！」

　不二子は怒鳴ると、絢子を追いかけて走り出す。

「先せん輩ぱいといえど、この仕置きを止めさせはしません！」

　絢子は追いかけてきた不二子を振り返かえりつつ叫ぶ。

「事情はわかりませんが、阿九斗様には絶対服従！　それがわたくしたちのあるべき姿でしょうに！」

　不二子も怒鳴り返す。

「何ですか、わたくしたちって！　いつから仲間になったと！」

「違いますわ！　全人類が阿九斗様に服従すべきということですわ！」

「そんな無茶な！」

　絢子と不二子は怒鳴り合いつつも走るのは止めない。

「どっちにしろ、追いかけないでくれよ！」

　阿九斗も後方を見て叫ぶ。が、また顔を正面に戻もどした。そして、そこで見たものに驚いて足を止める。

「うわ！　ちょっと待った！　危ない！」

　阿九斗が見たのは、物もの陰かげから走って逃げていく望の姿だった。それは、この近くに罠わなが仕し掛かけられていることを意味する。

「危ない？　そんなことで誤魔化されるか！」

　絢子が阿九斗を襲おそうべく跳とび上あがる。

「お待ちなさい！」

　それを阻そ止しすべく不二子が前に出る。

　と……。

　不二子が足下の何かにつまずいて、ぺたり、と転んだ。

「あ……！」

「え……？」

　阿九斗と絢子は、俯うつぶせに倒たおれた不二子を見て動きを止める。

　だばぁ、と、倒れた不二子の上に液体が降ふり注ぐ。

「ちょっと、これは何ですの……？」

　不二子は立ち上がる。

　その身体から、はらはらと服が溶け落ちていく。それに気づかず、不二子は惜おしげもなく見事な下着姿をさらして仁に王おう立ちに。

「ああ……」

　阿九斗は顔を片手で覆った。

「先輩！」

　絢子は慌てて手を振る。

「な、何ですの……って、あら？　ひゃ、ひゃあああ！」

　不二子は自らの身体を腕で覆い、顔を赤らめて阿九斗を見た。

「わたくしの裸をご覧になりたいのなら、おっしゃってくださればいつでも……って、今は、そんな雰囲気じゃありません……わね！」

　途と中ちゆうで口調を変えた不二子は、絢子が着ている阿九斗の上着をいきなりひっぺがした。

「う、うわっ！　ひゃ！　……せ、先輩、何を……！」

　絢子が身体を覆ってしゃがみ込む。

「おほほほほ！　どうしてあなたが阿九斗様の上着を着ているのかと思えば、そういうわけでしたのね。阿九斗様の上着はあなたにはもったいなくてよ！」

　不二子は上着を羽織って、その襟えりにいとおしげに頬ほおをこすりつけた。

「……せ、先輩といえど、この仕打ちは……」

　絢子は歯がみしつつ不二子をにらむが、しゃがんだまま動くことができない。

「なんと言ったらいいか、その……」

　阿九斗は今度は自らのシャツを脱いで絢子にかける。

「あーっ！　なにかそちらのがうらやましいような……」

　不二子は、シャツに袖を通してボタンを止める絢子を見下ろしてつぶやく。

　絢子は顔を赤らめた。

「なっ……何を馬ば鹿かなことを……。こんな汗あせの染しみたシャツ……」

「それをご褒ほう美びと言うのでしょうに！」

　不二子は目を輝かがやかせた。

「いや……。その、言い争いはともかく、僕ぼくがやったんじゃないってことはわかってもらえたかと思うんだけど……」

　阿九斗が口を挟はさむ。

「確かに妙みようなのが逃げたのは見えたような……」

　絢子がばつが悪そうに目をそらす。

「つまり、この馬鹿な仕掛けを考えた誰かがいるということですわね」

　不二子が言い、周囲を見回して、軽く目を見開く。

「あら？」

「どうしたんです？」

　阿九斗は聞き返したが、返事を待つ必要はなかった。かなりの数の生徒たちが遠巻きにこちらを眺ながめていたことに、すぐに気づいたからだ。

「なんだ、露ろ出しゆつプレイか……？」

「ああ、また不二子さまが魔ま王おうにたぶらかされている……」

「いや、不二子様はいいけど、委員長は裸ワイシャツとかすごいなぁ……」

「校内でやるんだから、すごいわよねぇ……」

　ざわめきが聞こえてくる。

「人が集まってきてしまいましたわね。まぁ、見せつけてあげるのもよろしいかと思いますけれども」

　余よ裕ゆうのある不二子に対して、絢子は一気に色を失った。

「うわ、うわ、うわ！　何だ、貴様！　私にこんな屈くつ辱じよくを与あたえて……！」

「だから、僕じゃないって」

　阿九斗は苦情を言うが、絢子は恥はずかしさからか、まともに取り合おうとはしない。

「うるさい！　貴様が悪いに決まっているだろうが！　ええい、もういい、とりあえず貴様を仕置きしてから考える！」

　絢子はついにどこからか取り出した刀を抜いて阿九斗に向かって突とつ進しんを開始する。

「だから、ちょっと考えようよ！」

　阿九斗は追われて仕方なく走り出す。

「こら！　だから、阿九斗様を襲うのはおよしなさいと！」

　不二子もまた絢子を追って走り出した。

「ああ、こりゃあ、ますますあの子を見つけないと……」

　阿九斗はぼやく。そして逃にげつつ望を捜さがさんと首を巡めぐらせ、ぎょっとした。

「女の子に恥はじをかかせるなんて許せない！」

「でも魔王が怒ったらどうするの？」

「この状況なら実力行使なんかできないでしょ。取り囲んで二度と立ち直れなくなるような悪口を言ってやりましょ！」

「なんか面おも白しろくなってきたな」

「いや、エロいもの見られるかもしれないぞ」

「というか、委員長の裸ワイシャツをもっと見ないと」

「そういうのやめろって言ってるでしょ、男子！」

　口々に騒ぎ、さらには内輪もめまでしながら、かなりの生徒たちが大移動を行っている。その先頭はもちろん阿九斗だ。ついてくる生徒たちの大半は事情を把は握あくしていないどころか、みんながそちらに行くからついて行こうという者までいる。

「うわ、なんだこりゃ！」

　阿九斗は声をあげ、さらに必死になって望を捜しはじめた。
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　――ああっ！　またも無意識にやってしまったですよ！

　望は頭を抱かかえた。

　阿九斗、絢子、不二子の三人が追ってきて逃げていく最中の公開である。まさに不二子を脱がした装置を無意識に仕掛けてしまったのだ。

「どうしてこんな恐おそろしいことを……」

　望は、後悔しつつもふらふらと逃げていく。と、しばらく行ったところで、異変に気づいた。地鳴りのような音がするのだ。

「な、なんですか？」

　望は周囲に目を配る。遠くに砂すな埃ぼこりがあがっていることに気づいた。

　――な、な、な……。こんなことになるなんて、聞いてませんよ？

　段々と近づいてくる砂埃。それが百人を超こえる生徒たちの暴走だと気づいた望は、恐きよう怖ふから完全に正気を失った。

「きぃいぃいぃいぃいやぁあぁあぁあ！」

　目玉をぐるぐると回転させ、望は当然のように間ま違ちがった、そして、凄すさまじい結論を導き出した。

　――こ、これは、あれをやるしかないですよ？　もう誰にも止められないんですよ？




○




「なんでこんな辱はずかしめを受けなくてはならん！」

「それを快感に変えてこそ一流の女でしょうに！」

　絢子と不二子がわめく。

「どうでもいいけど、二人とも追いかけるのをやめ……るわけにいかないよなぁ……」

　阿九斗はぼやく。

　後方からは生徒たちが押し寄せてくる。止まれば、その波に巻き込まれそうだ。

　――ともかく、あの小さいメイドを見つけないと……。あ！

　そのとき、視界に望の姿が見えた。阿九斗はそちらに進路を変える。どうやら体育館に向かっているらしい。

　――捕つかまえて、事情を説明してもらえばなんとか……。

　望はどうやら体育館に入ったようだ。出口は複数あるが、見つかりにくいところにある。うまくいけば追おい詰つめることができるだろう。

「なんとかなるかも……」

　阿九斗は体育館に飛び込む。その時、体育館一番奥おくの舞ぶ台たいに望がよじ登っているのが見えた。

「ちょっと待って……！」

　阿九斗は望に向かって声をかけたが、望は逃げるように舞台の袖から奥にすたすたと引っ込んでいく。

「ああ、もう……」

　追いかけて奥へと行く阿九斗だが、背後からもちろん絢子、不二子が入ってくる。そして、その背後の生徒たちも当然のように。

「うわっ、体育館に押し込められることになっちゃうけど……。あの子も逃げ場ばのない方に行っているから大丈夫か……」

　阿九斗はつぶやく。望の後を追って舞台へと駆け上がる。そこで上を見上げ、舞ぶ台たい裏うらの二階、体育館の照明や緞どん帳ちようを操作するコントロールパネルの前に望が立っているのを見つけた。

「あ！　おーい、怖こわがらないで！　危害は加えないから」

　そう呼びかけたが、振り返った望の目には、完かん璧ぺきな渦うず巻まき印が浮うき上がっていた。

「嘘うそだ！　ウチをつかまえて、あんなことや、こんなことをするつもりですよね？　ええ、ウチにはもうわかっていますとも。そうに決まっているんですよ？」

「そうじゃないから！」

「そうじゃないなら、この人数はなんですか？」

　望は後ろを指さした。

　阿九斗が振り返ると、体育館にぎっしりと生徒たちが詰まっている。

「うわ、だから、これは成り行きで……」

　阿九斗は弁解するが、望は首を横に振った。

「成り行きでこうなったとしても、もう逃げられないじゃないですか！　そうですよ。だから、こうするしかないんですよ？」

　望は、コントロールパネルに手をかけた。

「こうする？　何を？」

　阿九斗は慌てて聞くが、望は、ふん、とばかりにコントロールパネルを叩いた。

「こうするですよ！」

　と、阿九斗の後方、つまり体育館全体に雨が降り始めた。ざぁああ、という音とともに冷たい水が落ちてくる。

「雨……じゃないな。スプリンクラー？」

　その阿九斗の言葉通り、天てん井じようではスプリンクラーが作動していた。体育館全体にまんべんなく水が降り注いでいる。

「冷たっ！」

「なんだよ、まったく……」

「こんなことで逃げられると思ってるのかよ……」

　と、生徒たちが騒ぎはじめた。それも当然だ。今、体育館いっぱいに生徒たちが押おしかけている状態なのだから。

「……水を落とすって、まさか！」

　阿九斗は、はっとして望を見上げた。

　望は完全に混乱して、叫んでいた。

「だから、こうするしかないって言ったですよ！」

　体育館にぎっしりと押し寄せた生徒たちの怒ど号ごうが、やがて悲鳴に変わりはじめた。

「ひゃぁあああああああああああああ！」

「きゃああああああああああああああ！」

「うわあぁああああああああああああ！」

「いやぁあああああああああああああ！」

　男女入り交じった絶ぜつ叫きようが体育館全体を揺ゆらす。今、体育館全体が肌はだ色いろに染まりはじめていた。

　誰もが全ぜん裸ら、あるいは下着姿だ。つまり全員が少なくとも制服は失っている。

　女子は近くの男子を吹ふき飛とばすべく魔ま法ほうを使いはじめ、男子は逃げ出すべく飛び上がろうとするが、狭い場所で一いつ斉せいに魔ま術じゆつが使われたため、マナ不足に陥おちいり、壁かべにぶつかるわ、転ぶわ、近くの者ともつれあって下着まで脱がされるわという地じ獄ごく絵図が展開しはじめた。

「こりゃあ……ひどい」

　阿九斗は舞台上から下を見てつぶやく。

「そういえば、昔の画家が描えがいた地獄ってこんな感じでしたわね」

　やはり舞台上にいたことで難を逃のがれた不二子が他ひ人と事ごととばかりに言った。

「ここに来て事情はわかったが……。どうするつもりだ？」

　絢子は阿九斗と望を交こう互ごに見つつ、阿九斗に問いかける。

　阿九斗は困り果てて望を見上げた。

「事情を説明すれば……」

　望は逃げ場を失って震ふるえていた。まだ混乱しているのか、正気に戻ったのかはさっぱりわからないが、少なくとも、そこにいたのは一人の哀あわれな怯おびえた女の子であり、その身体の小ささと相まって、あまりに痛々しく見えた。

「……いや、彼女に事情を説明してもらうってのは、ちょっとな」

　阿九斗は静かにつぶやいた。そして、おそるおそる下を見る。裸の男女たちは「みんなで脱げば恥ずかしくない」ということに気づいたらしく、羞しゆう恥ち心しんが理由で争あらそうのをやめ、全員が壇だん上じようの阿九斗に恨うらみの目を向けていた。真っ赤な野や獣じゆうの目が人数分、暗い肌色を背景に爛らん々らんと輝いている。

「それなら、どう収拾する？」

　絢子は自分もどうしていいかわからぬ、というように阿九斗に聞いた。

「そりゃあ……」

　阿九斗は、「仕方ない」とでも言いたげな暗さを目に浮かべた。

「……僕が悪いことにするさ」

　そうつぶやいて、前に出る。

「おい」

　絢子はそれを引き留めるように言ったが、現状ではどうすることもできない。

　と、そこに不二子が割って入る。

「わたくしと阿九斗様が、ここでむつみあえば、誰だれも手を出せなくなりますが……」

「それは勘かん弁べんしてください」

　阿九斗は即そく座ざに却きやつ下かしたが、黙だまって殴られる以外の選せん択たく肢しが結局のところ見つからない。全校生徒を相手にして怪け我がをさせずに済ませるほどの強さは今はない。

「ま、覚悟は決めた。身体だけは丈じよう夫ぶだからね」

　そう軽く言って、猛たけり狂くるう生徒たちの前に立った。

　生徒たちは今にも飛びかからんばかりの勢いで舞台に殺さつ到とうしてくる。

　彼かれらを怯えさせぬよう、阿九斗は身構えることをこらえて目を閉じた。

　そのとき声が響ひびいてきた。

「待ちなさい！」

　怒号の飛び交かう体育館にあってなお響き渡わたるほどの声だった。

　全員が動きを止め、声の方向を見やる。それは上方からだった。天井近くの窓から、ゆっくりと舞まい降おりてくるけーなの姿があった。手には拡声器スピーカーを持ち、背中にはころねを乗せている。窓から差し込む光が逆光となって、どういうわけか妙に神こう々ごうしい姿だ。

「けーな……」

　目を開けた阿九斗がつぶやく。

　生徒たちも動きを止めてざわめきはじめた。

「今回のこと、お詫わびします。あたしが管理を怠おこたったばかりに」

　けーなは口を開く。

「あたしはここで、ご迷めい惑わくをお詫びします。制服も正式に新しいものを差し上げます」

　よどみなく続けるけーなである。生徒たちはその言葉を素す直なおに聞いていた。

　が、阿九斗だけは、けーなの視線が時折ころねの手の中に向くのに気づいていた。カンペを読んでいるのだ。

「しかし、それだけではお詫びになりません。あたしは、ここで魔王に処しよ罰ばつを与えたいと思います！」

　けーなは力強く断言した。

　生徒たちがざわめく。

「え？　処罰？」

　阿九斗もそれには驚おどろく。けーなは阿九斗の力を制御しているらしいが、そんな能力があるとは聞いていなかったからだ。

　すると、けーなは阿九斗の前に降り立つ。

　そして、珍めずらしく怒った顔で阿九斗を見上げた。

「あーちゃん！」

「は、はい……」

　これには阿九斗も口ごもる。

「あーちゃん！　あーちゃんのせいでご飯硬くなっちゃったんだからね！」

　けーなは、阿九斗をびしっと指さしながらしかりつける。

「え？　ご飯……？　硬く……？」

　阿九斗が戸と惑まどっていると、けーなはころねを呼びつけた。

　ころねは、するり、と近寄ってくると、ポシェットから、ずん、と巨きよ大だいなポリバケツを取り出だした。ゴミを捨てるのに使うそれだ。

「食堂で炊たいたご飯が余りました。このままでは捨てなくてはなりません」

　ころねは無表情に言い放った。

「あーちゃんが無理に炊かせたんだからね！　もう乾かわいて硬くなっちゃってるけど、罰ばつとして食べてもらいます！」

　けーなはポリバケツの蓋ふたを開ける。そこには、乾かん燥そうしたご飯がぎっしりと詰まっていた。

「え……ちょっと……」

　さすがの阿九斗も、これには後ずさった。

　ころねがご飯にしゃもじを突っ込む。かちり、と音がした。

「乾いてる！」

　阿九斗は悲鳴をあげた。

「だから、乾いているって言ったでしょ！　さぁ、もったいないから残しちゃ駄だ目めだからね！」

　けーなはころねの手からしゃもじを受け取ると、阿九斗を押さえつけ、その口に乾いてかちかちになったご飯を詰めはじめた。

「や……やめ……もがっ！　硬い……歯が……！」

「大丈夫！　我が慢まんすれば食べられます！　あたしはこのくらいの量なら頑がん張ばれば食べられるもん！　だから、硬いのだけ我慢すれば問題ありません！」

　むちゃくちゃなことをけーなは言った。そして、倒れた阿九斗に馬乗りになって、ひたすらに阿九斗の口にご飯を詰める。

「硬くなったご飯を……」

「蒸しなおさずに食べるのか……」

「あの量……」

「なんか馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきた……」

「ああ……帰るか……」

　いきりたっていた生徒たちも、これには完全に毒気を抜かれてしまっていた。呆ぼう然ぜんとして、無む理り矢や理り乾かわいた米を飲み下す阿九斗を眺めている。

　その隙すきに、ころねが生徒たちの前に出てポシェットを開けた。

「さぁ、並んでください。サイズとタイプをおっしゃってくだされば制服を支給いたしますよ……」

　生徒たちはおとなしく列を作りはじめた。

　こうしてただ一人の多大な犠ぎ牲せいを払はらって一連の騒そう動どうは幕を閉じたのだった。
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　そして、今、阿九斗は一人、自室のベッドで横になっていた。どうやってあれを消化吸収できたのか自分でもわからないが、ともかく最大サイズのポリバケツ一杯ぱい分の米はすべて阿九斗の腹の中に消えた。代だい償しようは殴なぐられるよりもつらい腹痛。

「ああ……平へい穏おんな生活が遠い……」

　阿九斗は天井を見上げて嘆なげく。

　と、その視界にころねの顔が割り込んできた。ベッドに転がる阿九斗を上から見下ろしている。

「何だい？」

　阿九斗が聞くと、即そく答とうながら、歯切れの悪いことをころねは言う。

「いえ、怒おこってはいないのかと」

「怒って？」

　阿九斗が聞き返すと、ころねは珍しく回答までに間を開けた。

「……誰がこのような事態を招いたかをあなたはご存じのはずです。様々な偶ぐう然ぜんが重なったとはいえ」

「ああ……」

　阿九斗は軽く息を吐はき出して、首を振ふった。

「……そのことなら、あの子が悪いんだろうさ。それに、僕が怒っているかどうかとは別問題だ。嘆いてはいるけど」

「それならば、埋うめ合あわせをしたいのですが」

「埋め合わせ？」

「はい。あなたを慰なぐさめられないかと」

「……また、からかっているんじゃないだろうね？」

「信用してくれませんか？」

　無表情でころねは言った。

　が、その声はひどく切なげに響いた。

「い、いや……そんなことはないけど」

　阿九斗はしどろもどろになる。

「良かったです」

　ころねは、阿九斗に向かって優やさしく微ほほ笑えんだ。記き憶おくが確かならば、笑え顔がおを見たのは二回目だった。

　そして、ころねは、腰こしを曲げて阿九斗の上にかがみ込む。

「っと……。からかっているんじゃなければ、いやらしいことをしようなんてしないでくれよ」

　口ごもりながら阿九斗は言った。

「大だい丈じよう夫ぶです。あなたが望む通りにしようと思っていますので。ただ、あなたを慰めたいのです。幸い、自分は人間に不快感を与えない外見に作られていますので、添そい寝ねしてラブソングなど歌いましょう」

　ころねは阿九斗のベッドに滑すべり込み、するりと阿九斗の腕うでの中に収まった。

「……っと、こら」

「駄目ですか？」

　上うわ目め遣づかいで阿九斗を見るころねである。

　その希少な宝石のような輝きを目にして、阿九斗は思わずころねの肩かたに手を回していた。

「その……駄目……じゃないけど……」

「勃ぼつ起きしました？」

「え？」

「いえ、勃起しましたか？　と」

　そう言われて思わずころねの顔を見返した阿九斗である。

　ころねは無表情で阿九斗を見ていた。

「……また騙だましたね」

　阿九斗が言うと、ころねはにやり、と口くちの端はをつり上げた。

「世の女じよ性せい陣じんにはこうして男を騙すべきだとお伝えしておきましょう。さて、それでは勃起の確かく認にんを」

「しなくていい！」

　阿九斗は伸のびてきた手を払いのけて怒ど鳴なる。

　ころねは横に寝たまま、今度はいつもの調子で口を開いた。

「それでは、またからかっても怒りませんか？」

　阿九斗はその顔を見返し、今度は妙に芝しば居いがかった調子がないのを確認すると、仕方ない、というように息を吐き出した。

「実害がなくて、けーなの得になるように計算してのことならね。でも、ほどほどにしておいておくれよ」

「では、そのように」

　ころねはうなずいた。

「ああ……」

　阿九斗はそう言って目を閉じた。

「あの……」

「ん？」

　ころねの呼びかけに阿九斗は目を開く。

「そう言った割にはベッドから追い出さないんですね」
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　ころねはいたずらっぽく言った。

「おなかが痛いからすぐに寝ようと思ってたんだよ！」

「そういう言い訳も男性はするものと記録しておきます。さて、陛下がいらっしゃったならまたカピカピになったご飯を食べさせられかねません。自分はやはり棚たなに戻ります」

　ころねはベッドから立ち上がる。

「ああ。そういえば、けーなはあの後見ないけど」

「自らポリバケツを食堂に戻しに行かれましたが……どうしたのでしょうね？」




○




「うへぇぇえん、ねばねばして取れないよぅ！　助けて、あーちゃん、ころねちゃん！」

　けーなは悲鳴をあげていた。

　校舎の二階の壁に貼はられたとりもちにひっかかって。

「バナナの皮で転んだときに見つけたお米の特売セールに行きたかっただけなのに、お米の袋ふくろを取ったら、上から金だらいが落ちてきて、ふらふらしてたらトランポリンで打ち上げられてここにくっついちゃったよう！」

　けーなは泣いた。

　しかし、罠をしかけた望は、その頃ころには用務員室の布ふ団とんにもぐって、ぶるぶると震えていた。

「おっかねぇ！　この学園はおっかねぇですよ！」

　結局、けーなが助けられたのは、一時間ほど後のことだったという。







２　こぴー人間を作ったら？







　暗い室内。そこは奇き妙みような機材に埋め尽つくされていた。光を放つパネルに、グラフの浮き出でたモニター。冷れい却きやくファンのうなる音が途と切ぎれることなく響いている。

　その部屋の中央で、自由稼か働どうアームの先せん端たんにつけられた電動のドライバーを操あやつっているのは、一人の少女だった。外見に無む頓とん着ちやくなのか、適当な白衣をひっかけた姿に、整えられていないショートカット。ゴーグルを額に乗っけた顔は、頬ほおに油をこすった跡あとがある。

　木き多た淑よし恵え。それが彼かの女じよの名だ。仮想異空間研究の才能があったことで陰いん謀ぼうに巻き込まれ、紆う余よ曲きよく折せつあって魔王戦争で阿あ九く斗との側につくことになってしまった少女である。今は公務員に復帰しているが、自分の趣しゆ味みの発明に没ぼつ頭とうする時間の方を多く取っているため、平日でもこうして『コンスタン魔術学院』の倉庫を借りて作業をしているという次し第だいだった。

「くくく……ついに完成したよ」

　にやにやしながら淑恵は顔をあげた。

　彼女の前には、人形が横たわっていた。

『人形』というのは、高級な人工知能が備わっていない人造人間のことである。単純作業に使われることが多く、人間に似せた外見を持っていないことが多い。この人形も、表面がつるりとしてほとんど凹おう凸とつがなく、まるでデッサン人形か、これから肉付けする素そ体たいのようにしか見えない。それが大型の作業台に横たわっているのである。

　淑恵は人形の顔中央、鼻の位置にある丸いスイッチを指で押そうとしてためらった。

「むぅん。この発明が産み出したものは、果たして神か悪あく魔まか……。漆しつ黒こくの闇やみから忌いむべき存在を呼よび戻もどすがごとき業になってはいまいか……」

　回りくどい言い方をするのは彼女の癖くせである。というか、率そつ直ちよくに言えば彼女は重度のゲームマニアなのだ。

「お館やかた様、相変わらずの恥はずかしい言こと葉ば遣づかいでござるな」

　不意に淑恵の背後から声がした。

　室内に入ってきたのは、小さな人造人間である。

　淑恵に言った言葉の割には、自身も妙な言葉遣いである。外見も妙なものだ。侍さむらい風の服装。小こ柄がらな身体の足にまで届くような長いポニーテール。身長の二倍もあるような刀を背せ負おっている。

　彼女は、けいす。最初の魔王を封ふう印いんするために作られた人造人間なのだが、現在ではその役目を終えてしまっており、淑恵の手伝いをして日々を過ごしている。

「んー。何しに来たの？」

　淑恵が振り返かえる。

「何しに来たの、ではござらん。お館様がお呼びになったのです。お客人を」

　けいすは言うと、後方を指さした。

「あ、そうだった」

　淑恵は洗せん浄じよう液えきを床ゆかから取り上げて手にスプレーし、ハンドタオルでそれをぬぐいつつ、脇わきにあった椅い子すを足で向こうに押し出して来客にすすめた。

「忙いそがしいみたいだね」

　入ってきたのは阿九斗だった。古い男友達に接している時のように滑ってきた椅子にひょいと腰こし掛かける。淑恵の性格が女っぽくないせいか、浮うき世よ離ばなれしている会話を好む性格が似ているせいか、阿九斗は淑恵にはそれほど遠えん慮りよがない。

「いや、忙しかったけれど、今、終わったところだよ」

　淑恵は阿九斗の脇に立ってテーブルに肘ひじをつく。

「その人形？　いや、人造人間なのかい？」

　阿九斗が作業台にあごを振った。

「人形だよ。だが、ちょっとばかりやばい奴やつでねぇ」

　淑恵は自じ慢まんげににやりとした。

「やばい？　違い法ほうなのかい？」

「法に定められていないものは違法とは言えまいねぇ。つまり、現行法で定められるようなレベルのものじゃないってことだよ」

　自信ありげに淑恵は言った。

「それでも危険なものには違ちがいないんだね？」

　阿九斗が聞くと、淑恵はうなずいた。

「だから君を呼んだんだよ。いや、爆ばく発はつとか、暴れ出す危険があるとかそういうことじゃない。意見が聞きたくてね」

「意見？」

「うん。つまり、こいつは、人格をコピーする人形なんだよ」

　淑恵は親指で、つるりとした表面の人形を指さした。

「人格をコピーする？　それは死し霊りよう術のようなものかい？」

　阿九斗は驚きに目を見開きつつ聞いた。

「死霊術では神に保存されたデータログが参照されるけど、こっちは仮想異空間に人格をコピーするとこが違うんだよ」

　淑恵が言うと、阿九斗は面おも白しろそうに身を乗り出した。

「そうか。仮想異空間に送り込まれている間にも、こちら側に肉体が残っている場合があったね」

「そう。そこを応用して人格をコピーするロボットを作ってみた。元々は、人間の魂たましい　ってものがどこにあるのか、ってのを考えてみたかったんだよねぇ」

「それをやってみた結果、完成してしまったということは、魂は実体として存在し、しかもコピー可能だってことになるのかい？」

「そう。妙みような話だよね。とはいえ、これは神々が主張する通り、やり方によっては人間は魂を別の次元に持って行って再生できることを意味するんだよ。これは君の耳には入れておきたい話だったんだ」

「どうやら憶おぼえておかなくちゃいけないみたいだね」

　阿九斗は真しん剣けんな顔でうなずいた。

「しかし、今回の本題は、これ、どうしよう？　ってことなんだよねぇ」

　淑恵は困ったように肩をすくめた。

「どうしよう、って？」

　阿九斗が聞き返すと、淑恵は作業台の前に戻り、阿九斗を手招きした。

「ま、近くで見てみてよ」

「体格が少し大きめだけど」

　阿九斗は作業台に寝ている形になっている人形を上から見下ろす。

　淑恵は人形の上に手をかざして口を開く。

「いや、作ったのはいいんだけど、これ、悪用できまくりじゃん？　とか思ってさぁ。これ、つるっとした外見なのは、鼻を押すと、押した人の外見になるように作ってあるんだ。服はつ部とり君がよくやる分身のように、マナを凝ぎよう固こさせて表面を覆おおう」

「それじゃあ、同じ人が二人に……？　なんか妙なことになりそうだけど」

「うん。だから、人格はコピーするが、安全弁のようなものは施ほどこしてあるよ。自分が偽にせ物ものであることを認にん識しきするようにして、さらに人間に危害は加えないようになっているんだ」

「興味はあるな。でも、悪用できる限りは、一回の実験後に壊こわしてしまうべきだね」

　阿九斗は腕を組みながら言った。

　淑恵もうなずいた。

「まぁ、君ならそう言うとは思っていたよ。ちょっとした後あと押おしが欲ほしかったんだ。それとデータが欲しいと思ってね」

「データ？」

　阿九斗が聞き返すと、淑恵は、ひょい、と阿九斗の手を取り、その手で人形の鼻を押させた。

「ちょっと……！」

　阿九斗は驚いて声をあげた。

　ぶぅん、と低いうなりが人形からあがる。その表面が光りはじめ、マナが凝ぎよう結けつしていくことがわかる。

「ごめんごめん。君で試ためしてみようと思ったんだ。大だい丈じよう夫ぶ。あまり大変なことにはならないから」

　淑恵は阿九斗に手を合わせて謝あやまった。

「いや、大丈夫って……ホント？」

　阿九斗は心配そうに人形を見下ろす。

「ホント、ホント」

　淑恵は無責任に手を振る。

　と、マナの凝結が終わり、光が消える。

　作業台には、阿九斗とまったく同じ姿をした存在が横たわっていた。

「うわ」

　阿九斗がぎょっとして声をあげる。

「そうやって驚かれると、自分のこととは言え傷つくな」

　作業台の阿九斗は半身を起こしながら言った。

「いかにも僕ぼくが言いそうなことだ」

　阿九斗は目を見開く。

「そりゃ、僕は僕の似姿だからね。自覚はしているけれど、偽物ってのは気分のいいものじゃない。実験なら実験でいいけど、僕に役割が与あたえられないなら、早いところコピーを消してしまって欲しいな。別段、僕は僕と話していたくはない」

　作業台の阿九斗が言った。

「それは同感だ。意見が合うのは当然みたいだけど」

「そういうこと。データ採取には何分くらいあればいいんだい？」

　二人の阿九斗は言った。

　淑恵は笑いながら応じる。

「一時間くらい雑談できればいいかな。それにしても、やっぱり同じ性格が二人揃そろうと面白いよねぇ」

「僕は面白くないさ」

「もちろん、僕も面白くない」

「さて、会話ってのは、僕同士でしゃべらなくて済むと嬉うれしいんだけど」

「そうだね。僕も僕よりは、君としゃべっている方がいい。それほどゆっくり話をする機会がなかったからね」

「今後の僕の振るまい方についての示し唆さが欲しいな。けーなは自由すぎるから」

　二人の阿九斗は言った。

「役割を分担するというか、呼吸を合わせて話すことをもう学習したみたいだねぇ。でも、それを私は一人で相手するんだよ？　会話としては一対一だけど、忙しいなぁ」

　淑恵は笑った。




○




「こ、こいつは面白いことを聞いたですよ……」

　倉庫の戸口でうごめく黒い影かげ。

　それは、生まれながらの用務員こと望のぞみだった。小さい身体をメイド服に包つつみ、おでこをきらりと光らせて倉庫の中をのぞき込んでいる。
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　用務員の仕事の最中、立ち聞きをしてしまったのだ。そして、望はついつい中を見てしまい、阿九斗が二人になったのを目もく撃げきしている。

「前後の会話からすると、あのボタンを押した人に化けるということですよ？」

　そして、望はまたも脳内で妙な計算をはじめた。今回は、それほど飛ひ躍やくした結論は出なかったが、それでも十分に自分勝手な計画を立てる。

「そうだ！　あの人形をちょっと借りて、皇こう帝ていのコピーを作ってウチの言うことを聞かせるですよ！　そして、皇帝になる……なんと完璧な！」

　そして、望は用務員の才能を遺い憾かんなく発揮しはじめた。素す早ばやく倉庫の外側のコントロールパネルの位置まで走ると、倉庫内の非常ベルを鳴らし、さらに電源まで落とす。

「うわっ」

「明かりが消えた」

「異常らしいね。非常電源も入らない。外に出ようか」

　中から三人の声が聞こえた。

　望はその声を聞くと、再び戸口まで走って戻る。そして、設置の消火器をひっつかむと、戸口から三人が出てきたその瞬しゆん間かん、一気に消火液を噴ふん霧むした。

「うわっ！」

「ひゃっ！」

　周囲が白く染まり、悲鳴をあげる三人……いや、二人である。

　望は、その動じなかった一人を見み逃のがさなかった。

　――人形なら消火器に動じないってことになるですよ……！

　望にしてはすばらしい読みを発揮し、動じなかった一人の腕をつかんだ。

「こっちですよ！」

　望は人形の手を引いて走り出した。

「っと、そうなのかい？」

　人形の性格は阿九斗である。こういう場合、素直に従ってしまうのが彼だ。

　そして、望は本物の阿九斗と淑恵が追ってくるのを避さけるべく、用務員の能力を総動員した。人形阿九斗の手を引いて裏道を走っていく。望は短い期間のうちに、把は握あくしにくい学院内の構造をあっという間に憶えてしまっていたのだ。

「待て！」

「どこへ行く気だ！」

　後ろから聞こえていた阿九斗と淑恵の声がすぐに遠ざかる。生徒といえど構造を把握していない通路すらあるので、望の逃とう亡ぼうは容易だった。

「ふふふ……ここまで来れば」

　望はメンテナンス用のパネル裏にある空間に潜ひそんで、改めて人形の顔を見た。

「それで、どうしたの？」

　人形とはいえ性格も外見も完全に阿九斗である。こんな状じよう況きようで自分を連れ出した望に対しても必要以上に柔やわらかく接している。

「い、いや、そ、それがですね……」

　望はしどろもどろになった。

　当然と言えば当然だが、望は男性と会話した経験すらほとんどない。それが狭せまい空間で阿九斗と寄より添っているというのは刺し激げきが強すぎた。

「ちょ、ちょっと離はなれてもらうことはできないですか？」

「ごめん。でも、狭すぎるところに入ったのが悪いんだとは思うんだけど……。ちょっと失礼。これなら大丈夫かな」

　阿九斗は望の腰を両手でつかんでその身体をひょいと持ち上げると、阿九斗の胸よりもちょっと高いところにあるパネルの段差に腰掛けさせた。

「ひゃああ！」

　望は驚いて声をあげたが、座すわらされてみると、身体の周囲に空間ができたことでなんとなく落ち着いてしまう。が、阿九斗の顔はやたらと近い位置にあることになる。

「あ、あ、あのですね……」

　望は顔を真っ赤にして手をばたばたさせた。

　しかし、阿九斗は望を子供として可愛かわいがるような態度で、その頭に手を乗せた。

「それで、どうしてあんなことをしたの？」

「そ、それは……。って、ウチは子供じゃないですよ？　もう社会人ですよ！」

「それは失礼。お若く見えたので。いや、それも失礼だったかな」

「多分、そっちより年上です」

　望は頬をふくらませた。

「それは、改めて失礼をお詫わびしないと。では、あそこまでやったからには、それなりに理由があってのことなんですよね？」

　阿九斗は居住まいを正した。

「そ、それは……。実は、その力を使って、皇帝のコピーを作りたいんですよ」

　望は正直に言った。

　阿九斗の目つきが変わる。

「そんなことをしていいわけないでしょう」

　真ま面じ目めにそう言って、有う無むを言わさず望の肩を押おさえつけた。

「ちょ、なにするですよ？」

「何を、じゃなくて、しかるべきところに行きましょう。大体そんな……」

「ひゃ、いや！　いやぁ！　人を呼ぶですよ？」

「誤解されたくはないけど、人が来たら来たで突つき出すだけだ」

「ぎゃああ！　いやぁああ！」

　望は手足を必死になってばたつかせた。

「だから、そんなに暴れ……あ！」

　阿九斗は声をあげた。そして、動きを止める。

　鼻に望の手が命中していた。

「ひゃああぁ……って、そうか、スイッチ……」

　動かなくなった阿九斗に気づいて、望は胸をなで下ろす。

「でも、ウチがスイッチを押したってことは、どんなことに……？」




○




「まいったな、あの子はこの間の騒動の子だぞ」

　阿九斗は首を振った。

「やばい子なの？」

　淑恵が聞き返す。

「やばいと言えば、やばいだろうね。君は見ていなかっただろうけど、事件を起こしたことがあるんだ。ちょっと性格的には問題があると思うな。妄もう想そうと行動力にあふれているけど物事への対処能力が低いって感じかな」

　阿九斗は答えた。

「それはやっかいかもねぇ……」

　淑恵はうなずいて言い、それから倉庫のパネルをチェックして首を振った。

「やっぱり倉庫に異常はないねぇ。まいったよ。ってことは、人形が目当てだったわけか。確かにまともな子じゃなさそうだねぇ」

「うん。あれを悪用しようとしてるんじゃないかな。皇帝に成り代わろうとしているらしい。もしかしたら、けーなをコピーして、とか考えてるんじゃ……」

　阿九斗が言うと、淑恵は、ふぅ、と息を吐き出す。

「それなら、まずは大丈夫」

「どうして？」

「いや、そんなに簡単には悪用できるものじゃないから。人間に危害は加えないとはいえ、素直に他人の言うことをきくわけじゃない。それに皇帝の位を利用しようったって、皇帝はけーなだからねぇ。ろくなこともできないだろうさ」

「なるほど。それはそうだ。それに、今コピーしているのが僕の人格というなら、特になにかあるわけじゃなさそうだ」

　阿九斗はうなずいた。

「ふふっ。それはどうかな。君はまだ自分の性格の難なん儀ぎさを知らないと見える」

　淑恵が軽く笑うと、阿九斗は不思議そうな顔をした。

「え？」

「いや、こっちの話だよ。でも、問題は一点だけあるかな。衝しよう撃げきに弱い部分がある。スイッチを強く押すと誤動作はあるかもねぇ」

「誤動作？」

　阿九斗が聞き返すと、淑恵は心配そうな顔をしたが、すぐに首を振った。

「いや、気にするほどのことはない。通常なら、鼻を押した者をコピーするだけなんだ。しかも、前の人格は消去される。が、鼻に衝撃を与えて誤動作させると、人格が混じり合う可能性がちょっとだけあるかな。それにしたって、最悪の組み合わせ以外では、ちょっとゆがんだ人格の人間が誕生するってだけだよ」

「最悪の組み合わせ……つまり、妄想と行動力にあふれているけど物事への対処能力の低い人格と、物事への対処能力は高いけれど理性的すぎて行動しない人格、とか？」

　阿九斗のつぶやきに、淑恵は笑う。

「ああ、そうそう。そういう……」

　そして、表情を凍こおり付つかせた。

「それ、笹ささ原はら望って子と、君のことだよね？」




○




「あ、あれ……？　動かなくなったってことは、逃にげられるですよ？」

　望は、パネルの上から飛び降りようとした。と、その肩に当てられた阿九斗の手に力がこもった。

「ひゃ！」

　そう望が声をあげると、阿九斗は顔を起こして笑いかけた。

「逃げなくていい。大丈夫。もう、わかった」

「わ、わかった……？　それって何が……」

　ただならぬ気配に、望は声を震ふるわせた。

　だが、阿九斗は優しい声で望にささやきかけた。

「つまり、僕が帝てい位いを奪うばおうってことさ。僕がけーなをたぶらかせば、それでいい。僕が皇帝になろう」

「ちょ、そんな！　駄だ目めですよ？　ウチが皇帝になるために、それを……」

「僕が皇帝になれば、君がなったのと一いつ緒しよなんだよ。それに、君も悪いようにはしない。僕が帝位についたなら、側にいてもいい」

「そんな勝手なことを……」

「勝手じゃないさ。僕は君でもあるんだから」

　阿九斗は言った。

　そこで、望は何が起こっているのかを悟さとった。

「そうですか！　人格が混じって……！」

「そういうことだよ。わかったら、全部任せておいてくれればいい」

　阿九斗は望に笑いかけたが、望は首を横に振ふった。

「だ、駄目ですよ？　それじゃウチが皇帝に……」

　あくまで抵てい抗こうする望であるが、阿九斗は不意に望の口に指を押し当あてた。

「いけない子だね。少し黙だまっていてくれないと困るな」

「む、む、もが……」

　それでも望は首を横に振る。

　阿九斗はにやりとして、望の肩かたに置いていた手を首筋に滑らせた。その刺激に望は身体をぴくりとさせる。

「ひ！」

「抵抗できなくしてあげるよ、子こ猫ねこちゃん」

　阿九斗はほくそ笑えみ、望の首筋から下に指を這はわせ、顔をぐいと望に近づけた。

「うわ、ひ、ふわぁあああ……」

　望は悲鳴をあげ、全身を震わせた。
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「うん……？　倒たおれている」

　淑恵は倒れている望を見つけ、声をあげた。

「じゃあ、何かされた……。危害を加えられないんじゃなかったのかい？」

　阿九斗も驚おどろいて声をあげた。

　二人で捜そう索さくに出た結果、望を見つけたというわけだった。

「息がある」

　阿九斗は望に駆かけ寄って抱だき起おこした。

「気を失っているだけだね」

　淑恵も望の顔をのぞき込んだ。

　望は、顔を紅潮させて荒あらい息を吐はき出している。

「おい、大丈夫かい？」

　阿九斗は望の身体を揺ゆすった。

「う、うーん……」

　望は目をぱちぱちさせる。そして、阿九斗の姿を認めると、いきなり叫さけび声ごえをあげた。

「いやぁあああ！　やめて！　いや、でもやめないで！」

　望は阿九斗の身体にしがみつき、さらにはぁはぁと荒い息を吐き出だしはじめた。いきなりのことに、阿九斗は思わず身を引く。

「うわ、ちょっと、何なんだ……」

　が、望は夢中になって阿九斗に追いすがり、身体をすり寄せていく。

「うにゃあああ！　めちゃくちゃにしてぇええ！」

「うわぁああ！　勘かん弁べんしてよ！」

　阿九斗は強ごう引いんに望の身体を引きはがし、片手で首根っこをつかんでぶら下げた。そこまでやったところで、望は正気に戻ったらしい。暴れていたのが、ぱたりと止やんで恥ずかしそうな顔になる。

「はっ……。まさか、本物ですか……？」

「本物だよ。君が盗ぬすんだ人形とは違う。それで……何があったんだ？」

　阿九斗はやや聞きにくそうに言った。

　望は顔を真っ赤にして首を横に振り出した。

「な、何もなかったですよ……。そ、そうそう、いきなり首筋にチョップを打ち込まれたんですよ！」

　そう言いながらも、望は乱れたメイド服を直しはじめた。

　阿九斗は、困った顔で淑恵を振り返る。

　淑恵も顔を赤くして首を振った。

「私を見ないでくれる？　その……事情は、なんとなく把握できたからさぁ」

「いや、僕はそんなことしない……。ってことが言いたかったんだ」

　阿九斗は弁解を口に出した。

「だから、そういうこと言わないの。私だって、さすがに恥ずかしい……」

　淑恵は恥ずかしげな苦笑いを浮うかべた。が、ゴーグルを触さわって真面目な顔を作ると、望に目を向ける。

「とにかく、人形は逃げたんだよね？　まさか、彼かれ自身が皇帝に成り代わろうなんて言ってなかった？」

　すると、望は、ぎょっとした顔になる。

「ど、どうしてわかるですか？」

「やっぱり……」

　阿九斗と淑恵は顔を見合わせた。

「人格が混じり合って厄やつ介かいなことになってるな。でも、人間に危害を加えることはできないっていうんだから、大したことにはならないんじゃ……」

　阿九斗がそう希望的観測を口にすると、淑恵は即そく座ざに首を振った。

「君は自分のことだからわからないだろうけど……。女の子にこうすることで言うことを聞かせるつもりだよ」

　淑恵は言いずらそうに望を指さした。

「言うことを聞かせるって……？　え？　本当に？　そんなことができるの？」

　阿九斗は意外そうに目を見開く。

「だから……まぁ……人にも依よるけれど……。少なくとも、君を憎にくからず思っている子に迫せまったりすれば……ねぇ？　そして、厄介なことに、女の子の人格も持っているってことは、女の子が理想としているような迫り方が出来るってわけで……」

　普ふ段だんはさばさばしている淑恵も、さすがに口ごもる。

「ええと、それはつまり……。なんと言っていいやら……。それで、人形がどこに行ったかわかるかい？」

　阿九斗は望を下に降ろした。

「そ、そんなのわからないですよ！　うわぁあああああん！」

　望は、自由になると、まさに脱だつ兎とのごとくという形容が似合う速度で、即座に走り去っていく。

「あ、また逃げた……」

　阿九斗は呆あきれ顔がおで頭をかく。

「彼女のことよりも、人形を捕つかまえないと……」

　淑恵は促うながす。

「どうやって？」

「そりゃあ、君の落としやすそうな女性から当たっていくしかないんじゃない？」

「落としやすそうな、ってそんな……」

　困り果てる阿九斗に、淑恵はため息をついた。

「私が指示するとおりに動いてくれればいいよ。まずは念話で居場所を把握しよう。ええと、不ふ二じ子こ君は……」

　淑恵は自分の端たん末まつを取り出して、連れん絡らく先さきを検けん索さくしはじめた。
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　江え藤とう不二子はカフェにいて、女じよ子し寮りようの事務データを管理していたのだが、その時、生徒手帳が念話着信の光を放ちだし、目をそちらに移した。

　が、直前でその着信を打ち切る。

「先せん輩ぱい」

　そう呼びかけてきたのが阿九斗だったからである。念話の相手は淑恵だったから、どちらを優先するかは考えるまでもなかった。

「どうなさったの、阿九斗様」

　不二子はほほえみかける。

　阿九斗は、少しいたずらっぽい笑みを浮かべた。

「ちょっと二人だけで話したくて」

「あら？　阿九斗様からのお誘さそいなんて珍めずらしいですわね」

　不二子は目を輝かがやかせた。立ち上がると、カフェのカップを放置したままで阿九斗の手を取った。

　阿九斗はそれを握にぎりかえす。不二子は頬ほおを染めた。

「それじゃあ、少し歩きます？」

「いや、二人っきりになりたいんです」

「まぁ……！　それじゃあ、地下のわたくしの部屋へ……！　ねぇ、どうなさいましたの、本当。わたくし、嬉しくって！」

　不二子は阿九斗の腕うでにすがりついた。

「それが、大事な話なんですけれど」

　阿九斗は、地下の不二子の部屋に招き入れられてすぐ、そう切り出した。

「阿九斗様の話なら、わたくしにとってはすべて大事ですわ」

　不二子は阿九斗の腕にしなだれかかりながら言った。

「それは助かります。その……実は、どうやら、僕の偽物が歩き回っているようなんです」

　阿九斗は不二子に促されるままに、ベルベットのかかったソファに座る。不二子は阿九斗の肩にもたれて、その顔を見上げた。

「偽物？」

「ええ。淑恵さんが作った人形で、人格と外見をコピーする機能を持っています」

「まぁ！」

　不二子は驚きに口を開いた。

　阿九斗は真面目な顔になり、不二子を見つめ返す。

「ところが、これが機能が狂くるってしまい、危険な存在になってしまったんです。どうやら、皇帝の位を狙ねらっているらしい」

「皇帝の位を？」

　不二子はそう聞き返したが、話をまともに聞いている風ではない。阿九斗に見つめられて頬を染めている。

「ええ。けーなを利用して僕を殺し、けーなを傀かい儡らいにして権力を握るつもりらしいんです。だから、僕は先輩に僕が僕であることを証明して欲しいんです」

「証明？」

　不二子はうっとりと阿九斗を見上げている。

「そうです。ここで僕に何かアクセサリーの類たぐいでも渡わたしてください。僕が偽物と顔を合わせたとき、それを目印に、僕を本物だと証明して欲しい」

　阿九斗はそう言って、不二子の頬に手を這わせた。

　不二子は、その動きに反応して、ぴくりと背筋を震わせる。

「あん。そういうことでしたら、キスマークでもよろしくなくて？　ね、わたくし、阿九斗様になら、体中にいくらでもキスして差し上げますわ。証明をするときは、シャツを脱ぬいで全身にあるわたくしの愛の印を見せつける。最高じゃなくて？」

　不二子は、阿九斗の首筋に唇くちびるを寄せた。

「それはいいね」

　阿九斗はくすくすと笑って、不二子の頬から髪、そして頭へを手を移した。

「ね、もちろん、協力するからには、ご褒ほう美びはいただけるんでしょうね」

　不二子はくすぐったそうに首をすくめ、それから阿九斗の正面に顔を持っていく。

「それはもちろん。今だって、キスしてあげようとは思ってるさ。それ以上は、僕が偽にせ物ものを潰つぶしてしまった後で……」

　阿九斗は不二子の頭に回した手を引き寄せ、不二子に唇を寄せた。

　が……。

「あら？　それがご褒美になるはずがないじゃない。わたくし、キスは阿九斗様になら、と申しましたのよ。偽物にはキスなんてしませんもの」

　不二子は意地悪く笑って、人形の阿九斗の身体を引きはがした。

　人形の阿九斗は、戸と惑まどった顔になる。

「そんな……僕が偽物だなんて……」

「あら？　すぐわかりましてよ。愛の問題ですわ」

「愛……？」

　不二子は余よ裕ゆうある態度で腕を組み、人形の阿九斗をさげすみの目で見み据すえる。

「簡単に言えば、わかるんですのよ。だって、どこか違いますもの。別の人が混じっているみたい。気の弱い女の子が考えた理想の男の子みたいな臭においがしますわ」

「くっ……」

　人形の阿九斗は唇を噛かむ。

「先さき程ほどの話からするに、あなたが皇帝の位を狙っていることについてだけは本当のことを言っていたのでしょう？　そんなことをしようとするからには、あなたは他の多くの人造人間と同じように、人間を傷つけることができない。違って？」

　不二子が挑ちよう発はつするように言うと、悔くやしげに人形の阿九斗は首を振った。

「その通りだよ。それでどうする？　僕をどこかに突き出すっていうのかい？」

「ふん。そうね、どうするのが良いかしら。わたくし、あなたが偽物だと気づくまでは、結構ドキドキしましたのよ。だから、許して差し上げようかしら」

「え……許して？」

「そう。ねぇ、あなたの考えていること、面白そうだから。あなた、女の子にそうやって〝お願い〟をすることで、けーなまで落とそうとしてらっしゃるんでしょう？　それ、実行してみればよろしいわ」

　不二子は面白そうに笑う。

　人形の阿九斗が戸惑っていると、不二子はさらに続けた。

「他の人に阿九斗様の本物と偽物の区別がつかないようなことがあれば、わたくしの方が阿九斗様をより深く愛しているという証明になりますもの。それに、あなたに一度は落とされてしまった女の子は、以降、阿九斗様とは気まずくなってわたくしにとってはこれまた非常によろしい。落としてみなさいな、服部絢じゆん子こと曽そ我がけーなを」

　そして、不二子は魔ま術じゆつを使えない一いつ般ぱん人じん用の念話機に、絢子とけーなの連絡先を転送して、人形の阿九斗に渡す。

「あなた、登録された念話機は持っていないでしょう？　これでうまいことやりなさいな。最後には失敗すると思いますけれども、それまでは頑がん張ばることですわ」

　人形の阿九斗は複雑な顔で念話機を受け取り、不二子に手を振った。

「違うね。最後までうまく行くさ」

　部屋に残された不二子は、ひとつため息をつく。

「……うまくいかなそうだから、引導を渡してあげればよかったかしら？　少し手間はかかるけれども、人形と人間を見分ける方法なんかいくらでもありますのに。なにか必死になる理由があるのかもしれませんわね？」
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　絢子はかかってきた念話が非通知だったことに驚く。個人登録されていない念話機はそう多くない。が、それを受けてみると、阿九斗だったので二度驚く。

「……いったいどうしたんだ？　自分のものがあるだろうに」

《それが念話機を奪われてしまって》

「奪われた？」

《そうなんだ。早く会って話がしたい》

「わかった。どこに行けばいい？」

《人が来ないところがいい。済まないが、裏山で頼たのむよ》

「わかった」

　そう言って念話を切った絢子は、しかし、その話には疑念を抱く。

「さすがに、警けい戒かいしておいた方がいいかもしれないな……」

　阿九斗の行動としては少しおかしいところがある。まして呼び出された先が裏山だ。罠わなである可能性もある。

　絢子は刀を握り、裏山周辺を大きく回り込みながら待ち合わせの場所へ近づく。しかし、その警戒にもかかわらず、罠らしきものは見あたらなかった。

「待たせたな」

　絢子は警戒しつつ阿九斗の前に立った。

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。それより、大変なことになったんだ」

　阿九斗はいきなり両手で絢子の右手を握り、そう切り出した。

「な……。どうしたんだ、手を握ったりして……」

　絢子は顔をそらし、口ごもる。

　が、阿九斗は真まっ直すぐに絢子の顔を見つめていた。

「すまない。でも、不安だったんだ。実は、僕の偽物が歩き回っているらしいんだよ」

「偽物？」

　驚いて絢子は阿九斗の顔に目を戻もどした。

「そうなんだ。木多さんが作った人形が、人間をコピーするものだったんだ。それが本物の僕を追い出そうとしている」

　絢子は阿九斗が嘘うそをついているようには見えなかった。

　しかし、どこかに引っかかるものを感じていた。

「だから手帳を盗とられたのか。いや……でも、その……」

「信じられないのもわかるけれど、僕が本物だって証明することは難しい。それに、江藤先輩はすでに偽物の言うことを信じてしまっているんだ」

「江藤先せん輩ぱいが？」

「そうなんだ。僕のことを好きだなんて言っていても、本物と偽物がわからないなんてひどい話さ。ね、君は違ちがうよね？」

　阿九斗は握った手を顔の前まで持ち上げ、絢子に懇こん願がんする。

「う……ちょっと待ってくれ」

　絢子は顔を少し後ろに引いた。

　最初からこの阿九斗に違い和わ感かんを持っていたが、それでも不二子が偽物にだまされたと聞くと、対たい抗こう心しんのようなものが芽生えないでもない。もし自分が本物と偽物とを見分けることができたなら、自分の方がより阿九斗のことを想おもっていることになるわけで……。

「大丈夫。僕を信じて。もし、僕が二人出てきて、どちらが本物かを迫ってきたら、江藤先輩と反対の方を信じてくれればいいだけさ」

　阿九斗はさらに絢子にたたみかけるように言った。

「だ、だから、ちょっと待ってくれ」

　絢子はいやいやをするように首を振り、後ろに下がる。

　が、阿九斗は手を放さず、それと同じだけ前に出た。

「僕のことが嫌きらい？」

「そ、そういうことじゃないだろ？」

「怯おびえているんだね。大丈夫。僕に任せてくれれば、いいから」

「だから、そうじゃないって……。お前、少し変だぞ」

「変だってことは、僕を疑っているってことかい？　それなら、本物ってことを証明しなくちゃいけなくなったな」

　阿九斗は手を放し、戸惑っている絢子のあごの先を人差し指と親指でつまみ、くい、と顔をあげさせる。

「ちょ、ちょっと待て……証明ってなんだ？」

　絢子は耳まで真っ赤になりながら、緊きん張ちようした声をあげた。

「君を満足させられるのは、本物の僕だけってことさ」

　阿九斗は絢子に顔を寄せていく。

「ば、馬ば鹿か……やめろ……」

　絢子はあごにかけられた指をどけ、下を向いた。

「嫌いやなのかい？」

　ささやくように阿九斗は言った。

「そ、そういう問題じゃない……」

「それなら、怯えているだけだね、子猫ちゃん。大丈夫、僕ぼくに任せて」

　阿九斗はうつむいた絢子の頭に手を移し、髪かみを愛いとおしげにかき回した。そして髪に軽く顔をうずめる。

「あっ……」

　絢子は背筋を震わせ、顔をあげてしまう。

「さぁ、僕のものになってくれ」

　阿九斗はゆっくりと絢子に顔を寄せた。

「ひ……だから……その……」

　絢子は小刻みに左右に首を振っていたが、やがてその目は閉じ、唇は軽く開く。

「それでいい……」

　そして、阿九斗は、その唇を……。

「や、やっぱり駄目だ……！」

　絢子は、どん、と阿九斗を突き飛とばした。

　阿九斗はふらふらと後方に飛ばされて尻しり餅もちをつく。

「僕が信じられないのかい……？」

　困こん惑わくしたように阿九斗は聞いた。

　絢子は激しく首を振る。

「そうじゃない！　そうじゃない……。だけど、今日の君はやっぱり少し変だ。もしかしたら偽物なのかもしれない」

「そんな……」

「い、いや、違う。そんな顔をしないでくれ。でも、私の知っている君は、信じてもらうためだけにそういうことをする男じゃなかった。そういうことだ」

　絢子は苦しんでいるかのように荒い息とともにそう言い切る。

　阿九斗は立ち上がり、落らく胆たんしたように首を振った。

「いや……そういうことなら、わかったよ。でも、僕が僕であるってことを証明するのは大変なんだ。別の女の子に頼まないといけない」

　そう言われて、絢子は切なげに自分の胸を抱いた。

「そ、そういう言い方をしないでくれ……。別の女の子だなんて。君、私の心をもてあそんでいるみたいだ。私だって……その……傷つく」

「そういうのは罪だとわかっているさ。でも、僕は僕だってことを証明しないと、消えてしまうんじゃないかって不安なんだ」

「わ、わかった……だが、だったら、ころねに会えばいいじゃないか。人形かどうかは私たちには機材を使わなければ見分けがつかないが、ころねならわかるだろう」

　絢子は言った。

　すると、阿九斗は驚いて目を見開く。

「ころねなら見分けがつくって？　それはそうだ。思いつかなかったな……」

「ああ。わかればいい。だから、他の女の子に信じてもらうとか、そういうことを言っていないで……」

　絢子は阿九斗の顔から目をそらす。

「私なら、君のことをずっと信じているぞ。だから、今度、二人っきりになったときは、心の準備をしておくから……」

　そして、絢子は乙おと女めの目で阿九斗の方を振り返かえった。

「そのときは続きをしてくれたって構わないん……って、いない！」

　すでに阿九斗はその場におらず、そこには裏山特有のよどんだ空気があるだけだった。

「な、なんだってんだあいつは！　本物か偽物かなんて関係ない！　とにかく次に会ったらただじゃおかない！」

　絢子は独り地じ団だん駄だを踏ふんだ。




○




「なんだか知らないが、魔ま王おうが次々に女を口説いているらしいぞ」

「なんでも偽物が出現していて、これから騒そう動どうが起きるが、その時に自分の味方をしてほしいとわけのわからないことを言っているらしい」

「なんでも、皇帝が本物と認めた方が本物だから協力してくれとか」

「なんのつもりだ……。それより、女を口説くって、口説かれる子がいるのか？」

「いや、それがガンガンうまくいっているらしい。めろめろになっちゃうのも多いとか」

「女は強い男が相手ならそれでいいのか！　ってか、あいつ、江藤先輩をはじめ、女いくらでもいるじゃねぇかよ！」

「それでも口説かれちゃうらしい。彼かれ氏しがいるやつまで落とされてるとか……」

「そりゃしかし、命かけても魔王に突っかかっていくだろ」

「うん。だから、女は口説いて、男はぶん殴なぐって逃げる、ってのを繰くり返している」

「ひでぇな……。何をするつもりだ……」

「さぁ？　ころねちゃんと皇帝の居場所に向かってるって話だが……」

　校内は騒そう然ぜんとしていた。阿九斗が暴れ回っているのは周知の事実となっており、女子も男子も阿九斗をつけまわったり、阿九斗から逃げたりと忙いそがしい。

　そんな評判を聞きつけて、阿九斗は困ったような顔を淑恵に向けた。

「……どうしたらいいんだろう？」

「そりゃ、望の人格が混じって無む茶ちや苦く茶ちやになっているとはいえ、自じ業ごう自じ得とくなところがあるよね。君はその気になれば女の子を口説くのなんて簡単なんだから」

「好きでそう生まれたわけじゃないさ」

「怒おこっちゃ駄目だよ。しかし、けーなところねはどこにいるんだろうね。早く守らないといけないよ」

　淑恵はそう言って、手足を組んで椅い子すに座った。ここは元の倉庫兼けん研究室で、阿九斗と手分けして人形を探し回ったが、どうにもならずに作戦を練るために帰ってきたのだ。

「居場所は感知できるんじゃないのかい？」

　阿九斗は聞いた。マナは固有のものだから、その気になれば個人をトレースすることは容易である。

「いや、かなり上の権限でないとそれは無理だよ。ハッキングすれば可能だけど、そのリスクはおかしたくないな。皇帝が来てからはけっこう監かん視しされているからねぇ」

　淑恵は言った。

「人間でなく、ころねの居場所ならわからないかな？　そもそもころねがいれば僕が本物か偽物かわかるはずだよね？　それなら、ころねとけーなが一緒にいるかどうかわかれば安心できるんだけど」

「確かにころねなら偽物がわかるねぇ。申し訳ないけど、人形であることを隠かくすようには作っていないからなぁ」

「あくまで実験用だったね。でも、僕をコピーしなくても良かったのに」

「うん。そこなんだけどさ」

　淑恵は椅子を半回転させ、組んだ足をほどいて大きく開き、その股またの間に両手を突いて身を乗り出すと、にやりとした。

「実は、阿九斗君の人格をコピーしたのは、二人っきりになった時に、誘ゆう惑わくしてみたら、どんな反応をするのか確かめたかったってこともあるんだ」

「え……？」

　阿九斗は言葉に詰つまる。

　淑恵は、床ゆかを蹴けって椅子ごと移動し、阿九斗の傍そばに寄ると顔を下から見上げる。

「驚くほどのことじゃないでしょうに。そりゃ、女の子には照れもあるんだからさぁ。直接言うより、練習したいところもあるって言うか、そもそも練習で満足したいって側面もあったりしてね」

「それは、つまり……」

「君と同じ顔とちょっとドキドキすることしてみたいって思ってたんだよねぇ」

　淑恵は阿九斗の首に腕をからめた。

　阿九斗は慌あわてる。

「ねぇ、そんなことしている場合じゃないよ。ころねの居場所を確かめないと、けーなが危ないんだから」

「そこが問題なんだよねぇ……。ほら、君、曽我君にご執しゆう心しんじゃないか。だからさ、少しずるいことを考えたりもするんだよ。阿九斗君を独ひとり占じめしたら、気分がいいだろうな、なんて」

　淑恵は大だい胆たんに阿九斗の顔を引き寄せ、おでこを阿九斗のおでこに重ねる。

「そ、そんな気配はなかったと思ったけど……」

　阿九斗の声に戸惑いが混ざる。

「君が鈍にぶいからさ。ゲームと社会の話、魂たましいの存在の話なんてものを、私が女だってことを忘れて真面目に語りあってくれる人のことを好きにならないわけがないじゃない」

　淑恵は潤うるんだ目で阿九斗の目を見た。

「だ、だから、そんな場合じゃないって……」

「こんな場合だからしているんだよ。実は、ころねの居場所はわかってるんだ。今、曽我君とは別の場所にいるよ。だから、曽我君は危ないかもねぇ」

　淑恵は珍しく意地の悪い顔を見せた。

「……そんな！　放してくれよ。僕は行かないと！」

「駄目。だって、曽我君が落とされたら、私は寂さびしくなっちゃう。ね、少しでいいんだ。私を素す敵てきな気分にさせてくれないかな？」

「そんな理由で……」

「うん。いろいろ身勝手だってことはわかってるんだよ。でもさ、私も女なんだな……」

　淑恵は阿九斗の首にからめた腕に力を込めて立ち上がった。

　そして……。




○




　その頃ころ、けーなは、最近になって特別にしつらえられた皇こう帝てい用の応接室にいた。米びつが常備という他は、何の変へん哲てつもない部屋である。

　けーなはそこで昼ひる寝ねをしていたのだが、不意の来客に目を開く。
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「あー、あーちゃん。どうしたの？　一いつ緒しよに寝ねる？」

「それもいいかもしれないけれど、そんな場合じゃないんだ。僕の偽物が君を狙っているんだよ」

　阿九斗はソファにだらしなく横になっているけーなの前にしゃがみ込む。

　すると、けーなは寝ぼけた声で答えた。

「んー、そりゃ大変だね」

「……もうちょっと真しん剣けんになってくれるかい？　僕の偽物は君に取り入って、偽物でありながら権力を握ろうと考えているんだ」

　阿九斗は真剣に言ったが、けーなはまだ完全に目覚めていないらしい。

「取り入るってどういうこと？」

「そりゃあ、君から認められて……。つまりずっと君の傍にいて、皇帝としての権力を利用しようとしているってことさ」

「うん。ずっと傍にいるっていうのはいいよね。あーちゃん、ずっと一緒にいようね」

　けーなはぼんやりとした顔でうなずくと、ひょいと阿九斗に抱きつき、一緒にソファにごろりと転がる。

「ちょ、ちょっとこら」

　阿九斗はくすぐったそうに言った。

「寝るだけだよ。ねぇ、うとうとするのって気持ちいいよね。特に抱き合あってうとうとするのは最高なんだよね」

　けーなは阿九斗の頬をすりよせた。

「……だから、そういうことをさせるのが取り入るってことなんだから、駄目だよ、僕が偽物だったらどうするの？」

　阿九斗は困惑したような声をあげた。

「大丈夫。確かめてないけど、あーちゃんは本物。だって、ほっぺたつけたら、ぺたってするもの。じゃあ、おやすみ」

　けーなは、ぽやぽやした顔で阿九斗の頬にキスをした。

「っあ……。だから、駄目だってば。ねぇ、確かく認にんするけど、僕が本物だってわかるってことなのかい？」

　阿九斗は聞いた。

「うん。だけど、偽物でも本物でも、あーちゃんはあーちゃんだよ。あたしは何があってもあーちゃんの味方だもん。誰だれかが偽物だって言っても、あーちゃんのことをかばってあげるよ」

　けーなは夢うつつの中で言った。

　阿九斗は、小さく笑う。

「仕方ない子だな、もう……。でも、そう言ってもらえると嬉うれしい」




○




　淑恵は、人形の阿九斗の首の後ろ、髪の毛けに隠れている部分につけたスイッチを切った。

　人形の阿九斗はがくり、と力を失ったように倒れ、すぐに表面のマナを拡散して元の素体に戻ってしまう。

「そりゃ、身勝手で悪かったとは思ってるんだよ。だけど、やっぱり恥はずかしくて本人に言えるわけないじゃないか」

　淑恵は、部屋から出てもらっていたけいすを呼び出して、倒れた人形を片付けてもらう。

「それに、君だって消えたくなかったのはわかってるよ。コピーであっても、魂があるからには、その生まれた意味がなければ甲か斐いがない……。だからこそ必死だったんだろうな。大体、皇帝に一時的に取り入ったところで、すぐに正体はばれると本人もわかっていたんだろうからね……。本当に身勝手な理由で悪かった。もっと誠実にならなくては……」

　淑恵は素体にそう呼びかけた。

「お館やかた様、何で阿九斗殿どのが倒たおれたんでござるか？」

　けいすは不思議そうに淑恵を見上げた。

「それは、こっちが人形だったからだよ」

「いや、それはわかるでござるよ。だけど、こっちが本物の阿九斗殿だったとばかり」

「人形を探して外を回っていたとき、阿九斗君がけーな君を心配してそちらに向かったのを見計らって、人形の方から接せつ触しよくしてきたんだよ。ころねが自分を見分けられると気づいて心配になったんだろうね。私はすぐ気づいたけど、スイッチを切れる機会だったからね。騙だまされてあげることにした」

「そうでござったか。でも、なにやら難しいことを語りかけておられたようでござるが？」

　けいすが聞くと、淑恵は首を振ふった。

「君はわからなくてもいいよ……。私なりに彼にわびなければいけないことがあったんだよ。あ、でも、本物の阿九斗君にもわびないといけないこともあるなぁ」

　淑恵は頭をかいた。

「なんです？」

「そりゃ、もちろん、阿九斗君が学校中からさらに恨うらまれる原因を間接的ながら作ってしまったってことさ」

　そう淑恵が言ったその頃、人形が機能を停止したと連れん絡らくを受けた阿九斗は、けーなを寝かせたまま応接室を後にしたところだった。

　妙みように浮き立たつ気分でいた阿九斗だったが、それが良くなかった。のんびり歩いて、生徒たちの真ん中に突とつ入にゆうしてから、全校生徒のただならぬ雰ふん囲い気きにようやく気づいた。

「あ、もしかして、なんか大変なことになってる……？」

　その後の凄せい惨さんさは、とてもこの場では書くことができない。







３　三役の楽しい休日







　ところで生徒会三役はいつも忙しい。会長のリリィ白しら石いしはいい加減というわけではないが、必要最低限なことさえやっていれば、儀ぎ礼れい的てきなことは無視してしまってもかまわないだろうという性格であるため、雑事は必然的に副会長、会計、書記の三人に任されることになってしまっている。

「トマトジュース分が足りないでありんす」

　大おお竹たけ美み智ち恵えはマナスクリーンをすさんだ目で見つめつつ言った。白い肌はだに赤い目の不健康そうな外見にはさらに拍はく車しやがかかっていて、ひどく病的にすら見える。

「……トマトジュースならデスクにのってるぎゃ」

　そう言って美智恵のデスクを指さしたのは、神かみ山やまカンナである。ボーイッシュというよりはワイルドな外見だが、今は疲ひ労ろうしていて髪が乱れ、ワイルドを通とおり越こして遭そう難なん者しやのようになっている。彼かの女じよもマナスクリーンにデータを大量に表示していた。

「あんさんが買ってきたトマトジュース、塩が入っていないでありんすよ！」

　美智恵はデスクを叩たたいた。ストローの入ったトマトジュースの缶かんが少し跳はね上あがる。

　カンナはうるさそうに顔をゆがめた。

「トマトジュースには塩を入れちゃ駄だ目めだぎゃ。あれは無塩に限るぎゃ。自然のままじゃないと駄目だぎゃ」

「あんさんのその自然主義はなんとかならないもんでありんしょうかねぇ。疲つかれている時は塩。譲ゆずれないでありんす」

「おどれは自分の汗あせでも乾かわかして舐なめてればいいぎゃ」

「……あんさん、よほどその全身の毛、むしられたいようでありんすね」

　美智恵とカンナの動きが止まる。互たがいにぎらぎらした視線を交こう錯さくさせた。

　と、二人の雰囲気が悪くなったことを察したのか、その時、三人目が口を開いた。

「ぐが」

　長身に眼鏡、長い黒くろ髪かみの人造人間である。多くの人造人間がそうであるようにクールな印象で、そう言っている彼女の表情にもほとんど変化はない。が、その口調には有う無むを言わせぬものがある……と思えば、そう聞こえないこともない。

　美智恵とカンナは、双そう方ほうとも同時に椅子の背にもたれかかった。

「確かに、あちきが疲れていたのが悪いでありんすよ」

「わてもいらいらしていたのはわかってるぎゃ」

「ぐがぐーがぐがぐが」

　人造人間――アルヌールは、さらにそう続けた。

　美智恵が面おも白しろそうに笑う。彼女らには、アルヌールの言葉が理解できるのだ。

「……なるほど。そうでありんすね。たまには外出は必要でありんす」

「そう言えば、ここんとこ、まったく休みがなかったぎゃ」

「ゼロ戦争でひどい目にあったでありんすからねぇ。しかも、それ以来、まったく休んでいないでありんす」

「後始末が大変だったぎゃ。わてらも傷ついたのに、会長は冷たいぎゃ」

「それならたまには羽目を外すでありんす」

「賛成だぎゃ！」

　美智恵とカンナは盛りあがる。

「ぐが」

「うん。ここはアルヌールにおごってやるぎゃ。戦争のとき、ゼロに操あやつられていたアルヌールをぶん殴った詫わびも込めて」

　カンナが自じ慢まんげに自らの胸を叩く。美智恵は感心してカンナを見た。

「カンナは太っ腹でありんすねぇ」

「違う。わてら二人でおごるんだぎゃ」

「ほんに？　まぁ、よろしおす。アルヌールのためなら」

　一度は呆あきれた顔になった美智恵だが、すぐににやりと笑った。

　カンナも笑えみを見せるが、すぐに真ま面じ目めな顔を作る。

「しかし、そうなると、問題は会長だぎゃ」

「あのお人が休きゆう暇かを許すわけがないでありんす」

「ぐが」

　三人は腕を組んで悩なやむが、時間が過ぎるばかりで何も言葉が出てこない。やがてカンナが首を振った。

「ええい、考えてもしょうがないぎゃ！」

「どう考えても、あの人から休暇をもぎとる方法はないでありんす」

　美智恵もあきらめたように手を広げた。が、何かを促うながすかのようにアルヌールが口を開いた。

「ぐがぐが」

　その言葉に感化されたかのようにカンナは目をぎらりと光らせた。

「結局、逃にげるしかないぎゃ」

　美智恵も真剣な顔でうなずいた。

「会長は今、連絡があってその応対中……。やるなら今でありんす」

　美智恵とカンナは顔を見合わせ、にやりとした。そして、同時に椅子を蹴ると、身体を翻ひるがえして生徒会室の扉とびらに殺さつ到とう。ドアをはじき飛ばすようにして開けると、廊ろう下かを滑すべるように走り出した。アルヌールはゆったりと歩いて行くが、なぜか美智恵やカンナと同じ速度だ。

　しかし、そこに背後から声がかかり、三人は動きを止めた。

「おーい、ちょうどよかった。ちょっと妙な連絡が入ったもんでね……」

　背後からの声は振り返るまでもなくリリィ白石のものだったので、三人は後方を確認せぬままで済ませた。

　止めた動きを再開し、素す早ばやく前方へとダッシュする。

「……って、あ、こら！　てめぇら、馬ば鹿か野や郎ろう！」

　リリィは手を伸のばしたが、それには慣れている三人である。あっという間に廊下の角を曲がり、リリィの追つい撃げきをかわした。




　リリィはわけもわからず後に残されてしまった形になる。

「なんだ、あいつら……。くそ、サボりだな。帰ってきたら、生きているのが嫌になるほどの拷ごう問もん、『おばあちゃんのぽたぽた焼き』をかましてやる……」

　そうつぶやいてリリィは顔をゆがめた。

「……しかし、なんだろうね、〝家で使用人として使っている人造人間が魔王を倒しに行くと言い残して学院に向かったから保護してくれ〟って要望はさ」

　リリィは手帳を出して念話の相手を探す。

「どうせあいつらは出ないだろうから……風紀委員でも使うか。ま、元々あいつが起こした火種みたいなもんだ社会復帰できるかどうかも見てやろうじゃないか」

　そして、リリィは念話で紗さ伊い阿あ九く斗とを呼び出した。




○




「こりゃ、きっと会長怒ってるぎゃ……」

「一度決めたからには、それは気にしないほうがいいでありんす」

　街へ繰り出したカンナと美智恵は暗い顔でため息をついたが、アルヌールは首を横に振った。







[image: ]







「ぐが」

「……そうでありんすね。確かに、忘れて今は遊ぶのがいいでありんしょう」

　うなずく美智恵である。

　なるほど、とカンナも納なつ得とくする。こうなると切きり替かえは早い。カンナはすぐさまテンションを上げる。

「よーし、遊ぶぎゃー！　じゃあ、まずはうどんとピザを軽く腹に入れるぎゃ。それから……」

「あんさん、月見うどんとかピザとか、満月っぽいもの見るとすぐに獣じゆう化するでありんしょうに……。それにそんな量を食べられないでありんすよ」

　美智恵は呆れるが、それでも笑え顔がおになる。

「でも、ピザは良さそうでありんす。そういえば、新しく開店したところが、片手でピザ生き地じを回転させる競技のチャンピオンの店だそうで」

「んじゃ、ピザで行くぎゃ。切るまでは見ないことにしておくぎゃ。ピザなら美智恵の好きなトマトも食えるぎゃ」

「真っ赤なタバスコもかけ放題でありんすよ。そういえばイタリアンには赤いものが多いでありんすねぇ」

「楽しみだぎゃ！」

　笑いながら歩きはじめた三人だが、アルヌールが不意に声をあげた。

「ぐが」

「え？　後ろに誰かいる？」

「いや、振り返ったらあかんぎゃ」

　美智恵とカンナが声を緊張させる。

　何者かがつけてきているのだ。

「せっかく休むと決めたんだから、騒動には巻き込まれたくないでありんす」

「んー、ありゃ人造人間だぎゃ」

　カンナは鼻をひくつかせた。嗅きゆう覚かくが発達しているのである。

　三人とも乱暴者が多い学院で権力を握にぎっており、さらには過去の戦争にも巻き込まれている。可愛かわいい外見に似合わず、戦せん闘とう能力は高い。背後も振り返らず、追つい跡せき者しやの能力を値ね踏ぶみした。

「それにしても、隠れるのが下手でありんすねぇ……」

「ぐが」

「んー、戦闘用じゃなくて、農耕用っぽい？　あ、そういえば土の匂においがするぎゃ」

「ほしたら、まぁ、なにか事情はわからないけど、結局のところ、それほど問題にはならないでありんすかねぇ」

「うん。いざとなったら、なんとでもなりそうだぎゃ。とはいえ、ついてこられても困るぎゃ。少しまいてから遊ぶとするぎゃ。じゃ、商店街の蕎そ麦ば屋やで」

　カンナは言った。

　そして、三人は申し合わせて走り出だす。道の角でうまく三人別れ、それぞれが人ひと混ごみに紛まぎれた。手て練だれの追跡者でも手を焼いただろうから、戦闘用でない人造人間がついてこられるはずもない。

　やがて三人は一人ずつ蕎麦屋に集合した。

「問題なくまけたぎゃ」

「これで落ち着いてお蕎麦が……って、イタリアンのはずでありんしょ？」

「ぐが」

「まぁ、反射的に集まりやすいところを言ってしまっただけぎゃ。ちょいと蕎麦たぐって銚ちよう子し一本つけて、それから新しい服でもその辺で見てればすぐに腹減るぎゃ」

「お銚子はやめるでありんす……」

　三人はメニューを広げて、軽いものを注文する。やがて、甘あま味みと蕎麦、蕎麦掻がきがテーブルに並んだ。

「わさびはつゆに溶とく派？　蕎麦につけとく派？」

「気にしたことないでありんす」

「ぐが」

「そもそも蕎麦掻きしか食べない？　ああ、そうなんかぎゃ……」

　三人が椀わんに手をつけつつ馬鹿な会話をしていると、不意に別の数人の客たちが妙に騒さわいでいるのが聞こえてきた。

「あれ……」

「なんだろうね、食べたいのかしら？」

「見ちゃいけません……！」

　客たちは一方向を見てざわついていた。自分たちが座すわっている窓の向こうだ。

「……なんか嫌な予感がするでありんす」

　美智恵は、おそるおそる目を窓に向けた。

「ぎゃ！」

「ぐが」

　カンナとアルヌールも声をあげた。

　窓には、べったりと一人の人造人間が張はりついていた。

「な、あれはつけてきていた奴やつぎゃ……！　まいたはずなのに！」

「ぐが」

「そうか、総当たりで店内をのぞき込んでいたんでありんすね！」

　人造人間の背後では、近くの店の人々が不安げにその光景を見ていた。その人造人間が人目を引いていた証しよう拠こである。

　その人造人間は、手足の細い幼女のような外見だった。よく見てみると、大方の人造人間の例に漏もれず整った顔はしているが、いかんせん手入れには気を遣つかっていないらしく、田舎いなかの元気な子供といった印象がある。

「で……ありゃ、なんだぎゃ？」

「さ、さぁ……こうなるとまるでわからないでありんす」

　カンナと美智恵はさすがに顔を見合わせて動きを止める。

　その人造人間は、トランペットがほしい子供か、水中の魚を狙ねらうためにホバリングしているカワセミのごとくに三人をにらんでいる。表情からすると、何やらむやみな情熱を内にたぎらせているかのようだ。人造人間にしては表情がある。

　と、その人造人間は、するり、と腰こしの後ろに手を回した。そこから出てきたのは、なんと小さな鎌かまだった。そして、窓から離はなれると、自動ドアを開けて中に入ってくる。もちろん、その後は一直線に三人のところへ向かう。

「な、な、なんだぎゃ」

「何か言いたいことがあるなら、落ち着いて話すといいでありんす」

　カンナと美智恵が言うのも聞かず、その人造人間は鎌を振り上げた。

「オラの名は、もなみ！　魔王を倒すためにやってきただ！　まずは魔王の手下三人を退治するだよ！」

　もなみと自らのことを呼んだその人造人間は、一番近くのカンナに飛びかかると鎌を一気に振り下おろす。

「とぉ！」

　が、ぺし、と間ま抜ぬけな音が響ひびいただけだった。

　カンナは右手の人差し指と親指の間に鎌の刃はを挟はさんで受け止めている。

「お、おちつくぎゃ。わてらのような可愛い三人組が魔王の手下のはずないぎゃ」

「嘘だべ！　だって制服を着てるべ！」

　もなみがじたばたと暴れるので、カンナは鎌ごともなみを持ち上げた。

「制服？」

「学校の？」

　カンナと美智恵は顔を見合わせた。

「それは、魔王の手下の制服だべ！　だから退治してやるべ！」

　もなみは大声でわめく。

「いや、そう言われても、わからないぎゃ……」

　カンナはどうしたものかと黙だまり込む。美智恵がそんなカンナを肘ひじでこづいた。

「と、とにかく外に出るでありんす。ここでは迷めい惑わくでありんしょうから」

「あ、ああ……そうみたいだぎゃ」

　カンナはうなずいた。

　客も店員もじっとこちらを見ている。

　片手で財さい布ふを出してアルヌールに渡わたすと、蕎麦を手づかみに一口で飲み込み、カンナはもなみをぶら下げたまま外へ出て行く。

「こら！　放すべさ、卑ひ怯きよう者もの！　正々堂々勝負するだよ！」

「あー、はいはい、わかったぎゃ。ともかく場所を変えるぎゃ」

「あ、皆みな様さま、申し訳ないでありんす」

　カンナと美智恵は店を出てからも頭を下げつづけた。

　そして、もなみがぎゃんぎゃん騒ぐのが収まりそうにないので、困って顔を見合わせる。

「ぐが」

　お金を払はらい終わって出てきたアルヌールが、商店街の向こうを指さした。

「そうでありんすね。公園にいきやんしょう」

「確かにそのほうがいいぎゃ」

　公園に行く間も、もなみは暴れ続けた。

「放すべさ！　卑怯者！」

「……鎌を放せば下に降りられるぎゃ」

　公園についてから、カンナがそう言うと、もなみは簡単に納得した。

「あ。そりゃそうだべ」

　もなみは手を放し、べたん、と下に落ちる。そして、自信ありげな顔でカンナを指さす。

「ふふふふ、自由になればこっちのもんだべさ。覚かく悟ごするべ！」

　そして、もなみは再びカンナに飛びかかろうとする。

「だから、落ち着くぎゃ」

　カンナは手を振った。その指にはまだ鎌が挟まれていて、鎌の柄えの部分がもなみの顔の数十センチほど先を通り過ぎる。が、もなみは大きく後ろに飛び退のいて、怯おびえた顔をした。

「武器とは卑ひ怯きようだべ！　そうか、さっき放せばいいと言ったのも、武器を奪うばう策略！　なんと悪賢いべ！　さすが魔王の手下！」

「いや、だからそうじゃないぎゃ」

　呆れるカンナだが、もなみはいきり立ったままだ。

　と、そんなもなみの前に、アルヌールが立ちはだかった。

「ぐが」

「ぬぅ、おっきい奴だべ！」

　もなみはひるむ。

「ぐがぐがぐーが」

「おめも魔王と関係ないって言うべか？」

　もなみにもアルヌールの言葉はわかる。と、アルヌールは人造人間同士で通じる圧縮した言語を使いはじめた。

「ぐがぐーがぐがぐがぐがぐぐぐが」

「え？　魔王は確かにこの制服の学校に通っているが、別に学校を支配しているわけじゃない？　さらに魔王を退治したがっているような人は他ほかにもたくさんいるが、誰も成功していないからやめておけ？　だべか？」

　もなみはアルヌールの言葉を繰り返した。

　実際にはアルヌールはさらに沢たく山さんの情報をもなみに伝えているのだが、もなみにはそれしかわからなかったらしい。だが、それだけでも十分だった。

「そうだべか……」

　もなみは暗い顔をして下を向いた。

「オラ、魔王を倒したかっただけなんだべ。そら、お姉さん方には悪いことをしたべ。この通りだ」

　もなみは頭を深くさげた。

「あー、わかればいいぎゃ。これに懲こりたら馬鹿なことはやめるぎゃ。わてらと同じ制服の生徒がいても襲おそっちゃ駄目だぎゃ」

　カンナはそう言って鎌を返す。

　すると、もなみは、鎌を腰に差し、とぼとぼと歩きはじめた。

　その後ろ姿を見つつ、美智恵は苦い顔になる。

「なんか悪いことをしたような気になりんすね」

「っつっても、しょうがないぎゃ。どうしろっていうぎゃ。そもそも、なんで人造人間で子供で頭が悪いってのは何だぎゃ？」

　カンナが口をとがらせる。

「ぐが」

　その疑問には、アルヌールが答えた。

　彼女の言葉によれば、介かい護ごや子供のいない老人向けに子供のような人造人間が作られることがあるという。が、彼かれらは購こう入にゆう者しやの死などにより所有者が変わりやすい。さらに長く一つところで過ごして自じ我がが固着した個体は買い取り手がなく、園芸などの軽作業補助に回されたりすることが多いらしい。

「さらに、あの個体は何らかの欠けつ陥かんがある可能性が高いそうなんでありんすか」

　美智恵は暗い声になる。

「じゃ、保護者がいるはずだぎゃ」

「ぐが」

「……保護者がいるとしても、連絡がすぐにとれる状じよう況きようではなく、多分、念話機能も壊こわれているんじゃないかってことでありんすか」

　美智恵がアルヌールの説明に肩かたをすくめた。

　それから、気まずい沈ちん黙もくが流れた。

「……ま、まぁ、ピザでも食べに行くぎゃ。蕎麦の味もわかんなくなっちゃったことだし」

　カンナが無理に笑う。

「ぐが」

「そ、そうでありんすね。アルヌールも無理にかかわるべきではないと言ってるでありんすしぃ」

　美智恵もぎくしゃくした態度で言うと、カンナと肩を組んで歩き出した。

「さぼりだけに楽しむぎゃ！」

「会長のいない休日を楽しむでありんす！」

　身体の動きだけは大きく、しかし、死んだ目でウィンドウショッピングとしゃれ込んだ二人だが、もちろん笑い声は空むなしいものとなる。

「あはは。たのしいぎゃ」

「たのしいでありんすね」

「ぐが」

　が、その沈黙の時間も自然と多くなる。と、その沈黙の間に、背後でとんでもない音が響いた。

　どがっしゃん！

　嫌いやな予感にかられて振り返ると、案の定、そこにはもなみがいた。しかも、最悪なことに、どうやらカフェのテラス席にいた男に飛びかかって、すっころんだものらしい。

「ぐぎゃぎゃ……」

「最悪でありんす……」

　カンナと美智恵は頭を抱かかえた。席にいた男は、どう見てもまともな商売の人間ではない。派手な色のスーツに、妙な色の金属アクセサリーをじゃらじゃらとぶら下げている。

「覚悟するべ、魔王の手下！」

　もなみはカフェの椅い子すを派手にぶっ倒しながらも、また例の口上を述べはじめた。

　幸い、からまれている男は、あっけにとられているようで、まだ怒り出してはいない。

　カンナと美智恵は顔を見合わせ、苦笑いを浮うかべた。

「……やるぎゃ？」

「……仕方ないでありんす」

　美智恵はうなずく。同時にカンナが走り出した。カンナは横っ飛びにもなみを抱え上げると、即そく座ざにきびすを返す。その後、美智恵がすっ飛んで行くと、倒れた椅子と乱れたテーブルを直し、有無を言わせぬ速度で頭を下げた。

「大変失礼したでありんす！　では！」

　それからカンナよりも早いスピードでその場を逃げ出した。




○




「はぁ……まいったぎゃ」

「やめろと言ったでありんしょうに……」

　適当な場所まで逃げてから、カンナが抱え上げたもなみに説教をする。

　しかし、もなみは不満そうな顔をするばかりで、答えようとはしない。

「ぐが」

　見かねたアルヌールが問うと、もなみは同じようなことを繰り返した。

「だって、オラは魔王を倒さなければならないで」

「そう言われても、それをやめろと言ってるぎゃ」

　カンナがそう言うと、もなみは首を横に振る。

「絶対倒さないといけないべ」

「……あのなぁ。そのわりに無差別に人を襲ってどうするつもりだぎゃ？　ホントは魔王が誰かも知らないんじゃないぎゃ？」

　カンナはそう聞いたが、もなみは否定した。

「コンスタン魔ま術じゆつ学院の紗伊阿九斗」

「……知ってるなら、なんで手て当あたり次し第だいやってるぎゃ？」

「魔王は手下がいっぱいいるべ？　だから、そいつらを倒して経験を積むのが当然だべさ」

　もなみの言っていることは、一応は筋が通っている。もっとも、もなみは成長などしそうにはないし、対象も間ま違ちがってはいるが。

「手下はそんなに多くないし、今は皇帝陛下が魔王の力を抑おさえているぎゃ」

　カンナはさらにそう続けたが、もなみはまだそれを信じない。

「手下は街のどこにでもひそんでいるべ？　それにやっぱり、生徒はかなりの数が魔王の手下なんだべ？」

「だから、そうじゃないって言ってるぎゃ……」

　カンナが閉口すると、美智恵がふと思いついたように手を叩いた。

「それなら、案内してあげやんしょ」

「え？」

　カンナももなみも同時に驚おどろきの声をあげる。

　と、美智恵はカンナに耳打ちをした。

「事情はわからないけど、子供の遊びでありんしょ。いざとなったら紗伊阿九斗を呼び出して、ちょっと遊んでもらうでありんすよ」

「なるほどぎゃ」

　それにはカンナも同意した。

「わかったぎゃ。それじゃ、協力してあげるぎゃ」

　もなみを下に降ろし、カンナは自分の胸を叩く。

「協力だべか？」

「そうだぎゃ。紗伊阿九斗に会わせてやるぎゃ。一いつ緒しよに戦ってやるぎゃ」

　カンナは自信ありげに言った。

　阿九斗相手なら、本気で殴なぐっても問題はない。そして、その迫はく力りよくを見たらもなみは驚くだろうし、それで魔王が倒されたと信じるだろう。そう思ってのことだったが……。

「それなら、行くべさ！　さぁ、ついてくるべ」

　もなみは先頭に立って歩き出した。まるで「自分がリーダーだ、ついてこい」と言っているかのような態度だ。

「だから、案内するって言ってるぎゃ」

　カンナは言ったが、もなみは動じなかった。

「だから、順番に行かなくちゃ駄目だって言ってるべ？　手下の居場所はわかってるだよ。経験を積む必要がなくなっただけだべ。お前さん方、なかなか強いだでなぁ」

　もなみは大おお股またで歩きながら言った。

　三人は、その後をひょこひょことついていく。

「え？　居場所がわかってるでありんすか？」

「そうだべ。当然、調べてるべ。ほら、手下どもついてくるべ！」

　もなみは楽しそうに大きく鎌を振りながら歩いて行く。

「ちょっと……どこへ行く気だぎゃ」

「だから、魔王の手下のところだべ」

　もなみが歩いて行くのは普ふ通つうの住宅地だ。

「なんでこんなところに……」

　美智恵が戸と惑まどっていると、もなみはある小さなアパートの前で立ち止まった。

「なに？　ここなんかぎゃ？」

　カンナが問いかけるが、もなみはそれには答えず、すたすたとアパートの前へ。そして、下に落ちていたブロックを両手で頭の上まで担かつぎ上げると、それを思いっきり窓に叩きつけた。

　がっしゃん！

「ぎゃ！」

「ひぃ！」

　派手な破は壊かい音が響き、それと同時にカンナと美智恵は驚きの声をあげた。

「なんじゃ、こらぁ！」

　窓の中からだぶついたシャツを着た男が顔を出してきた。頭をそり上げている。それどころか眉まゆ毛げまでない。明らかにまっとうな人間ではない。

「に、にげるぎゃ！」

「こりゃまずいでありんしょ！」

　カンナと美智恵は動き出そうとするが、それよりも早く、もなみは行動を起こしていた。

「とぅ」

　もなみが間の抜ぬけた気合いを入れる。

　気がつくと、鎌の先せん端たんがスキンヘッドの頭部に突つき立っていた。

「ぎゃあああ！」

「ひぃいいい！」

　カンナと美智恵はさらに悲鳴をあげる。

　スキンヘッドの頭からは血が流れ出す。ほんのわずかしか刺ささっていないとはいえ、景気の良い流血だ。

「なんじゃあ、こらぁあああ！」

　吼ほえるスキンヘッド。

　カンナと美智恵は逃げようと周囲を確認する。が、アルヌールが「ぐが」とつぶやいて指さした道の向こうを見て愕がく然ぜんとした。こちらを見て怒おこり顔がおで駆かけてくる男がいた。なんと、カフェでもなみが襲おうとしていた男だった。

「……関係者ってことでありんすかねぇ？」

「ま、まいったぎゃ……」

　美智恵とカンナが戸惑っている間に、スキンヘッドはもなみを捕つかまえて持ち上げていた。

「放すべさ！　こら！」

「舐めたことやってんじゃねぇぞ、このガキが！」

　スキンヘッドの剣けん幕まくは凄すさまじい。このままではもなみが大変なことになってしまうのは間違いなかった。

「や、やるんかぎゃ……？」

「ど、どうしたものでありんすか……」

　カンナと美智恵は額から汗を流す。

　腕うでに覚えがないわけではない。ただ、町中で人をぶん殴るというのは、ある種の一線を越こえた人間でない限りは立場や今後を考えてしまう。

　と、その逡しゆん巡じゆんの間に、素早く走り出していたのはアルヌールだった。

「ぐがっ！」

　素早くもなみの身体を奪い返かえし、スキンヘッドが頭から抜いてもなみに突きつけようとしていた鎌をはじき飛ばす。

「ちぃ！　なんだてめえは！」

　スキンヘッドは叫さけび、右手を伸ばした。そして、その手を輝かがやかせ、アルヌールに向かってマナ球を撃うち込んでいく。

「ぐが！」

　アルヌールはそれをたやすくはじき飛ばしたが、彼らが魔術を使ったことは、カンナと美智恵を動かすには十分だった。

「市内で攻こう撃げきをしたってことは黒魔ま術じゆつ師しだぎゃ！」

「そういうことなら、手加減さえすれば問題ないでありんす！」

　二人はうなずきあって左右に分かれる。

「どっぎゃああん！」

　カンナはその右手を獣化してスキンヘッドを一いち撃げきで吹ふき飛とばした。

「そぉおれぇえい！」

　美智恵は突とつ風ぷうを起こして走ってきた男の足をすくうと、その隙すきに素早く背後に回り込んで首筋に一撃を加えた。男はあっという間に気絶して道に倒れ込む。

「黒魔術師ってことは……」

「ホントにその筋の人だったぎゃ」

　美智恵とカンナは顔を見合わせた。

「ぐが」

　アルヌールがもなみを下に降ろし、二人に声をかけた。

「ぐがぐが」

「え？　つまり、どういうことだぎゃ？」

「もなみの言っていることは、ある意味嘘うそじゃないんでありんすか？」

「ぐがぐーが」

　そしてアルヌールは、もなみから聞いた話を要約して話しはじめた。

　なんでも、もなみが持っていた魔ま王おうの手下のリストというものを見る限り、悪質な地上げを行っている業者の職員ばかりだったのだという。

「そして、もなみの家が地上げされそうになって脅おどかされていたんでありんすか」

「とはいえ、そういうことなら、こいつらを騎き士し団だんに突き出せば終わりだぎゃ」

　カンナは胸をなで下ろす。

「そうでありんすね。おそらく、魔王というのは、脅しにつかったはったりか何かでありんしょう。違い法ほう行こう為いが向こうのしていたことなら、すべて解決でありんす。さ、まだ時間はありんすよ。通報してもなみを帰したら、晩ご飯にピザを食べるくらいはできるでありんしょ……」

「ぐが」

　楽しそうに言った美智恵をアルヌールは遮さえぎった。

「え？　そう簡単にはいかない？」

「ぐがぐーが」

「騎士団には賄わい賂ろが贈おくられている？　黒魔術師の中でも思想はなく、犯罪を行いたいがためだけの違い法ほう集団が裏にいる？」

「……まいったぎゃ」

「それでも騎士団に行けばなんとか……ならないでありんすね。よく考えたら、会長がぶん殴っていない騎き士しはこの街にいないでありんす」

「賄賂がなくても、まぁいい顔はしないはずだぎゃ。それに騎士団も地上げ集団と準備なしに事を構えたくない……ということは」

　美智恵とカンナは段々と顔を暗くする。

「ま、通報だけはしておくかぎゃ？　それで帰る……とか？」

　カンナは無理に笑みを作って言った。

　しかし、美智恵は笑わない。

「そういうわけにはいかないでありんしょ？　もなみの家に報復が行くに決まっているでありんす」

「そらそうだぎゃ……。ってことは？」

「こっちから行かなきゃいけないでありんす」

　美智恵は肩をすくめる。

「ぐが」

　アルヌールが二人の背後を指さした。

　美智恵に倒たおされた男が立ち上がり、逃げながらどこかに念話をしている最中だった。

「これで、さらにまずいことになったぎゃ。向こうの事務所を襲しゆう撃げきできなくなったぎゃ」

「もなみ。家につれていってくりゃれ。そうでないと、家が壊されてしまうでありんすよ」




○




「これが、もなみの家でありんすか」

「なんというか……率そつ直ちよくに言って……ぼろいぎゃ」

「ぐが」

　アルヌールさえも納得した。

　そこは敷しき地ちこそ広いが、中央にある屋や敷しきは木造の平屋。作りは実は豪ごう奢しやだが、どうにも古い。看板はかかっていてそこには『旅館・笹ささ原はら』とあるも、幽ゆう霊れい屋や敷しきと言われる方が納得の外観だ。

「しかし、地上げに狙われるのはわかるぎゃ」

　カンナは周囲を見回した。街中で、ここだけが緑がたっぷりの都会のオアシスとなっている。けっこうな広さの自然公園を一件で所有しているようなものだ。

「旅館にこだわらなくとも、料りよう亭ていでもなんでもやれば儲もうかるでありんしょうに」

「それが、何をやってもうまくいかないべさ。オラが菜園をやってそこの野菜を食べているくらいだ」

　もなみは屋敷の脇わきを指さした。整った菜園がそこにあった。

「なんでもうからないぎゃ？」

「それは今考えることではないでありんしょう。それより、ここは存外に守りにくい場所でありんす」

　喧けん嘩か慣れしている三人である。そこが防衛には適していないことはすぐにわかった。向こうは木々に隠かくれて移動できるし、火を付けることもできる。

「確かに、これは厳しいぎゃ……」

「ぐが」

　三人が話し合っていると、旅館から人のよさそうな夫ふう婦ふが出てきた。丸い女将おかみさんと、細長い旦だん那なさんという似合いの二人だ。

「もなみ！」

　女将さんが駆け寄よってくる。

「ああ、これはでありんすね……」

　美智恵が口を開くと、それよりも早く、女将さんが頭を下げた。

「ええ、ありがとうございます。学院の方ですよね？　お願いしていた通り、連れてきていただいて。いや、この子が魔王を倒しに行くんだなんて無む茶ちやを言いまして……」

　どうやら事情を知っていた風ではある。そういう意味では話は早いが、今の事態は飲み込めていないらしい。

「いや、それがだぎゃ……」

「はい？」

「どうも、その……もなみちゃんが魔王の手下……というわけでもないんだけれども、ともかく、そんなのにつっかかっていって怒らせちゃったんだぎゃ」

　カンナが困ったように言ったが、それでも事情がわかっていないように、女将さんは目をぱちくりさせた。

「はぁ……そうなんですか」

「いや、そうなんですか、じゃないぎゃ……。ええと、簡単に言うと、危ない奴らがやってきて、この家、燃やされるぎゃ」

　そう直接的にカンナが言うと、さすがに女将さんはうろたえはじめた。

「ええええ！　ど、ど、ど、どうしたら……」

「ともかく喧嘩するしかないぎゃ。こっちでやるから、家の特定のところに籠こもっていて、このもなみをしっかり捕まえていて欲ほしいぎゃ。この子、ほっとくと戦おうとするに決まってるぎゃ」

　カンナがそう言って、もなみを女将さんに引ひき渡した。

　もなみにしがみつかれた女将さんは、しきりに頭を下げはじめた。

「本当にもう、なんと言っていいやら……」

「お礼はあとでよろしおす。それより、早く家に入っていて欲しいでありんすよ」

　美智恵が促うながすと、旦那さんが女将さんともなみの手を引いて歩き出した。

「さて……向こうはどう動くぎゃ……」

「ぐが」

「うん。脅すよりは、家を潰つぶしちゃう方が早いと判断するはずだぎゃ」

「経過はどうあれ、手を出したのはこっちでありんすからねぇ。かなりの部分まではやってくるはずでありんす。家を壊す程度までなら、騎士団は来ないと踏ふむでありんしょう」

「でも、向こうはこっちの人相を見てるぎゃ。その復ふく讐しゆうが優先するだろうと思えば、家を壊すのは、こちらに喧嘩を売ってからになるだろうぎゃ」

「ぐが」

「家を壊すのを、こちらをおびき出すために使われる可能性はある……か。危険ではあるけれど、家を囲む形で三人わかれるしかないでありんすね……」

　三人はそう打ち合わせた。

　その会話が終わった直後、周囲の木々の間に、ただならぬ気配が走るのがわかった。

「来たぎゃ」

「散るでありんす」

「ぐが」

　三人はそれぞれ三方に走った。

　時は夕暮れ。戦闘の開始を告げたのは、詠えい唱しよう銃じゆうの発射音だった。

　発はつ砲ぽうを受けたのは、家の裏手を守っていたカンナである。

「爆ばく発はつ系ぎゃ……！」

　不意をつかれたカンナは、銃じゆう弾だんそのものを避さけることには成功するも、その後の激しい爆発には巻き込まれる。

　どぅ、という爆発音が地面を揺ゆらし、爆煙が巻き起こる。

　発砲した黒魔術師は、自ら放った銃弾の効果を確かく認にんすべく、詠唱銃を握ったまま木の間から姿を現した。

　しかし、煙が晴れて、彼が見たものは、倒れているカンナではなく、一体の大型四足獣だった。その姿は巨きよ大だいな狼おおかみに似ていた。

「な……！」

　黒魔術師は驚きの声をあげる。

「……そう来るなら、こっちも最初から全開で行くぎゃ！」

　獣化したカンナは、一声吼えると、素早く黒魔術師に飛びかかり、瞬しゆん時じに押おし倒して武器をはじき飛ばした。

　しかし、それを見て他の黒魔術師たちは作戦を変えてきた。マナ球や詠唱銃を木々の間を動き回りながら撃ち込んでくる。

「ぎゃぎゃ……学院生はちょっとやそっとじゃ死なないからって、再起不能レベルに追い込みそうな武器を振ふり回まわしてくるのはどうかと思うぎゃ……」

　カンナはぼやくが、それでも木の幹を蹴けって素早く空中を跳とび回り、一歩も地面に降りぬまま三人を一撃で地面に打うち倒した。

　それでも、カンナに対する攻撃は止やまない。

「……こっちを倒すことだけが目的になってるみたいだぎゃ」

　そのカンナのつぶやきと同じ感情は、美智恵も抱いだいていた。

「絶対、会長はこいつらにも手を出していたでありんすね……」

　街でリリィ白石は、騎士やその筋の人々から手長鬼おにと呼ばれている。それは、気に入らない奴らをすぐに腕を伸のばしてぶん殴る癖くせがあるからだ。もちろん、騎士やその筋の人々はリリィを恨うらんでいる。その取り巻きである三人組の顔も覚えていて恨んでいるであろうことは間違いない。

　その美智恵も、カンナ同様、かなりの苦戦を強しいられていた。機械コウモリを呼び出しての攻撃を行える美智恵は、この環かん境きよう下ではかなり有利に戦いをすすめられるはずだが、どうやら黒魔術師にも手て練だれがいるらしい。機械コウモリの弱点に気づいたようで、魔術により妨ぼう害がいの超ちよう音おん波ぱを放ちはじめた。美智恵も、これでは視界に入っているコウモリしか操あやつれない。

「コウモリを呼よび戻もどせば、身と家は守れるでありんすが……」

　美智恵自身は焼しよう却きやく炉ろの陰かげに隠れており、カンナのように銃じゆう撃げきを受けることはないが、結局のところそれは物もの陰かげに隠れて銃を撃ち合あうのと同じことだ。そして、そんな持久戦となれば当然、人数の多い向こうに分がある。

「こりゃ、まいったでありんすよ……」

　そして、アルヌールも別の場所で苦戦していた。こちらはなんと黒魔術師たちの持ち込んだ重機――ショベルカーと素す手でで格かく闘とうする羽目になっていたのである。

「ぐがが……」

　アルヌールはショベルを抱きかかえるようにして前進を阻はばんでいるが、馬ば鹿か力ぢからのアルヌールといえども出来るのはそこまでだった。さらに、動けないアルヌールに対して、黒魔術師たちは離れたところからマナ球や詠唱銃を撃ち込んでいる。アルヌールも防ぼう御ぎよフィールドで対たい抗こうしてはいるが、マナの消費が激しく、防ぎきれはしない。

「ぐががが……ぐがっ！」

　アルヌールは悲鳴をあげた。

　ショベルカーがそのアームを左右に動かし出し、力を防御に回してしまったアルヌールが、その力に耐たえきれなくなったのだ。

　アルヌールはショベルに持ち上げられ、投げ捨てられる。

「ぐがっ！」

　地面に投げ出されたアルヌールは、そこで背中に柔やわらかい感かん触しよくを受けて、顔を背後に向ける。同様にカンナと美智恵も投げ出されていた。

「う……。や、やばいぎゃ」

「これは……命を守ることだけに必死になった方がいいかもしれないでありんす……」

「ぐが……」

　三人は泥どろだらけになった顔を見合わせた。

　が、何をする間もなく、柄の悪い黒魔術師たちに囲まれる。

「舐なめた真ま似ねしてくれたな、お嬢じようちゃん方」

　リーダー格らしき白スーツにリーゼントの男が前に出てきて声をかけてきた。

　三人が無言でいると、白スーツは勝手に話を進める。

「まぁ、後々がこじれるといけねぇが、けじめだけは取らせてもらう。殺しゃしねぇが、せいぜい良い声で泣いてもらわねぇとな」

　白スーツはあごを振って手下に命じた。三人の男が応じ、カンナたちの髪かみをつかんで強ごう引いんに立ち上がらせる。

「助けを呼んでいるかもしれねぇ、旅館の鍵かぎ、壊して押し入いるぞ」

　その白スーツの指示で、数人が家の扉を蹴り飛ばしはじめた。

「や、やめ……」

　カンナがうめいたが、カンナを背後から抑えているのとは別の男が、その腹を殴りつけて黙らせた。

「ぐっ……」

　カンナは痛みよりも、屈くつ辱じよくにその顔をゆがませた。

「黙ってな。殺しゃしねぇ。それにしても、会長さんが来るかと思って戦争くらいの人数連れてきちまった。いなくて助かったぜ。今いま更さら呼んでも遅ぇが」

　白スーツはそう言って、家の扉とびらを蹴り開けた。

「うぐぐ……来るときに会長を呼んでおけばぎゃ……」

「サボりだから無理だったでありんす……」

「うう、ピザが食べたかったばかりに、こんなひどい目に……」

　嘆なげくカンナたちだが、そんな言葉は誰だれも聞いてはいなかった。

　ただ一人を除いて。

「まいったな。何をしても気分が良くはならない事態になっているなんて」

　背後からそんな言葉が聞こえてきて、黒魔術師たちは顔をしかめた。

「てめぇ、何を度胸のないことを言ってやがる……」

　白スーツの男は、仲間が言葉を発したと思ったのだが、振り返って動きを止めた。

「なっ……本物じゃねぇか！」

「本物……？」

　黒魔術師たちがざわつく。

　白スーツの男からそう言われた当の本人は、難しそうな顔でうなった。

「そんな風に驚くくらいなら、最初から僕ぼくの名前なんて使わないでもらいたいんだけど」

「え……じゃあ……」

　黒魔術師たちは慌あわてて彼から離はなれはじめた。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　びびってたら話になんねぇだろうが！」

　白スーツは、彼――紗伊阿九斗を指さして、そう言ったが、手下たちにカンナたちを人ひと質じちにとれ、と手で指示した。

　黒魔術師たちは、それに応じて詠唱銃をカンナたちの顔に突きつけようとした。

　阿九斗は顔をしかめる。

「だから、気分の良いことにならないって言ったのに……」

　阿九斗がそう言った次の瞬しゆん間かん、カンナたちを捕まえていた男たちの腕が大きく横に広げられた。まるで、自分たちの意志とは別に身体が動き出したかのように。

「お、おい……何をしてやがる……」

　白スーツは怯えた声をあげた。

「わ、わからねぇっす……馬鹿力で押さえられてるみたいで……」

　手下たちの言葉で、白スーツは阿九斗を見た。

　阿九斗は暗い顔をしてうなずいた。

「僕がやってる。だけど、僕がやりたいわけじゃない。まぁ、僕の気分の話をしても聞いてくれないだろうから、特に説明せずに手短にやるけど」

「な、何を言ってやがる……って、え！」

　白スーツは魔術を放とうとして、やはり動きを止めた。その手が勝手に開き、まるで十じゆう字じ架かにかかっているかのような格好になる。

「馬ば鹿かな……何人も同時に押さえつけられるマナ強度なんてあり得ねぇ！」

　狼ろう狽ばいした白スーツは怒ど鳴なった。その顔にはまだ恐きよう怖ふの色はなかった。それを見て、阿九斗は落らく胆たんの表情を浮かべる。

「それがわかったなら、今、僕が何を考えているか想像したりしないわけ？　つまり、その、どうしたら許してもらえるか、とか？」

　阿九斗はため息混じりで言った。

　と、白スーツもその手下たちも、ようやく事態を飲み込めたらしい。追従するような薄うすら笑わらいを浮かべて、詫わびの言葉を並べはじめた。

「す……すんませんでした。名前をかたったりして。いや、そりゃあ、しかし、旦那の名前が天下に響いているからで。ねぇ、そうだ。正式に舎しや弟ていにしてくだせぇな。俺おれら……」

　その白スーツの言葉が終わるまで聞かず、阿九斗は首を横に振った。

「違ちがう。そういうことじゃない」

　その声に怒ど気きはなかったが、言った瞬間、白スーツの口から凄まじい悲鳴があがった。右みぎ腕うでがねじれ、バキバキと音を立てていた。

「ぎゃあああ！　す、すんません、すんません。そ、そういうことじゃなかった……。こ、この件からは手を引きます……。だから……」

「そういうことでもない」

　阿九斗は子供をしかるように言って、白スーツの左手に視線を向けた。今度は左手が派手にねじれる。またも悲鳴が暗くなった空に響いた。

「謝あやまる相手が違う。そんなこともわからないなんて」

　そう言って、阿九斗は手を振った。黒魔術たちは、全員がその身体を宙に浮かせた。そして、吸い寄せられるように阿九斗の前に横に並ばされる。

　恐怖に凍こおり付ついた顔をしている黒魔術師たちに、阿九斗はまるで教師のように言った。

「さて、どうするべきか正解のわかった人は？」

　が、そんなことを言われて名乗り出る者がいるはずもない。沈黙を前に、阿九斗は呆あきれたように首を振った。

「ごめんなさい、と三人に詫びるべきだろうに」

　阿九斗は手を振った。近くにいた五人が腕をねじられて悲鳴をあげた。

　まだ腕をねじられていない者は、慌てて詫びを入れはじめる。

「ごめんなさい！　ご、ごめんなさい！」

　が、阿九斗は即座にそれを否定した。

「言われてから謝ってどうするんだ！」

　そして、さらに五人の手足をねじった。

　軟なん体たい動物のようになった黒魔術師たちが地面に転がってうめく。

「さて、どうするべきかわかった人は？」

　もう一度阿九斗は聞いた。

　だが、またも答えられる者はいなかった。同じ問いを何回か繰くり返すうち、黒魔術師たちは、三十人程度はいたはずだが、全員が情けない悲鳴をあげてのたうつだけの存在になっていた。

「お、恐おそろしいぎゃ……」

「せ、説教強ごう盗とう……いや、それより恐ろしい何かでありんす……」

「ぐが……」

　助けられたはずの三人は身体を寄せ合って震ふるえていた。

「どうしてわからないんだ……。ちゃんと謝って、まっとうに生きるってことを誓ちかうなんて簡単なことが何でできない……」

　阿九斗は暗い顔で首を振った。

「ち、誓います……誓いますから……」

　白スーツの男が泣きながらうめいた。

　それにも阿九斗は首を振る。

「だから……言われてからやっても仕方ないって」

　そう言って手足をねじろうとしたが、ねじる手足がないことに阿九斗は気づいた。

「まぁ、いいや。ともかく自分から理解してもらうのが重要なんだ。結局のところ、そういうことなんだからさ……」

　そうつぶやくと、黒魔術師たちは全員が再び宙に浮く。と、ねじ曲がっていた手足の周囲にマナが集まり、みるみるうちにその手足がまっすぐに戻りはじめた。彼らの顔にも血の気が戻ってくる。

　黒魔術師たちの顔にほっとしたような笑えみと、後こう悔かいの涙なみだが光る。

「あ、ありがてぇ……よくわかりました。これからは心を入れ替かえて……」

　白スーツは阿九斗の前に素す早ばやく土下座をした。

　と、その瞬間、阿九斗の目が不快そうに光った。

「最初に謝る相手が違うって言ったよね？　それじゃ、痛めつけられたから謝ってるだけじゃないか！」

　阿九斗は怒鳴った。そして、今度は白スーツの全身をねじり潰す。

「ぎゃぁあああぁああぁああ！」

　その凄せい惨さんな光景に、黒魔術師たちは震え上あがった。カンナたちも、さすがに言葉もない。

　彼らを冷たく見下ろし、阿九斗は困ったように言った。

「全員がわかるまで治ち療りようしてねじるを繰り返すから。一人でもわからなかったら、連帯責任ってことになる。わかった？」

　黒魔術師たちは言葉を発することもできなかった。

「ああ、この理り不ふ尽じんさは見たことあるぎゃ……」

「小学校のときの体育教師でありんす……」

　カンナと美智恵は震えながら目の前の光景を見ているしかできなかった。

　人間が骨を砕くだかれて、ぐにゃぐにゃにされては再生させられるという地じ獄ごく絵図だ。

　そして、黒魔術師たちの破壊と再生とが三サイクル目に入った時、さすがに異常に気づいた笹原家の人々がおそるおそる破壊された玄げん関かんから顔を覗のぞかせた。

「ひぃいいい！」

「うわぁああああ！」

　女将さんも、旦那さんも、ものの見事に腰こしを抜かした。

　血だまりにうごめく軟体動物と化した柄がらの悪い男たちの前に、ただ一人冷たい顔で立っている魔王を見て正気でいられる者はそう多くないだろう。

「本物の魔王だぁああ！」

「い、命ばかりは……！」

　そう叫んで二人は気を失った。

　それを見て、阿九斗はさすがに反省した顔になった。カンナたちに歩み寄ると、頭をかいた。

「ごめん。ちょっと場所をわきまえなかった」

「……いや、その程度のことじゃないぎゃ」

「や、やりすぎというか……なんというか……でありんす」

「ぐが」

　三人は困こん惑わくして首を振った。

　と、そこに石ころが飛んできた。カンナに当たりそうになったのを阿九斗が手ではじき飛ばす。

「もなみ……」

　石が来た方向に目をやった美智恵がつぶやく。

「うわぁああん！　やっぱりおめえら全員魔王の仲間だったんだべ！　でなければ家の前でこんただひどいことしてご主人様を気絶させるはずがねぇ！　家もめちゃくちゃでねぇだか！　帰れ！　帰れよう！」

　もなみが泣なき叫びながら、必死に石を投げていた。

「これは……」

　カンナが何か言おうとしたが、それを美智恵が制した。

「まぁ……もういいでありんす。事は終わったんでありんすから」

「ぐが……」

　アルヌールも立ち上がって、二人をうながした。

　カンナはうなずいて立ち上がり、少し行ってもなみを振り返ったが、もなみはそんなカンナにも石を投げていた。

「あ……。ごめん。なんか、悪かった……。なんと言っていいか……。その……いろいろ片付けてくる」

　阿九斗はそれを見て暗い顔になり、黒魔術師たちを彼らが持ってきたショベルカーのショベルに詰つめはじめた。そしてショベルカーごとひょいと肩かたに担ぎ上げると、カンナたちとは逆方向へ歩いて行く。

　カンナはそれを見送りながら、苦笑いを浮かべた。

「規格外だぎゃ……」

「真ま面じ目めにやってたのがばからしくなりんす……」

「ぐが……」

「でも、確かにあいつならまぁ処理はしてくれるぎゃ……」

　三人は、時折、旅館『笹原』の方を振り返りながら、とぼとぼと夜の街の帰路を歩いた。

「それにしても、とんだ休日になったぎゃ……」

「正確には休日じゃないでありんす」

「ぐが」

「そう。サボり……って、門限破ってるぎゃ！」

「ああっ！　そうでありんす！」

「ぐがぐあがぐあがうがうがう！」

「取り乱すなぎゃ、アルヌール！　ああ……でも、こりゃ絶対に会長からおしおきだぎゃ」

「はぁ……あちきらはピザが食べたかっただけでありんすに……」
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「本来なら、生きているのが嫌いやになるほどの拷ごう問もん、『おばあちゃんのぽたぽた焼き』をかましてやるところだが……。罰ばつとして今晩、おまえらは野宿な」

　リリィ白石は、夜も遅おそくなってから帰ってきた三人に、何かかゆいところに手が届かないような顔で告げた。

「の、野宿……ですかぎゃ？」

「そうだ。つまり、飯抜き、ベッド抜き、夜遊び抜きだ。敷しき地ち内ないの山で寝ねろ。それだけだ」

「あの……それだけでありんすか？」

「くどいな！　なんなら、やっぱりすげぇ罰を与あたえてもいいんだぞ、ぼんくらどもが！」

　リリィが怒鳴り、三人は素す直なおに退散した。

　そして、山のまだなだらかなところを見つけ、三人で固まって星空を眺ながめる。

「ああ、どうしてこうなったぎゃ……」

　カンナが地べたに座すわり込んでぼやくと、美智恵が口をとがらせた。

「ぼやかれても困るし、お腹なかがすくだけでありんす。大体、あんさんは野っ原で汚よごれても似合いでありんしょうが、あちきは汚れるのは嫌でありんす」

「もう喧嘩で汚れまくったぎゃ。気にするなぎゃ」

「ああ、もう、負けた喧嘩なのも腹が立つでありんす。だいたいありゃああんさんが……」

「ぐが」

「ああ、もう……そうでありんすよ……喧嘩はお腹がさらにすく……」

　美智恵はマントが汚れるのも気にせず、ごろりと横になった。そして、ぼやく。

「ああ、ピザ……。モッツァレラにゴーダ……。トマトパプリカサラミ……」

「黙れぎゃ。腹が減る」

「あー、だって！」

　美智恵は手足をじたばたとさせた。

　と、そこに不意に声がかかる。

「あのー」

「ん？」

　三人が同時にそちらを見ると、阿九斗が大きなバッグを担かついで山を登ってきていた。

「ど……どうしたぎゃ？」

　半ば目をそらしながらカンナが聞く。

　どちらが悪いわけでもないが、今回のことはやはり気まずい。

「あの件は始末してきた。騎士団にもねじ込んだよ。いや、それはいいんだ。それが……あのときの会話を聞いちゃってね」

　阿九斗も気まずそうに言った。

「あのときの会話？」

　美智恵がそう聞き返すと、阿九斗はバッグをおろし、そこら辺に転がっている石を集めはじめた。

「うん。いや、ピザが食べたかったんだって？　それと会長から食事抜きの罰を与えられたと聞いてね」

「それと、石を集めるのと何の関係があるぎゃ？」

「簡単な釜かまでもなんとか焼けるものさ。ピザ、作ってあげようと思って、発はつ酵こうさせた生き地じと材料を持ってきたんだ」

　阿九斗は石をコの字に組みつつ、バッグを三人に開いて見せた。

「おおっ！」

「ああっ！」

「ぐがっ！」

　三人は目を輝かせて声をあげた。

「すごいぎゃ！　伊だ達てに数々の女を落としてないぎゃ！」

「やっぱりこんなマメさが秘密だってでありんす！」

「……あのねぇ、食べさせてあげないよ？」

「嘘だぎゃ！　思わず惚ほれたって言いたかっただけぎゃ！」

「そうでありんす！　さぁ、出だすでありんす！　赤いもの、赤い食べ物！」

「……なんで赤なの？　いいけどさ、薪まきを集めてきてよ」

「ぐが」

「それじゃ、石の間に土を詰めて……」

　そして、阿九斗はピザを焼きはじめ、数分で大きく丸くこんがりとしたピザが完成する。

「ぎゃ！　ぎゃ！」

「おっ、おっ！」

「ぐが！」

　三人は焼けたピザを見てはしゃぎだし、カンナに至っては丸いピザを見てあっさりと獣化した。そして、飢うえた子供のようにピザに群がり、材料がなくなるまで、つまり三枚分も綺き麗れいに平らげた。

「じゃ、さすがに僕は寮りようで寝るから」

　阿九斗は自分も何きれかピザをつまんだ後、三人にねぎらいの言葉をかけてその場を立ち去る。

「えー、一いつ緒しよに寝るぎゃ！」

「そうでありんす！　むしろ抱いて！」

　ふざけて騒さわいだカンナと美智恵だったが、阿九斗が帰ると、すぐに眠ねむたくなってしまい、獣化して丸まったカンナの腹に美智恵とアルヌールが収まる格好で横になった。

「あー、そういえば……今、思ったんでありんすが」

　美智恵は空を見ながら口を開く。

「なんだぎゃ？」

「会長が罰をぬるくしたのも、紗伊阿九斗の差し金でありんしょうかねぇ……」

　それを聞いて、カンナはしばらく黙だまった後、感かん嘆たんの声をあげる。

「あー、そうかもしれんぎゃ……。でも……いい奴やつは、いくら相手がアレでも、骨を砕いて説教はしないぎゃ……」

「それもそうでありんすね……。ま、気にせずに寝やんしょ……」

「ぐが」
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「あ、でも、確かにもなみのことは気になるぎゃ……」

「誤解はされたままでありんすねぇ……。とはいえ、考えても無む駄だでありんす……」

　そして、三人は眠った。

　が、朝になって、山を登り、三人を起こしに来た者がいた。

「起きるですよ」

　その人物は、もはや学院では有名になりつつあるメイド用務員、笹原望のぞみだった。

「ん……」

「な、なんで、あんさんが起こしに来たでありんす？」

　カンナたちが不思議そうに見上げると、望は自分の作業用手帳を三人の前に突き出した。

「メールが来たの生徒会長に転送したんですよ。そしたら、どうせなら、直接見せてやれ。ついでに起こしてこい、と言われたんです」

　望は、手帳に画像を表示していた。そこにはへたくそな字でこうあった。

《ごめなさい。ごしゅじんさまにれんらくきました。おまえらありがとう。まおうのなかまじゃない。もっかいごめん。ありがとう。もなみ》

「会長が手を回してくれたんだぎゃ……」

「……ふぅ、安心したでありんす」

「ぐが」

　三人は、どこかくすぐったいような、ほっとしたような笑みを浮かべた。

「何をにやにやしてるですか？　こんなアホの手紙で。メール出せないから、お絵かき版に字を書いて、それを母ちゃんに送ってもらってるくらいのアホですよ？　芋いも掘ほりくらいしか能のない」

　望が不思議そうな顔をした。

　美智恵が目を丸くする。

「え？　母ちゃん？　……あ！　そういえば、あのおんぼろ旅館の名前は、笹原でありんした！」

「そりゃあ、笹原はウチの家ですよ？　おんぼろで悪かったですね。でもまぁ、それももうすぐ解決です。ウチの天才的な錬れん金きん術じゆつであの旅館もビルにするですよ。そのための手はずも整えておいたです。魔王の名をかたる悪質な地上げ屋をけしかけておいて、それをさらに魔王に教えてやったですよ。そうなれば、魔王と地上げ屋がぶつかって魔王が勝つ。魔王によって守られた土地ってことで、価値が上がって、農園の一部を売るだけでお金ががっぽがっぽ……ん？」

　ただならぬ気配に気づいて、望は三人の顔を見返した。

　三人の顔は、十年追い続けた親の敵を見つけたような鬼き気き迫せまるものだった。

「……てめぇが元げん凶きようか」

「……これは、即そく座ざに『おばあちゃんのぽたぽた焼き』でありんす」

「ぐが」

「……え？　ちょっと、なんですか？　なんで怒ってるんですか？」

　望はじりじりと迫ってくる三人に怯おびえて後ずさった。

　その後、何があったかは、望はもちろん、三人も決して語ろうとはしない。







４　幽ゆう霊れい旅館にいらっしゃい







「完かん璧ぺきっ……！　完璧な計画ですよ！　パーフェクト！　ばっちり！　素す晴ばらしい！　世界が取れる！」

　望のぞみは用務員室で一人ほくそ笑んだ。手帳に書いているのは『最終皇こう帝てい計画』。つまり、望が皇帝になるための最後の手段ということらしい。

「これはまさに最後の手段……。皇帝を我わが家やに呼び寄せる！　そして、我が家の特性を活いかして皇帝を精神的に混乱させ、そしてウチに帝てい位いを譲ゆずらせる……！」

　望は一人で盛り上がって叫んだ。見事なおでこが光る。

「我が家の特性とは何です？」

「その特性とは、幽霊ですよ！　『笹ささ原はら』はまさに幽霊旅館……！　って、うわっ！」

　望は背後から声をかけられていたことに気づいて飛び退のく。

　一人で盛り上がっていたわけではなかった。背後にはころねが立っていたのだ。

「な、なんで、ここにいるですか？」

「なんで、と問われても困ります。皇帝陛下に温泉旅館宿しゆく泊はく券けん当選の手紙を出したでしょう？」

　ころねは、手紙を望の前にぶらさげた。

「そ、それは、ウチが出した手紙！　計画の第一歩がどうして皇帝に届かずにここに！」

「あなた、頭が悪いのですね。自分は皇帝の侍じ女じよでもあります。手紙はすべて検けん閲えつします」

「そ、そんな仕組みがあったですか……！　それで、なぜここに来たんですか？」

「いえ、旅館の下調べはさせていただきました。そこで、行こうというのです」

「ああっ！　早くも挫ざ折せつしたですよ！　完璧な計画だったのに……って、え？　行こうって、どこへ？」

　途と中ちゆうでころねが何を言っているのかに気づいた望が、ころねの顔を見返した。

「このチケットの通り、『笹原』に一泊ぱく」

「え？　そうなんですか？　そりゃまたどうして？」

「どうして、って、泊とまらなくていいのですか？」

「いや、そりゃあ泊まってくれた方がいいに決まってますよ？」

「それなら決まりです。ああ、そうです、チケットには割引と書かれていますが、無料でお願いします」

「む、無料……！」

「泊まらなくていいんですか？」

「そ、それなら、皇帝だけ無料ということで……」

　おずおすと望は切り出した。

　ころねはうなずく。

「いいでしょう。他ほかにもついていきそうな人はいますが……。そのときは臨機応変にお願いいたします」

「そ、その……」

　望は帰ろうとしたころねを呼び止めた。

「どうしました？」

「いえ……その……どうしてウチの計画を知りながら、それに乗っかるですか？」

　そう聞かれたころねは、即座にこう答えた。

「面おも白しろそうですから」

「え？」

　望がぎょっとすると、すぐにころねは言葉を被かぶせる。

「冗じよう談だんです。いえ、半分は冗談ではありませんが」

「は、半分……ですか？　では、もう半分は？」

　望は、そう聞いたが、ころねはそれには答えなかった。

「秘密です」

「秘密……」

　望は戸と惑まどったが、ころねは黙って部屋を出て行く。

「むうん。気になるですよ。いや、しかし、ここはチャンス。さらに素晴らしい計画を練らなくていけないですよ！」

　俄が然ぜん燃えてきたのか、望はさらに馬鹿らしい計画を立てはじめた。
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「行こうよ、温泉だよ！」

　けーなは嬉うれしそうにチケットを見せびらかしていた。

「そうなんだ。よかったね」

　阿あ九く斗とはスクリーンで読書をしながら、そちらを見ずに応じた。

　毎度のことだが、けーなは阿九斗の部屋でもりもりと米粉ビーフン使用のお菓か子しを食べているところである。その対応も当然と言えば当然だったのだが、けーなは口をとがらせた。

「違うよ。あーちゃんも一緒に行くんだよ？」

「え？」

　阿九斗が振り返ると、けーなは三枚のチケットを扇おうぎ状じように広げた。

「三枚……つまり、僕と、ころね？」

「そうだよ！　行こうよ。楽しいよ。タダなんだよ。旅館のごはんは味が違うよ！」

　けーなははしゃぐが、阿九斗は思案顔になった。

「だけど、君がそんなところに泊まったら、世間じゃちょっとした騒そう動どうになるんじゃないのかい？　それに、僕らだけって……」

　阿九斗がそう断りかけると、戸と棚だなから降りてきたころねが横合いから入ってきた。

「セキュリティ、報道規制、その他の手続きは済ませてあります。あとは阿九斗さんが皇帝陛下に手を出さなければいいだけです」

「そうだよねー、ころねちゃん話せるぅ。公務に疲つかれているんだから、こういう癒いやしは必要だよねー」

「いや、君、意外と公務はしてないんじゃないかな……。いや、そのことは関係ないか。ちょっと、それって……」

　何かあるってことか？　と聞こうとした阿九斗を、ころねは目で制した。

　その気配を察した阿九斗は、チケットを一枚とる。

「じゃあ、行ってみるか。部屋は別なんだよね？」

「そうです。明日出発です。それほど遠くないので、歩いて行けます」

「遠出じゃないのが残念だけど、まぁ、いっかー。楽しみだねー。じゃあ、明日ねー」

　けーなは、ころねにもチケットを渡わたすと、窓から外に出て行った。

　それを見届けた阿九斗が、ころねを振り返った。

「で、どういうことなんだい？」

「チケットをご覧ください。この旅館『笹原』という名前です。あの用務員と同じ名字。つまり、彼かの女じよの実家です」

「あ、僕がこの間、行ったところじゃないか」

「はい。ご存じの通り、笹原望は皇帝の血を引くと自じ称しようし、いろいろと騒動を起こしています。しかし、調査の結果、それが本当かもしれないという話になりまして」

「え？　本当に？」

「可能性がある、という話です。笹原家に委い譲じようされた皇帝の秘宝があるという記録が発見されました。すでに近衛騎士が調べを行っており、その秘宝とされるものの実在は確認されています」

「それは、何なの？」

「玉ぎよく璽じです。どのような効果があるかわかりませんが、皇帝の血に反応する仕し掛かけが施ほどこされている可能性があります」

「……玉璽。皇帝の証あかし自体がそんなところに眠っていたなんて」

「はい。玉璽を失っていたため、神器を使える者が皇帝であるという認にん証しよう方式になっていたわけです。本来の皇帝は玉璽に認証されていたはず」

「それをけーな自身が確認しなくちゃいけないわけか」

「はい。近衛騎士も気づかれぬよう警備は行っています。後は、旅館にも普ふ通つうに営業を行ってもらうことにしています。正確には、旅館はこの事態を知りません」

「でも、皇帝が行くとなったら、ちょっとした騒ぎにならないかい？」

「皇帝に成り代わろうとしている笹原望さん自身が立案した計画です。旅館側は覚かく悟ごしているでしょう。まぁ、どのような覚悟かは別として。学院外への影えい響きようは、先さき程ほども申し上げた通り報道をシャットアウトすることで対処しています。噂うわさでは流れるでしょうが一泊だけのことです。すべてが終わってから世間が事情を知ることになるでしょう」

　ころねは一気に説明した。

　阿九斗はうなずく。

「そういうことなら、僕も望さんのいたずらだけは防ぐよう注意していよう。本当に騒動にならないといいけどな。あそこのご両親はいい人そうだったし」

　そして、思案顔になると、阿九斗はこうつぶやく。

「でも……どうして皇帝なんてシステムをまだ維い持じしなきゃいけないんだ？　我を通した僕が言うのも違うとは思うけど、騒動のもとになるならない方がいいじゃないか」

「騒動を愉ゆ快かいだと思うのが人間性だと理解していますよ、我々人工知能は」

　ころねは言った。

「そりゃあ、君たちはおろか、神もそういう考えだろうね。戦争も虐ぎやく殺さつも、当事者でなければ十分に愉快だと見ることもできる」

　阿九斗が肩をすくめた。

　ころねは冷静に答える。

「あなたも我々に近い側の人間です。そして、先程の質問に答えるなら、皇帝を維持した方が良いのは、便利だからです」

「そうだってことは理解しているよ。しかし、どうしたって僕はそういうものが気に入らないらしいや。戦争は起こしたくないが、やはりぶっ壊こわしたい制度はあるよ」

「危険な発言ですね。しかし、天下国家を語るより、手近な問題が勃ぼつ発ぱつしていますが」

　ころねはそう言って窓の外を指さした。

「何？」

　阿九斗がそちらを見ると、そこでは望がチケットを売っていた。

「さぁさぁさぁ、売るよ、売るよ、チケット売るよ。皇帝と魔王が宿しゆく泊はくする日のチケットだよ。何が起こるか見物だよ。格安だよー」

　だみ声を作って扇状にしたチケットを振り回まわしている。サングラスにマスク姿で、首からは段ボールで作った看板を提さげている。

「……うわぁ」

　阿九斗が何も言えずに悲しげな声だけをあげる。

「確かに自由な営業は許可しましたが。大だい丈じよう夫ぶですよ、チケットを買う人などいるはずがありま……いましたね」

　ころねは言った。

　その言葉通り、不ふ二じ子こがそれに食いついていた。

「ホントですの？　阿九斗様がけーなとお泊まりだなんて！」

「はい、ホントです。ホントですよー」

「ええい！　許せませんわ！　わたくしも泊まります！　おいくら？」

「今なら二万円の格安ー」

「高いですわ！」

「買わなくてもいいんだよー」

　望がだみ声を通しているために間ま抜ぬけな会話にしかなっていないが、ともかく、不二子は値切りに値切って一万四千五百円でチケットを買っていた。

「あ……どこで聞きつけたのか、木き多た淑よし恵えさんも買っていますね。そして、木多さんが、服はつ部とりさんも呼んでいます。服部さんは、嫌だ嫌だと言いながらも、木多さんに押し切きられた振りをして購こう入にゆうしました」

　ころねが淡たん々たんと実じつ況きようする。

「言わなくていいから……」

　阿九斗はすでに窓の外を見るのはやめて頭を抱かかえていた。
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「ようこそのお越こしで」

　頭を下げた女将さんと旦だん那なさんは、阿九斗を見て緊きん張ちようを顔に浮うかべた。後に事情を知っている阿九斗は、なるべく柔らかい表情を作る。誤解があったことは、その後の情報でわかっているはずだが、さすがにあの光景を見ては、阿九斗に怯えないはずがない。

　それでも阿九斗が思いの外穏おだやかな態度でいるのを見て、やや安心したのか、外面のいい不二子が先頭に立って丁てい寧ねいに挨あい拶さつをしたのが効果的だったのか、女将さんは客として阿九斗を迎むかえる態度は崩くずさずにいた。

　結局、泊まることになったのは、阿九斗、けーな、ころね、絢じゆん子こ、不二子、淑恵。大部屋がひとつに阿九斗の個室という部屋割りだ。そして、この宿泊計画を立案した望は、玄関で、ほくそ笑みつつこの来訪を出で迎むかえた。

　――大部屋で、皇帝がウチに帝位を授さずける様を見届けてもらうですよ。

　そう内心で思いつつ、見かけは殊しゆ勝しように頭を下げる。

「いらっしゃいませですよー」

「うわー。すごいね、こういう雰ふん囲い気き、好きー」

　中に入り、ロビーを見回したけーなが嬉しそうに声をあげた。

「こういう雰囲気？　いや、まぁ……雰囲気はありますわね」

　不二子は微び妙みような顔で言った。

　ロビーのカーペットの毛はすり減ってつるつるだ。ソファの革もすり切れていて薄く、ガラスのテーブルはどことなく雲っている。太い木造の柱には細かい傷が多数ついているばかりか、表面がけずれて部分的にくびれができていた。

「手入れがされているところがまたなんというか……」

　淑恵がいつもの癖で忌き憚たんのない感想を口にした。確かに調度は傷んではいるが、埃ほこりがかぶっているようなことはない。単純に手入れをしていても隠かくせないほどにすべてが古くなっているのだ。

「いや、それは言っちゃだめ……」

　絢子は淑恵をたしなめたが、事実は事実なので、どうにもそれ以上は旅館の内装を擁よう護ごはできずにいた。

　普通なら案内をする望も文句を言うところである。が、望はその古さを利用する気でいるのだから、この反応にも動じなかった。

「古いですけれど、その分、様々な歴史があるんですよ？　たとえば、あの天てん井じようからぶら下がっている籐とうの椅い子すですが」

　望は、ロビーの奥おくの角の天井付近に、針金で縛しばり付けられている籐の椅子を指さした。当然のごとく座れないので、インテリアとして飾かざられているように見えるが……。

「あれは座った人がことごとく一週間以内に死んでしまった椅子です。捨てようとした人もなぜか死んでしまったので、誰も座れないようにああして保管してあるんですよ？」

　困ったことに望の説明ははったりでなく事実であった。

「いや、呪のろいなんて、実在しないよな？」

　絢子は心配そうに言い、阿九斗の服の袖そでをつかんだ。

　しかし、怯えていたのは絢子くらいのもので、不二子は絢子の手を阿九斗の袖から払はらうと、「当然ですわよ」とたしなめた。

「呪いは黒魔ま術じゆつのものだってよく誤解されますけれど、マナを介かいしている以上、対たい抗こう手段の存在する普通の魔術ですわ。体内のマナに干かん渉しようして殺せるような術がかけられているなら、相当の気配があるはずです」

「偶ぐう然ぜんが重なるってあるんだよね。でも、その偶然ってやつがないと人生は面白くない。いや、不思議なことはあるって思ってもいいんじゃないかなぁ」

　淑恵はどちらともとれることを言ったが、少なくとも怖こわがっていないのだけは確かだ。

　そして、肝かん心じんのけーなは……。

「あーちゃん、すごいよね。怖いよね」

　口では怖いと言っていたが、満面の笑みを浮かべていた。

「まぁ、なんというか、信じた方が面白いって類たぐいのことではあるね」

　阿九斗は興味なさげにうなずいた。

　――くっ……しかし、勝負はこれからですよ！

　望は内心で唇くちびるをかみしめたが、表面上はにこやかに笑う。

「来てくれるお客さんには好評ではあるんですよ？　ただ、眺めているだけでも体調が悪くなることはあるみたいですが。さ、部屋はこちらですよ」

　望は奥へと一行を案内した。廊ろう下かを進む際、空いている部屋を途中で示し、こう説明をはじめる。

「ここは、百年ほどの間に、三人が首をつった部屋です。皆みなさんの部屋は隣となりだから大丈夫ですが、深夜に部屋の天井の梁はりが、ぎぃーぎぃーと音を立てることがあるんですよ。それは、隣の部屋で梁に吊つるしたロープがきしんでいる音なんです」

　ぬるりとおでこを光らせて不気味なことを言う望である。

「ちょ、そんな……勘かん弁べんしてくれ」

　絢子はまたも声を震わせた。

　しかし、他の者の反応は先程と似たり寄ったりだ。

「死者なら死し霊りよう術で生前の意見が聞けますわ」

「夜で寒くなると木が伸しん縮しゆくするんだよね」

「怖いよねー、あーちゃん」

「そうだね。なんにせよ自殺は不幸なことだな」

　――げ、現代人は幽霊を信じにくいとはいえ……魔ま術じゆつ学院生徒は手て強ごわいですよ？

　望は焦あせりはじめる。

「そして、こちらが女性部屋。大部屋ですが端はしに置かれた鏡台には注意してください。そこから白い服を着た女が出てくることがあります。人を鏡の中に引き込んでしまうことがあると聞きますよ？」

　部屋を見せるや、即座にそう告げる望である。

「ひ、引き込まれたら死ぬのか？」

　絢子は声を震わせた。

「死にます」

　望は断言した。

「ひぃいいい！」

　絢子は裏返った声をあげたが、その肩に阿九斗が手を置く。

「そんな死に方したなら、絶対に記録に残ってるだろ。笹原さんも楽しませようとして言ってくれてるのはわかりますけど、あんまり重ねると少し興ざめになりますよ」

「いえいえ、事実は事実ですので、警告しようと思ったんですよ？」

「はいはい」

　阿九斗は流す。

　が、それを見た不二子が阿九斗の腕うでにしがみついた。

「きゃー、そんな恐ろしい！　どうしましょう、鏡から出てきた悪あく霊りように取り殺されてしまうなんて！　もし、そうなったら、阿九斗様、守ってくださいます？」

　不二子は上うわ目め遣づかいで阿九斗を見上げるが、阿九斗は困ったように眉まゆを寄せた。

「すいません、さすがに僕でも白々しいとわかりますので……」

「ちぃ！」

　不二子は舌打ちした。
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　その後、女じよ性せい陣じんを大部屋に残して、阿九斗を一人部屋に案内しようと望が先に立った。　それに、阿九斗ところねがついていく。

「部屋を見ていなくていいの？」

「とりあえず、何かの時のために、そちらの部屋も確かく認にんしておこうと思いまして」

　ころねが言った。

　望は相変わらずの調子で部屋の由来を語っていたが、それを聞き流していた阿九斗も、次の言葉には表情変えた。

「この部屋からさらに奥、そこが開かずの部屋になっています。創業後、すぐに凄すさまじい虐殺事件が起き、それ以降、封ふう鎖さされています」

　阿九斗はころねと顔を見合わせる。

「そこに何か隠されているとか、そういうことは？」

「ふふふ、聞いてくれましたね？　悪霊を封ふう印いんした伝説の壺つぼがあるとされています。この壺、実は……」

　望はさらに語り続けたが、阿九斗はころねに目配せをする。

　ころねはうなずいて阿九斗にささやく。

「〝あれ〟はそこではなく、地下の倉に普通にありました。ですが、彼かれらの調査でも結局〝あれ〟が本物であるかどうかの最後の確証は得られていません。そちらも調べてみる必要がありそうです」

「そうしよう」

　阿九斗は言った。

「あれ？　ささやきあっちゃって、どうしました？　怖いですか？　それじゃあ、気をつけてくださいね」

　望は真意を知らず、にやにやとしながら言った。

　そして、望は望で、阿九斗が部屋に荷物を入れている隙すきにころねにささやきかける。

「どうですか、この完璧な計画。怖がらせて、皇帝の精神を追い込んでいくですよ？」

「そうですね。それより、今までの話はあなたが認にん識しきしている限りで、本当だと言っていいのですか？」

　ころねが聞き返す。

「え？　本当は本当ですよ」

「それならばわかりました。では、計画、頑がん張ばってくださいませ」

　ころねは言った。

　そして、不思議そうな顔で帰って行く望をよそに阿九斗の部屋に入り、こう告げた。

「信じたくはないですが、もしかしたら大変なことになるかもしれません。ご注意を」

「……脅おどかしてるんじゃないみたいだけど。でも、幽霊ってのは、あり得ないだろうに」

「そうとも言えないかもしれません」

　深刻な顔でころねは言った。いつも深刻な顔だといえばそうなのだが。

「やっぱり脅かしているみたいだね」

「いえ……。あ、食事は大部屋で皆さんと一緒にだそうです。それまではお風ふ呂ろをどうぞとのことです。調査は夜に行いましょう。とりあえず旅館内を見ていき、玉璽を朝までに保護。それを翌朝、陛下に見てもらいましょう」

「わかった。じゃあ、夕方から夜まではゆっくりさせてもらうことにするよ」
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　日が暮れて、阿九斗は一人、大浴場に向かった。女性陣は着き替がえなど忙いそがしかったようだが、男女別となる風呂ばかりは向こうに会わせる必要がないわけで、しばらくぶりの一人きりの時間だとばかりに、穏やかな気持ちで脱だつ衣い場じようの扉を開けた。

　脱衣場は清潔だったが、やはり古びていた。衣服を入れておくカゴは毛羽立っている。怪かい奇き現象など信じていない阿九斗でも、それなりに陰いん気きな雰囲気を感じるほどではある。

「……まぁ、悪いけど、お客さんは来ないよなぁ」

　阿九斗はつぶやき、浴場へのドアを開ける。それなりの広さがある露ろ天てん風ぶ呂ろになっていた。木々に囲まれているため、街中にあっても外から視線は通らないのだろう。

「とはいえ、最近ではちょっとなかったくらい落ち着くなぁ」

　阿九斗は湯につかり、ほう、とひとつため息をつく。身体を包つつむ温かさに、疲れがするりと抜ぬけていくように感じられた。




　そして、そんな阿九斗のすぐ側の木の上に潜ひそむ影かげがあった。もちろん望である。

「ふふふ。こうして男湯の側からなら、女湯にいたずらをしても追つい跡せきはすぐに来ないわけですよ……」

　望は木の枝にまたがり、ポケットから出した瓶びんを見てほくそ笑んだ。

　水に溶とくと真っ赤になる粉が入っている。これを上から女湯にまけば、お湯が血の池に変わるというわけだ。

「しかも、真っ赤になってから数分で色はまた透とう明めいに戻もどってしまうという便利さ。これで一度は悲鳴をあげて逃にげたみんなも、戻ってきたら〝あれは幻げん覚かくだったのか、それとも怪奇現象だったのかしら？〟と戸惑う仕組みですよ」

　望は阿九斗が入ってきたので目をそらし、少しドキドキしつつも、女湯に人が入ってくるのを待った。が、下から聞こえてきた声に驚おどろき、思わず阿九斗の方を見やる。

「せ、先せん輩ぱい！　どうしてここに！」

　阿九斗が驚きに大声をあげているのは無理もなかった。阿九斗の背中を全ぜん裸らの不二子が抱だき留とめていたのだ。

「あら、どうしてって、阿九斗様が恋こいしくてやってきたに決まってますわ」

　妖よう艶えんとしか表現できない声を不二子は出す。

「いや、だけど、ここ男湯ですよ？」

「どうせ、他にお客さんもいないんですもの。普通に正面から入ってきてしまいましたわ」

「そう言われても……ですね……」

「あら、おいや？　皆が来る前に急いで出てきましたから、あまり時間がありませんわ。ね、早々に済ませてしまいましょう」

「ちょ、ちょっと済ませるって……」

　さすがにその光景を上から眺めている望は息をのむ。当然ながらそんな経験のない望は、あまりのことに心臓が飛び出しそうなほどの動どう悸きを覚え、駄だ目めだと思いつつも視線は阿九斗たちに釘くぎ付づけになってしまう。

「済ませるって、もちろんあれですわ」

「いや、だから、そういうことはよくないと……」

「あら？　宗派の教義のことをおっしゃってるなら、もう阿九斗様には関係ありませんし、人としての倫りん理りも問題はありませんわ。わたくし、元気な子を産みましてよ」

　不二子は背中から阿九斗の胸をなで回し、自分の胸にも手を当てている。

「子！　いや、だから……そうじゃ……ちょ！」

「ああ、普ふ段だんお強いのにこういう時に可愛かわいい阿九斗様も素す敵てき……」

　阿九斗と不二子が湯船の中でうごめきはじめた。

　望は、もう完全にのぼせ上がってしまい、目をぎらぎらさせながら荒あらい息を吐はき出している。

　――ひ、ひぃ……。すごいですよ……。今でもすごいのに、これ以上すごくなったらどうなってしまうのか……。って、なんか、顔がぬるっと……。あ、鼻血……。

　しまった、と望は思うが、もう遅おそい。鼻血はぽたりと阿九斗たちの上に落ちていく。

「ちょ、まって先輩……。何か落ちて……」

「ふふ……。なにをそんな誤ご魔ま化かそうとしてらっしゃるの？　それとも、ここをこんなにしていることがお恥はずかしくって……。あら？　血？」

　――やばっ……！
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　望は逃げようとする。が、その心配はなかった。

「こぉおらぁああああ！」

　叫さけび声ごえが聞こえ、同時に、しゃきん、という切断音が響ひびく。

　望が思わずそちらに目をやると、丁度、男湯と女湯の間の竹製の仕切りが日本刀により丸く切り裂さかれたところだった。

　そして、絢子が女湯の側からそれを蹴け破やぶって男湯に姿を現す。

「なにをしてるか、このぉおお！」

　絢子は叫んだが、それに対する反応は奇き妙みようなほど冷静だった。

「ちょっと待って……これ、血だ……」

「な、なんで、お湯が真っ赤に……」

　阿九斗と不二子が声をあげていた。

「そんなことで誤魔化されると……って、ひ……い、いやぁああああ！」

　最初は元気だった絢子の声が悲鳴に変わる。

　――え？　そんな、鼻血くらいで……。

　望は、絢子から阿九斗たちのいた湯船に目を移す。

　湯船が赤く染まりはじめていた。

　――あ、まさか瓶を落としちゃったとか……。

　望は手の中の瓶を確認した。しかし、それは蓋ふたがされたままだった。割れて中身が漏もれ出してもいない。

「じゃ、じゃあ、あれは何……？」

　望は小さくつぶやいた。

　阿九斗と不二子は身体にタオルを巻いて湯船から出ている。露天風呂はそれほどの大きさはないが、それでも家庭用の風呂と比べれば数十倍のお湯が入る。その半分ほどに不ふ穏おんな赤い煙けむりが舞まっているかのような光景が広がっていた。

「あ……あれは何……。ほ、本当の呪い……」

　望は恐きよう怖ふに声を震わせた。
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「人間の血です」

　成分の鑑かん定ていを済ませたころねは言った。

　あの後、女将おかみさんを呼んで許可をもらい、どこかに異常がないか調べさせてもらったのだが、わかったことは二点あった。それが人間の血であること。そして給湯口から出てきたのでなく、湯船に外から血がぶちまけられたことだ。

「地上げに来ている連中の嫌いやがらせかな？」

　阿九斗は言ったが、ころねは「難しいですね」と首を振ふった。阿九斗は近衛騎き士し団だんが周囲を秘ひ密みつ裏りに警備していることを思い出した。

「まいったな……。ね、念のために聞くけど、君のいたずらじゃないんだよね？」

「疑われて当然だとは思いますが、さすがに今回はしていません。もっとも、望さんの行動を放置してはいますが」

「じゃあ、彼女の可能性もあるわけだ……」

　阿九斗は難しい顔でうなったが、望は姿を消してしまっている。

　結局、全員が部屋の内うち風ぶ呂ろを順番に使い、浴衣ゆかたに着き替がえて食事となった。女将さんが給きゆう仕じしてくれた心づくしを並んで食べるのは本来は楽しい経験のはずだが、その場の話題は自然と怪奇現象の話になる。

「な、なぁ……ホントに何もないのか？」

　絢子が心配そうな声をあげる。

「それは、あなた、信じすぎというものですわよ。望さんが大量の人間の血を用意したって可能性もありますわ」

　不二子が絢子を茶ちや化かす。が、不二子の声にもそれほどの元気はない。

「そっちのが怖いよ。でもまぁ、本物の人間の血なんだから、結局のところ誰かがいたわけだよねぇ？　マナ感知でわかるんじゃないの？」

　淑恵がころねを見た。

「マナキャンセラーが働いているとは思えませんが、感知できませんでした。原因は不明です」

　ころねの言葉で、全員が黙り込む。

「すいません、あそこは入浴中に頭を石で割られた事件があった場所で……」

　女将さんが何を思ったか、弁解するような口調で言った。

　一同はさらにどんよりした顔になった。

「いや、まぁ……ともかく、これは具体的な事件と考えよう。僕ぼくところねは望さんを探す。他は部屋で固まっている。というのでいいよね？」

　阿九斗が提案し、全員がうなずいた。

　食事が終わり、女将さんはその場を申し訳なさそうに辞し、ころねがお茶をいれはじめた。阿九斗は不安げな皆を安心させるように言葉を選ぶ。

「いや……ほら、いたずらだからさ、きっと」

「本当にいたずらならいいんだが……」

　絢子はそれでも暗い声を出す。

「いたずらに決まっているでしょうに。何か敵がいて不気味だからみなさん暗い顔をしているんですわ。幽霊のようなものを信じているのは、あなただけです。そもそも、なんでほとんどの謎なぞが解明されているこの時代に幽霊なんて……」

　不二子に言われ、絢子が口を尖とがらせる。

「家の宗派は古来の伝統的な祭さい祀しも行っているんです。それには、不思議な力を信じることも含ふくまれる」

「しかし、本来はシステムにすぎない神をそのような力と混同して信しん奉ぽうすることで齟そ齬ごが生まれている。そして、それを嫌きらったのが阿九斗様でしょう？　真っ先にスハラ神を滅ほろぼされましたわ」

「しかし……！」

　絢子と不二子が言い争いになろうとするので、阿九斗は何とか割って入ろうとした。

「いや、その話はやめましょう……」

「いやいや。私は少し見解が違ちがうなぁ」

　しかし、それを制したのは淑恵だった。

「何ですの？」

「この世界の謎はほぼ解明されているけれど、魂たましいの問題に決着はついていないんだよ。私がやってみせたように、私たちの身体とは別に魂が存在することは、もはや確定的だ。そして、それがどうして生まれるのかは、まだわかっていない。ゼロに実は魂があったことを皆は覚えているでしょ？」

　淑恵は自らの見解を述べはじめた。

「人造人間も長く同じ人と関かかわっていると自じ我がが生まれるとされているよねぇ。自我が魂と同義なら、魂には伝でん播ぱ性があると言える。我々は存外不思議な世界に生きているのだよ」

「確かに、それは認めないといけないような気がしますわね」

　不二子も当事者としてこれには納なつ得とくしないわけにはいかなかった。

「そうすると、魂は魂を見ることが出来る。もしかしたら、我々は幽霊を見ることはできるかもしれないんだよね」

　しかし、そう淑恵が結ぶと、不二子は反はん駁ばくした。

「でも、それは、今回の話には関係ありませんわ。だって、人間の血は物理的なものでしょう？」

「それはそうなんだよねぇ。マナで生成できるとはいえ、元になる人体のＤＮＡと元素は必要なわけだ。そこに誰だれかいたと考えるのは妥だ当とうだよ。だけど、私は、絢子君の意見も間ま違ちがっていないと言いたいのさ。それに、彼女が怯えるの、少し可愛いじゃない？　ねぇ？」

　淑恵は阿九斗にウィンクした。

「あ……まぁ……いや、そうかな」

　阿九斗はもごもごと言った。

「あ……」

　絢子は顔を赤らめる。

　不二子は即座に否定した。

「可愛くありませんわよ！」
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「それじゃ、行ってこようか」

　阿九斗ところねは連れだって出て行く。

　残された絢子たちは、気が気ではない。正確には絢子だけだが。

「だ、大丈夫なんだろうな……」

　絢子は淑恵にしがみついている。それに気づいていないのか、淑恵が絢子の頭をなでて初めてびくり、とした。

「おー、やっぱり可愛いなぁ、絢子は。よーしよしよし」

「ちょ、や、やめてくれ……」

「だって、しがみついたのはそっちじゃないかぁ」

　淑恵は絢子のあごを猫ねこにするように指でくすぐっているが、絢子は淑恵から離はなれることができず、ただくすぐったいと文句を言うだけだ。

「やめろ、こら、やめろ！」

「にょにょにょ。くすぐっちゃうぞぉ」

　絢子は半泣きになっているが、淑恵は楽しくじゃれているつもりだ。

　それを見て、けーなも参戦した。

「あたしもやるー！」

　けーなも絢子にしがみついて、「よーしよしよし」とやりはじめた。

「だから、やめろって言ってる……こら、くすぐったいから！」

　絢子はもだえ、三人はもつれあって倒たおれる。全員が浴衣なので、裾すそがはだけてあられもない姿になっていく。それを見て、不二子は苦笑いでたしなめた。

「ほら、おやめなさいな。服部さんもそろそろ落ちついたみたいですし」

「え？」

　絢子は不二子の顔を見返す。

「もう、そう言われると、わざとやったみたいでかっこわるいじゃん」

　淑恵も苦笑いに。

「楽しいからだと思ってた」

　けーなはまだ絢子に身体を絡からませていた。

　と、その時だった。

　ぎぃー。ぎぃー。

　低く、重苦しい音が響いてきた。

「え……？」

　全員が動きを止めて、天井を見やった。

　鳴っているのは、天井の梁だ。

　ぎぃー。ぎぃー。

　隣の部屋で何か重い物を吊しているような音。

「と、隣の部屋で首つり……」

　絢子が再び淑恵にしがみつく。

　さすがに淑恵も今度はじゃれてあげる余よ裕ゆうはない。

「音は本物だよね？　それなら……」

「イタズラを疑った方が早いですわ！」

　不二子はそう言って浴衣の裾を翻ひるがえして部屋を飛び出す。

　少しだけ廊下を走り、壁かべに背をつけて警けい戒かいしつつ隣の部屋をのぞき込む。

　と、不二子は一いつ瞬しゆん、動きを止めた。

　そこには髪かみの長い女の後ろ姿があった。その首には白いロープのようなものがからみついており、足は宙に浮いていた。そして、身体全体は振り子このように左右に、ぎぃーぎぃー、と揺ゆれている。

「悪ふざけを！」

　不二子は怯えることもなく、即座にマナ球を首つりの女に撃うち込んだ。

　部屋に被ひ害がいを与あたえないように手加減した一いち撃げきである。正体を確かめる意味の方が大きい。

　光の小しよう爆ばく発はつが起こり、一瞬、視界が光に満たされる。

「手て応ごたえが……」

　しかし、不二子は軽い感かん触しよくに戸惑う。

「……なんかいたよね？」

　その頃ころになってやってきたけーなが、不二子の後ろから室内をのぞき込んで言った。

「私も見た。ま、首つり死体ってやつに見えたかな」

　淑恵も横に並んでいた。絢子をその胸に抱きしめながら。

「や、やめてくれ……ホントにいたのか？」

「それが……消えましたわ」

　不二子は首を振った。

　爆ばく発はつが消えた部屋は静かなもので、何事もなかったかのように時計の音だけが響いている。

「ひぃいい……じゃあ、本物の……」

　絢子が怯えた声をあげた。

「証明できないものを本物とお言いでないですわよ。ほら、いくらでも出入りは可能なんですから」

　不二子は部屋に入り天井を指さした。天井の板はゆるんでいて、どこでも外れそうだ。天てん井じよう裏うらに入ることは不可能ではないだろう。

「阿九斗様が戻ってくるまでは、部屋でおとなしくしているのがよさそうですわね」

　不二子は言った。

　部屋に戻った一同は、真ま面じ目めな顔で座り込み言葉少なになった。

「な、何かしゃべってくれ……」

　絢子は震ふるえる声をあげた。

「確かに暗すぎだよねぇ……。とは言っても明るい気分にはなれないけどさ」

　淑恵は腕を組む。

「もし何者かによる攻こう撃げきなら、この部屋が襲おそわれない限りは動かない方がいいですわ。退路は用意しておく必要はありますけれど、この安やす普ぶ請しん、窓からでも壁を破っても逃げられますから、落ち着いてお茶でも飲んでいればよろしいのよ」

　不二子は落ち着いて言った。

「じゃあ、ホントの幽ゆう霊れいだった方が安心だよね」

　けーなが無む邪じや気きに言った。絢子は首をぶんぶんと横に振った。

「それはない！　それはない！」

「いや、わたくしも幽霊であってほしいに一票ですわ。これがけーなを狙ねらってのものだとしたら、わたくしたちには少し荷が重いですもの。というより、責任を持ちたくないですわ」

「直接的な言い方をしちゃうとそうなるよねぇ。とはいえ、物理的なものであろうと心しん霊れい的なものであろうと、私たちは妙みような空間にいるわけだよ。マナが妙な動作をする場所。多くは噂だったけれど、こういうものはミステリーゾーンと呼ばれたりしていたね。重力異常や人間に狂きよう気きをもたらす現象が起こる場所のことだよ」

「そんな話は別によろしいですわ。危機があった場合、どうすべきかを話し合わないと」

「けーなを守って逃げるしかないだろうねぇ。何かあったらこのミステリーゾーンを出て行く。それを優先しようよ」

　不二子と淑恵も危機感を持ちはじめていた。

「で、でも、呪い殺されたりしないだろうな？」

　絢子はずっと淑恵にしがみついたままだ。

「ま、そうなったら、誰にも対処できないからねぇ。気にしてもしょうがない」

「だから、幽霊なら楽しいって言ってるのになー。ね、幽霊って姿を消したり、変な音を出したり、誰かを脅かしたりするんだよね？」

「それ、大体あなたにもできましてよ」

　不二子があきれて言うと、けーなは口をとがらせた。

「えー。そんな、人を幽霊みたいに……って、あ……」

　けーなは文句を言おうと身を乗り出し、その拍ひよう子しに空になった茶ちや碗わんをテーブルから落としてしまう。

「……いっけない。落としちゃった」

　けーなは手を伸のばす。

　するとテーブルの下から出てきた白い手が茶碗を拾ってけーなに渡してくれる。

「あ、ありがと」

　けーなは茶碗をテーブルに戻し、「それでね……」と話を続けようとする。

　全員が動きを止めた。

　誰からともなく自分の両手をしげしげと眺ながめる。

　そして、もう一度、全員が動きを止め、その一瞬後、絢子の悲鳴を合図に先を争あらそうように部屋を飛び出した。

「きぃゃやぁああああああああああ！」
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「うまく感知できませんが、音声や振しん動どうからするに、複数の者が旅館内にいますね」

　ころねは言った。

　阿九斗ところねは旅館内をめぐっている最中である。望はまだ見つかっていない。

「それはあり得ないんだろう？」

「そもそも旅館の人は、望さんを除けば、女将さんと旦那さん、そして使用人の人造人間が一体。それだけです。ご夫ふう婦ふは受付におり、人造人間は園芸仕事をしていました」

「外から誰かが来れば報告が入るはずなんだよね？」

「はい。ただ、念話では連れん絡らくをとれない状態ですね。マナが不安定です。それでも、異常があれば近衛騎き士しは直接やってくるはずです」

「それも妙な話なんだよな。何が起こっているんだか……」

　阿九斗は手の中の玉璽の入った箱を眺めた。地下室から持ってきたのはいいが、今のところは骨こつ董とう品ひんの入った箱以上の意味はないように思える。

「ともかく、望さんがいる可能性がある場所はここだけになりました。開かずの間です」

　ころねは正面を指さした。

　阿九斗は扉とびらに手をかけた。鍵かぎなどかかっていなかった。

「……別段、開かずの間ってことはないじゃないか」

「そもそも騎士団の下調べは秘密裏に行われましたが、開かずの間についての報告はありませんでしたね」

「じゃあ、ここで望さんが見つからなかったなら、部屋に帰ろう」

　阿九斗は部屋の中に入った。

　そこは倉庫のようになっていて、左右の壁には棚たながしつらえてある。棚には骨董品が並んでおり、一番奥に大きめの壺がやたらと目立つ他は、どうにも興味を引くような変わったものはない。骨董品をひとつひとつ調べていけば別なのかもしれないが。

「壺がどうのと言っていたのは、これか」

　阿九斗は奥へ向かう。壺は子供の背せ丈たけくらいはあるもので、白地に青の複雑な文様が入っている。阿九斗は壺の中をのぞき込んで、ぎょっとした。

　そこに望がいたからだ。

「なんで、そんなところに……」

「ひ、ひぃいい！　来たぁああ！　助けて！　許して！」

　望は錯さく乱らんしていた。

「おい、ともかく落ち着いて……」

　阿九斗がそう言ったとき、遠くで爆ばく発はつ音おんがした。それは不二子の放ったマナ球によるものだったが、このとき阿九斗はもちろんそれに気づいていない。

「彼女のことは後だ。急いで戻らないと」

　そうころねに指示して阿九斗は戻ろうとする。

　しかし、その腕に望がしがみついてきた。

「ああ、良かった！　人間だった！　行かないで！　い、いるんですよ！　本当にいるんですよ！　助けてほしいですよ！　おっかねぇ、おっかねぇですよ！」

「ちょ、ちょっと放してくれよ。今の爆発を聞いただろう？」

「だ、だからですよ！　化け物がいるですよ！　本物のお化けですよ！」

　望は泣なき叫んでいた。

　阿九斗はころねに目配せする。

　が、ころねは耳に手を添そえ、こう答えた。

「江え藤とうさんたちの声が聞こえます。普通の会話ですね。大だい丈じよう夫ぶのようですが」

「ん……？　遊びでさすがに爆発は起こさないだろうから……」

「会話からするに、何かを見たようです」

「つまり、幽霊か化け物ってこと……？」

　阿九斗は望を見た。

　望は、泣きながら阿九斗にしがみつく。

「だから、本当にいるんですよ！　ウチは毛むくじゃらの化け物をみたですよ！　ああ、ごめんなさい！　今まで嘘うそを言ってました！　でも、今までのことは、全部ホントなんですよ！　信じられないけれど、お化けがいるですよ！」

　望の言葉はわけのわからないものになっているが、望が自分の想定外のものを見たのは本当としか思えなかったので、阿九斗は戸惑う。

「まいったな、何かが起こっているってことは間違いなくなってきた。とにかく、彼女も連れて戻ろう。玉璽も持ってきたし、近衛騎士に連絡を……」

　そう言って阿九斗は望の身体を持ち上げて壺から出すと、開かずの間を出て周囲を確認する。ここはＬ字形に曲がった廊下の角の部屋だ。その右の細い廊下に目をやって、阿九斗は、一瞬だが背筋を冷たくした。

　古ぼけた襦じゆ袢ばんを着たおかっぱ頭の小さな子供が二人、廊下の向こうに立っていた。色いろ違ちがいの襦袢は一いつ対ついのものと見え、揃そろいの髪かみ型がた、そっくりな整った顔からするに、双ふた子ごと思えた。それが何も言わず、こちらを見てぼんやりと立たち尽つくしているのである。

　が、阿九斗は冷静さを取とり戻し、身構える。と、双子は滑すべるように廊下の向こう側に消えていった。

「あれは……」

　そう聞きながらころねを振り返かえった阿九斗だったが、今度は悲鳴とともに走ってくる絢子たちを目にする。

「うわぁあああ！　助けてくれ、阿九斗！　殺される！」

　絢子は阿九斗にすがりついた。

「お、落ち着いて！　殺されやしないから！」

　阿九斗は絢子の肩かたを抱いてなだめる。

「この子、怯おびえて仕方ないんですの。今は具体的な危機に対処しないといけないというのに」

　不二子もそう言いながら阿九斗にさりげなくすがりつく。

「ねぇ、あーちゃん、なんか変な感じがするよ？　何かざわざわする感じがする！」

　けーなも阿九斗の腕にしがみついた。

　そのけーなの態度は普段と違うものだったから、阿九斗としても不安が増すが、それに答えるよりも早く、今度は淑恵が背中にのしかかってきた。

「あ、ごめん……なんか、私は勢いで」

「そ、そういうのやめてね……。と、ともかく、わかったからみんな落ち着いて。相手が実体なら、どうにかならないものなんてないから」

　阿九斗は全員に呼びかける。

　全員というのは、阿九斗の身体にすがっている全員のことだ。絢子が前から抱きついていて、右みぎ腕うでに不二子、左ひだり腕うでにはけーな。背中に淑恵が乗っていて、足には望ところねがそれぞれしがみついていた。

「ころねだけ明らかに冗じよう談だんでやってるような気がするけど……。ほら、みんな、離れて。今だって何も来てやしないじゃ……」

　阿九斗はそう言って、廊下の向こうを指さした。

　と……。そこには〝何か〟がいた。

　背の高い女である。髪は床ゆかにつきそうなほどに長い。その髪が前側にばさりと垂らされていて顔が完全に隠れていた。細い身体は素っ気ないワンピースに包まれている。異様なのは、その身体の動きだった。蜘く蛛もか蟹かにのようにカクカクと手足の間接を動かしている。さらには、普通は間接がそこにあると意識できないような体幹に近い部位をずらす動きすらしていた。肩けん胛こう骨こつや骨こつ盤ばんを前後左右にスライドさせて、カタリ、カタリ、と一歩一歩を踏ふみ出している。

　そう、それは阿九斗たちに近づいてきていた。

　不気味な動きに阿九斗が絶句していると、その気配に皆も気づいた。しかも、反射的にそちらを見てしまっている。

「うわぁあああ！」

　これにはさすがに不二子も淑恵も声をあげていた。平然としているのはころねだけだ。特に絢子は取り乱したなどというものではなかった。

「嫌だ！　ここで呪い殺されてしまうんだ！　あれは家に伝わる伝説の霊れいだ。お婆ばあ様さまが言っていた。触ふれるだけでも命を奪うばう呪いの化け身しんがあんな格好をしていると！」

「ほ、ほら、大丈夫。君は強い子じゃないか。相手が誰だって斬きりつけるような。だから、ちょっと離れていて……」

　阿九斗も相手の外見の不気味さに躊ちゆう躇ちよしていたが、さすがにそれを敵と見なして動こうと決意する。が……。

「そんな！　私をそんな風に見ていたのか？」

　絢子はショックを受けた様子で言う。

　阿九斗は慌あわてて否定した。

「いや、そうじゃない。本当は繊せん細さいだし、可愛らしいところもいっぱいあるってわかってる。今は、強さが必要なときだって言っただけだよ」

「ありがとう。最期にそういう言葉が聞けてうれしい」

「ちょ、ちょっと、最期って……」

「だって、みんな死んでしまうんだろう？」

「いや、死なないから……」

　阿九斗は否定したが、絢子は完全に目が飛んでしまっていた。

「心配させまいとして、そういうことを言ってくれる優やさしさが私は好きだ。ああ、今なら言える。死しに際ぎわにだけ気持ちを告白するなど、卑ひ怯きよう者ものとも思えるが、今は素す直なおに言おう。好きだ。本心から。私が死ぬまで抱いていてくれ！」

　絢子は必死に阿九斗にしがみついた。

「ちょ……あの……」

　阿九斗は顔を赤くし、言葉に詰つまった。

　誰がどう聞いても愛の告白だった。

「せめて、せめて一言だけでも言ってくれ。私のことを愛していると！」

　絢子は叫ぶ。そして、すがりつくように阿九斗を見上げた。

　もちろん、それを聞いて黙だまっている不二子ではなかった。

「おふざけにならないで！　阿九斗様を愛しているのは、あなただけではありませんわ！　ねぇ、どうしてわたくしの愛に応こたえてくださいませんの？　この際、はっきり聞いておきますわ。阿九斗様、誰を愛していらっしゃるの？」

　詰きつ問もんするような口調で言い、不二子は阿九斗を見上げた。

「何で、こんな時に……」

「こんな時もあんな時もありませんわ！　大事なことなんですから！」

「あー、もしそうなら、私も候補に入れておいてもらえるかい？」

　淑恵が言った。

「あーちゃん、なんかあたしもやもやするんだよ。ねぇ、答えてよ！」

　けーなもどこか必死になって阿九斗にすがりつく。

　阿九斗は困こん惑わくしつつ、あの化け物の方に視線をやった。そいつは、その頃には、もうすぐ近くまで来ていた。

「ごがががぐげぎががぎごごごごご……」

　そんな喉のどがつぶれたような声をあげながら迫せまってくる。

「ああ、もう……！　わかったよ」

　そして阿九斗は真しん剣けんな顔で口を開く。

「僕だって、優ゆう柔じゆう不ふ断だんでやってたわけじゃない。僕は君たちが知っての通り特別な存在だ。だから、本来、僕が傍にいられるのはけーなだけだ」
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　その言葉に、一同はショックを受けて固まる。

「だけど、僕の本心を言えば、僕はみんなを愛している。愛する人が一人だという物語も幻げん想そうだ。だから、僕は君たち全員の気持ちに応えたい。僕はまだ不安定な存在だ。自分の将来だって決めちゃいない。でも、僕が僕の生き方を決められた時には、必ず君たち全員のために生きる。それが答えだ」

　阿九斗はきっぱりと言い切った。

「優柔不断どころか……」

「全員をものにする宣言とはねぇ……」

「あら？　わたくしはそれでもよくってよ」

「あーちゃん、なんかあたし、もやもやするんだってば」

　皆、口々につぶやき、毒気を抜かれたように呆ほうけた顔になる。

「だから、本心を言っただけなんだけどな……」

　阿九斗もなんとも妙な雰囲気になったことに困惑する。

　そして、困惑していたのは、当事者たちだけではなかった。

「ぐが……」

　あの化け物も照れたように頬ほおを染めていた。髪の毛けをあげて顔を出だした化け物――アルヌールが両手を頬に当てている。

「そんな愛の劇場を見せられても困るでありんす」

　ひょいと姿を現したのは、大おお竹たけ美み智ち恵えだった。彼女も頬を染めている。

「あーあ、関係ない人まで脅かしちゃった結果がこれだぎゃ」

　神かみ山やまカンナも廊下をやってきた。

　生徒会三役が揃ったことになる。

「あ、あ……あれ……」

　戸と惑まどって全員の顔を必死に見回しているのは絢子である。

　他の者も多かれ少なかれ驚いていた。

「まさか、全部、生徒会の……」

　阿九斗が聞くと、美智恵がうなずいた。

「そういうことでありんすが、言い訳をさせてもらえれば、君たちがいるとは知らなかったでありんす。いや、計画を練った時には君たちがいることが予定になかったでありんすよ」

「え？　それはどういう……」

「あの後、ここの人造人間もなみと仲良くなって、遊びに来てたぎゃ。そこで望が妙なことをしようとしていると聞いて、逆に望を驚かしてやろうと思ったんだぎゃ」

　カンナが言った。

「じゃあ、最初の湯船の血は……」

　不二子が聞くと、美智恵が照れくさそうに頬に手を当てた。

「あれは、隠れていたら、あんさん方のあられもない姿を見て鼻血が……」

「それにしては量が多すぎじゃありませんこと？」

「いや、あちきは特異体質で、栄養があれば血液を際限なく作り出すことができるでありんすよ……。その分、赤いものを摂とらなくてはあかんのですが」

「あのですねぇ……」

　不二子が呆あきれる。

「じゃあ、首つりと最後のあれは……」

　淑恵が聞くと、アルヌールがうなずいた。

「ぐが」

「それじゃあ、あの手は？」

　阿九斗が聞くと、右側の廊下から答える声があった。

「いやー、こいつらから聞いて、面おも白しろくなっちゃってさ。さらに面白いおまけも見られて楽しかったよ。色男ってのはこれだから困る」

　にやにやしながら生徒会長リリィ白しら石いしがやってきた。脇わきには二人の襦袢姿の子供――もなみとけいすを連れている。

「これで望もオラにでかい態度をできなくなるべ」

「いやー、お館様、拙せつ者しやに似合う和服を持っている友達ができたでござるよ！」

　もなみとけいすが嬉うれしそうに手を振っている。

「でも、近衛騎士がいて、ここには近づけなかったはずでは……？」

　阿九斗が聞くと、リリィが肩をすくめた。

「態度がでかいし、ボクの顔を知らなかったから、のしてきたのが何人かいたよ。知り合いなら言っておくれよ」

「知り合いというか、近衛騎士なんだからわかると思いますが……」

「細かいことはいいんだよ。さて、露天風呂でも入ってきたらどうだ？　背中を流してくれる女が何人もいるみたいだしねぇ」

　にやにやとして皮肉を言うリリィである。

　と、それまで妙に黙りこくっていた絢子が、苦しげな声をあげはじめた。

「かっ……くっ……こっ……」

「ちょ、大丈夫？」

　阿九斗が心配してその肩に手をかけた。

　と、絢子はいきなりその手を払う。

「こっ……こっ……告白……」

　絢子は肩を震わせ、声を絞しぼり出す。そして、叫んだ。

「告白してしまったじゃないか！　みんなの前で！」

　絢子は顔を真っ赤にしてじたばたしはじめたが、それに対する周囲の反応は冷ややかなものだった。

「あなた、馬ば鹿か？　そんなこと、言わなくても全員が気づいていましたのに」

「でも、いいんじゃない？　成功は成功だよねぇ、告白」

「成功したなら、感謝されこそすれ、切れるのはよくないんじゃない？　先輩に対してさ」

　リリィまで文句を言う。

「うわぁああ！　恥ずかしい！　お前が悪いんだぞ！」

　絢子は阿九斗を殴なぐろうとしたのか何なのか、手を振り回まわしてふらふらとあらぬ方向に倒れ込んだ。

「あ、危ない」

　阿九斗は絢子を支えようとするが、絢子は開かずの間にある骨こつ董とうの棚に倒れ込んでしまう。

　がしゃん、と深夜にしては大きな音が響き、さらに微妙な空気が一同の間に広がる。

「あーあ。こういうの興ざめでしてよ」

「っもう、なんだかなぁ。弁べん償しようは生徒会ではしないぞ」

　不二子とリリィの年長組が文句を言う。

　と、ころねが何かに気づいたようにいきなり声をあげた。

「しかし、まだ解決していない問題があります。マナの異常についてです」

「まさか、何かが？」

　阿九斗が聞くと、ころねはうなずいて廊下の向こうを指さした。

　全員がそちらを見る。

　そこに白い服の女が立っていた。長い髪と細い身体はアルヌールのそれと同じだが、高貴な雰囲気を身にまとっているところが違う。

　しかし、何より大きい違いは――。

「おい、誰だ、ありゃ？」

「知りませんぎゃ」

「キミらは？」

　リリィは阿九斗に聞く。阿九斗は首を横に振った。

「ということは、あれは……？」

「人間ではありません」

　ころねが断言した。

「心音、駆く動どう音おん、ともに聞こえません」

　そのころねの言葉を聞いて、リリィはふん、と鼻を鳴らした。

「止まれ。マナを使って練り上げた身体なんだろうが……」

　リリィがそちらに向けて手を伸ばし、肩をつかもうとしたのだが、その手が空を切る。

「え？」

　リリィの手は、その女性の身体を突つき抜けていた。さすがにリリィも目を見開く。

「マナじゃないぞ……」

　さらに何度か手を女性に伸ばす。が、彼かの女じよはそんな手などないかのように進んでくる。いや、進んでくるという表現が正しいのかどうかすらわからない。足を動かしていなかったからだ。彼女は直立したまま滑るように移動しているのだ。

「まさか、本物の……」

　絢子が裏返った声をあげた。腰こしが抜けたのか這はいずって阿九斗の足にすがりつく。

　阿九斗は絢子の頭に手を乗せた。

「でも、悪意はないように見えるけれど」

　確かに、その女性から感じた高貴な印象は、近づいてきても裏切られなかった。やや細めの目が、何か言いたげな光を放っている。

　と、ころねが口を開く。

「彼女の出現で、マナ異常の中ちゆう枢すうがわかりました。服部さんが倒した棚にあった骨董のひとつ……それが原因だと思われます」

「そんなものが？」

　絢子は驚いて立ち上がり、自分が倒れて倒した骨董を振り返る。

　木箱が開き、そこから金色に輝かがやく小さな木の枝が覗のぞいている。一見するとなんでもない装そう飾しよく品ひんに見えるが、それはマナとは違う輝きを放っていた。近づいてきている女性と同じ光だ。

「これは……！」

　阿九斗は声をあげた。

　握にぎっていた小箱の隙すき間まからも、同じような輝きが漏れはじめたからだ。つまり玉璽も輝きを放っているということになる。

「な、何なんだ……」

　絢子がころねに説明を求めるように振り返る。

　ころねは首を横に振った。

「何かはわかりません。歴代皇こう帝ていが隠していた秘密がここにあったということなのでしょう」

　そして、ころねは、怯えて阿九斗の足にしがみついていた望の手を取って立ち上がらせた。

「ふえ？　な、な、なんですか？」

　望は、そのおでこに玉璽と小枝の光を反射させつつも戸惑いを顔に浮かべる。

「あなたの一族は、皇帝の血を引いていたのではありません。しかし、おそらく、皇帝の命令を守り続けた一族なのでしょう。人知の及およばぬ不幸も、もしかしたら発見を避さけるために、玉璽やこの小枝が及ぼしていた力かもしれません」

　ころねの説明に、望の目が見開かれる。

「それじゃあ、ウチは、皇帝に仕えた一族の……」

　望は、声を震わせた。これまでの悩なやみが一気に流れ出していくかのように大量の涙なみだを流しはじめる。

「まぁ、良かったといえば、良かったのかな……？　でも、それじゃあ、彼女は……」

　阿九斗はけーなを振り返る。

「よくわかんないけど……。この人、皇帝を迎むかえに来る役目の人だよ」

　けーなは言った。

　それに呼応するかのように、光ひかり輝く女性は口を開いた。

「玉璽を持つ資格のある者よ。準備は整いました。真の帝てい国こくを築くべく、蓬ほう莱らいの玉の枝をあるべき場所へお戻しください」

　それを聞いた一同は、さすがに何も言い出せずにいた。

　ただ一人、けーなだけは、阿九斗の袖そでを引っ張って口をとがらせた。

「ねぇ、あーちゃん。だから、もぞもぞするって言ってたのに」







あとがき







　毎度ありがとうございます。水みず城き正しよう太た郎ろうです。




　早くも二ふた桁けた目めの十巻となりました。今回は短たん編ぺん集しゆうの体てい裁さいですので、お気楽に楽しんでいただけるかと思います。この巻だけ読んでも大丈夫な構成になっておりますので、「アニメを見てから作品を知ったが、もう十巻も出てるのかよ。全部買うのは面めん倒どうくさいな」という方も、この巻だけでお楽しみいただけます。内容は、ごらんの通り……とだけ言うのもアレですので、ご説明させていただくと、初の生徒会三役主役会がある、とだけ。アニメで声を吹き込まれた三役を見て、書かねばならぬと思い立ったのです。




　で、そう、アニメの話です。好こう評ひようのうちに放送を終了いたしました。原作のストーリーをそのままに、かなり挑ちよう戦せん的てきな表現を多用した素晴らしい作品となっております。声せい優ゆうの皆みな様さまの演えん技ぎもノリの良い最高のものになりました。現在、ＤＶＤ、ＢＤ、とも発売中です。見てくださった方も、見逃した方も、是非とも全巻ご購こう入にゆうをお願いしたいところです。ここまですべての巻を追いかけてくださった方には決して損そんをさせない内容となっておりますので。

　さて、今回の短編の話よりも先にアニメの話をしたのには訳がありまして、映えい像ぞう特とく典てんのミニアニメ『もひとつおまけの大魔王』には、おいらがアイデアを出させていただいているのですが、そこに出させていただいたネタをこちらの短編でも少し使ってみたということをおしらせさせていただきたかったのです。短編のギャグの雰ふん囲い気きを双方で感じ取っていただければ幸いです。ミニアニメの収しゆう録ろくは見学させていただきましたが、声優の皆さんの素晴らしい悪ノリ演技により、かなり笑える作品になっております。あわせてご覧らんくださいませ。




　最後に関係してくださった皆様と、もちろん読者の皆様に感謝を。今回の展てん開かいをご覧くださってもわかるとおり、もうちょっとだけ続きます。もうちょっとがどれだけかは週間連載漫画的な意味ですが。そんなわけで、今後ともよろしくお願いいたします。

　さてさて、まだまだ楽しめそうですぜ！
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

水城正太郎先生／伊藤宗一先生
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